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			災厄の抵抗

			大進撃

			王子は美少女を抱えてやって来る

			合流

			激闘と成長？

			人間

			《災厄》は幸福へ

			エピローグ

		

	
		
			進化の実

			～知らないうちに勝ち組人生～②

			美紅

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・しおざわりな＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			プロローグ

			　

			「ここが……外か」

			　ゼアノスとの決着後、俺とサリアは羊によって、森の外へと転移させられた。

			　今、俺たちの前には、足首ほどの長さの草原が広がっている。

			　何となく俺は、後ろに存在する【果てなき悲愛の森】に目を向けた。

			　思えば、かなり長い間をこの森で過ごしたんだよな……。

			　俺が精神的にも肉体的にも鍛きたえ上げられた場所。……一周回って人間に戻った場所でもあるけど。

			　いろいろなことがあったけど、サリアと出会うこともできたし、こうして生きてることの喜びも感じられた場所なんだよな……。

			　そんな感かん慨がい深い気持ちで森を眺めていると、

			「私、初めて外に出たんだ……」

			　サリアが瞳ひとみを閉じて、小さく呟つぶやいた。

			　サリアにとっても、思い出の多い場所なのだろう。故郷ともいえる場所なわけなんだから。

			　俺とサリアは、この【果てなき悲愛の森】を前に、様々な想いを馳はせた。

			　しばらく無言だった俺たちだが、やがて俺からサリアに言った。

			「さて……そろそろ行くか」

			「うん！」

			　サリアの返事を受け、俺とサリアは森に背を向けて歩きだした。

			　草原を並んで歩きながら、俺はこれからのことを考える。

			　まず、ゼアノスの記憶を頼りに、一番近い街まで移動する。これが、最優先事項だろう。

			　街に到着したあとは、冒険者として登録しようと考えている。

			　ゼアノスの知識だけでなく、神から貰った知識でも、冒険者という職業が存在することが書いてあった。

			　あとは……俺の力だろう。

			　羊の話だと、俺の見た目はスキル『偽ぎ装そう』の効果で表示される数値程度の容姿として相手に認識されるらしい。羊が嘘うそを吐ついてなかったらだけど。

			　だからこそ、今被かぶっているフルフェイスヘルメットなのだと言うが……邪じや魔まくせぇ。

			　まあ、そのうち脱げるって言ってたからいいんだけど……。これも羊の言ってることが本当ならな。

			　それ以上に、俺の容姿が偽ぎ装そうの効果で低下しているのなら、俺の力も低下している可能性がある。

			　これは、しっかり確認しておかないと、いろいろと大変なことになるだろう。

			　いざ戦おうっていうときに、本当の戦闘力じゃなかったら、どんな危険な状況になるか分からないからな。

			　あれこれ考えてはみるが、結局今は街に向かうだけなので、いったん思考を打ち切り、俺はサリアと一緒に草原を歩くのだった。

		

	
		
			スライム

			　

			　出発してからだいぶ時間が経過したときだった。

			　俺とサリアは、誰もがよく知る生物と遭そう遇ぐうした。その生物は、もちろん地球には存在していない。そう、それは――――。

			「こ、コイツは……」

			「可愛いねっ！」

			「ぷるるん」

			　――――スライムだった。

			　いや、おかしくね？　目の前のスライム、自分で『ぷるるん』って言ったぞ？

			　スライムに似た違う生き物なんだろうか。でも、目の前の生物は、半透明のゲル状で、草原の上でふよんふよんと跳ねている。

			　俺にはスライム以外に目の前の生物の名前が思いつかない。

			　ただ、目も口も耳も見当たらない。うん、やっぱり『ぷるるん』って聞こえたのは気のせいだろう。じゃなきゃ、あんなバカげた擬ぎ音おん語が聞こえるわけねぇもん。

			「ぷるるん」

			「気のせいじゃねぇ！」

			　どっから声を出してるんだ!?　この世界のスライムは、全部『ぷるるん』って言うのか!?

			　……いや、まだスライムって決まったわけじゃない。違う生物かもしれないじゃないか。

			　幸い俺にはスキル『上級鑑かん定てい』がある。今すぐ使ってみよう。

			　早速俺は、目の前でふよんふよんと弾むスライムに、『上級鑑かん定てい』のスキルを発動させた。

			『スライムLv：88』

			「レベル高ぇ！」

			　そんでもって本当にただのスライムだったよ！

			　つか、スライムってこんなにレベル高いモノなのか!?

			　確かにクレバーモンキーやアクロウルフ、ゼアノスなんかとは比べ物にならないほどレベルは低い。

			　でも……でもスライムで88はおかしいだろ!?　ザコキャラの代名詞だぞ!?

			　その異常なレベルに驚いていると、突然スライムは体を一気に縮めだした。

			「な、何だ？」

			　唐とう突とつな行動に戸と惑まどっていると、スライムは圧縮させた体を一気に解放し、突っ込んで来た。

			「うぇい!?」

			　いきなり突撃された俺は奇妙な声を上げるが、固有スキルである『心眼』のおかげか、スライムの動きが驚くほど遅く見え、余裕を持って避けることができた。

			「いきなり攻撃してくるとか……」

			　まあスライムも魔物の一種なんだし、人間を襲うのも当たり前なのかもしれないが……。

			　どうでもいいことを考えていると、ふと俺はあることを思いだす。

			　それは、俺の力が偽ぎ装そうの効果で弱体化しているかどうかということだった。

			　それを確かめるには、目の前のスライムがちょうどいいだろう。レベルは高いが、スライムだし。

			「よぉし……このスライムで少し確かめるか」

			　俺は腰に差した『憎悪渦巻く細剣ブラツク』と『慈愛溢れる細剣ホワイト』を抜き、構える。

			　スキルを使っての攻撃でもいいんだけど、通常攻撃のほうが、弱体化の有無を確認しやすいだろう。

			　そう思った俺は、再びスライムが俺に攻撃してくる前にこちらから仕掛けることにした。

			「ハッ！」

			　一気にスライムめがけて駆けだした俺の感想は――――。

			「は、速くね？」

			　この一言に尽きた。

			　駆けだしたつもりが、一足でスライムの目の前まで移動できてしまった。

			　しかも、駆けだした瞬間、さっきまで立っていた地面が思いっきり抉えぐれたのだ。

			　困こん惑わくする俺だが、スライムの目の前まできてしまったので、攻撃に集中する。そして、右手に持ったブラックを振りかぶり、一気にスライムへと振り下ろした。

			　ズパンッ！

			「…………」

			　すさまじい衝撃音とともに、目の前にドロップアイテムが散乱した。

			　…………。

			　……。

			「え？」

			　わけが分からず、思わず間抜けな声が出る。

			　さっきまでスライムが存在していた場所は、その場所から50メートルほど先まで地面が抉えぐれていた。

			　……。

			「ちょっと待て！」

			　ようやく現状を理解し始めた俺だが、理解すればするほど今自分の手でしたことを忘れてしまいたくなった。

			　大変不本意だが、スライムは俺の一撃で消し飛んだのだ。塵ちりすら残さず。

			　確かに俺は、一気にスライムへとブラックを振り下ろした。

			　だが、決して本気で振り下ろしたわけじゃない。軽くダメージを与えられればいいなぁという気持ちで振り下ろしただけなのだ。

			「その結果がコレだよッ！」

			　いや、走り出した瞬間から嫌な予感はしてたんだけどね!?　でもこの威力は予想外だよ！

			　これって確実に力は偽ぎ装そうできてないよね!?　数値だけ偽ぎ装そうされてることになるんだよな!?

			　俺、本気で攻撃したらどうなるの!?　軽くでこの威力だぞ？　……想像したくねぇ。

			　頭を抱え、自分の力の強大さに絶望していると、サリアが目を輝かせていた。

			「誠せい一いちスゴイっ！　さっきの生き物は可愛かったけど……」

			　うん、ごめんね！　ちょっと俺の力を確認するだけで、殺すつもりはなかったんだ！

			　少し悲しそうな表情を浮かべるサリアに、尋じん常じようじゃない罪悪感が湧わいてくる。

			　しかし、いろいろな意味で疲れている俺に、突然スライムのドロップアイテムから光の玉がいくつも浮かび上がり、俺のなかへと吸い込まれていった。

			「な、何だ!?」

			　驚く俺をよそに、聞き慣れた声が頭の中で響く。どうやら、今吸い込んだ光の玉は、スライムのステータスだったらしい。回収することなく吸い込まれたのが少し気になるが、深く考える必要はないだろう。

			　自分の中でそう区切りをつけた俺は、次のドロップアイテムに移る。

			「まずはスキルカードからだな」

			　そう言うと、俺はスキルカードであろうモノを拾い上げた。

			　

			『スキルカード《吸収》』……スキル『吸収』を習得できる

			『スキルカード《圧縮》』……スキル『圧縮』を習得できる

			　

			「う、うーん……？」

			　スライムから手に入れたスキルカードを見て、俺は微妙な反応しかできなかった。

			　だって、すごいのかすごくないのかよく分からないんだもん。

			　まあ、所しよ詮せんスライムだし、効果はショボイだろう。

			　軽い気持ちで一人頷うなずいていると、スキルカードは光の玉となり、俺の体のなかへと入っていった。

			『スキル《吸収》を習得しました。スキル《圧縮》を習得しました』

			　頭に響くそんな言葉を軽く聞き流しつつ、効果を確認していく。

			　

			『吸収』……あらゆるモノを吸収し、自分の力に変換できる。食べたモノの栄養など、余すことなく自分の力にできる。ダメージを受ける際に発動させれば、ダメージを受けることなく自分の力として吸収できる

			『圧縮』……あらゆるモノを圧縮することができる。自身の体や力など、基本何でも圧縮できる。ただし、圧縮したいモノに触れる必要がある

			　

			「すげぇチートだったッ！」

			　これ以上俺を強くしてどうするんだ!?　俺は何を目指せばいいの!?

			　しかも、スキル『吸収』とか……俺のスキル『心眼』を使えば、最強のコンボじゃね!?　いろいろぶっ飛んでんな！

			「はぁ……この手のチートに慣れつつある自分が怖い……」

			　普通チートって手に入れて嬉しいモノだよな？　なんでこんなに虚むなしいの？　俺だけ？　俺がおかしいの？

			　一応人間という分類に当てはまる俺が、どんどん人間離れしていくのを嫌でも感じるよ……。

			　諦あきらめのため息を吐つきながら、俺は次のドロップアイテムの確認に移る。

			　次に手に取ったモノは、よく分からないプルプルした半透明な物体だった。かなり気持ちが良い。

			　まったく使い道が分からないので、例に違わず『上級鑑かん定てい』を発動させる。

			　

			『スライムゼリー』……感触の良いスライムの欠片。特に使用方法なし。一応食べられる

			　

			「スライム自体はクソだな！」

			　スキルはすごいのにね！　何で本体のドロップアイテムがこんなにクソなの!?

			　まあ、鑑かん定ていした結果そう出てしまったのなら、仕方がないんだが。

			　ため息を吐つきつつ、アイテムボックスにスライムゼリーを放り込む。

			「んで、次は？」

			　気を取り直して手に取ったのは、宝箱だった。

			「小さいな……ま、大したものは入ってないだろう」

			　そう思い、宝箱を開けた。

			　なかに入っていたモノは、金の入った袋と靴だった。

			「靴か……」

			　確かに裸足はだしで過ごすには厳しいと感じていたので、ちょうどよかった。

			　取り出してみると、綺き麗れいな蒼あお色の機能性を重視した靴だった。何の素材でできているのかは分からない。

			　まあ、スライムから手に入る装備品だしな。期待はしない。

			　鑑かん定ていして、効果を確認する。

			　

			『蒼の靴』……希少レア級装備品。装備者の俊しゆん敏びん力を少し強化する。３歩まで、空中を歩くことができる。装備者に合わせてサイズが変化する

			　

			「結構すごかった！」

			　微妙なんだけど、意外とすごいぞ!?　俺の俊しゆん敏びん力が少し強化されるんだろ？　……どうなるんだろうね。

			　それに、なぜ３歩なのかは分からないけど、空中を移動できるっぽい。すごくね？

			　しかし……靴を手に入れたのはいいんだけど、一足しかないのか……。

			「サリア、これ履はいてみないか？」

			「え？　いいの？」

			「おう。別に俺は靴がなくてもいいしな」

			　どうせ街に着けば買うんだし、それ以前にスライムと遭そう遇ぐうすれば、また手に入るだろう。

			　それに、女の子より先に俺が身なりを整えるのもどうかとも思うしな。

			「そっか……なら貰うね！」

			　元気にそう答えるサリアの足もとに、靴を揃えておく。

			　サリアは初めて履はく靴に緊張しているのか、慎重に靴を履はいていた。

			「どう……かな？」

			　靴を履はき終えると、サリアは少し恥ずかしそうにしながらワンピースの裾すそを上げ、靴を見せてくる。

			　白く、綺き麗れいな肌はだによく映はえた蒼い靴は、サリアの容姿と驚くほどにマッチしていた。

			「スゲェ似合ってるぞ」

			　嘘うそはまったく吐ついていない。深しん紅くの髪に、白のワンピース。そして足もとは蒼色の靴だ。シンプルなのに、すごくオシャレに見える。

			「えへへへ……ありがとう！」

			　花が咲いたような満面の笑みを浮かべるサリアに、自然と頬ほほが熱くなる。

			　……うわぁ、今の俺の顔、絶対真っ赤だな……。

			　不本意だが、フルフェイスヘルメットにこのときだけ感謝した。

			　本当にゴリアのときとのギャップがすごいな。……サリアはともかく、ゴリアも可愛いと思いつつあった俺はおかしいのだろうか。さすが、ゴリラの嫁を持つ男だな！

			「オッホン……さて、最後に金を確認するか」

			　俺はそう言うと、金の入った袋を取り出し、中身を確認した。

			　すると、なかには銀貨50枚が入っていた。

			「うーん……金銭感覚がおかしくなりつつあるかも……」

			　銀貨50枚は多いはずだ。スライムのくせに。

			　でも、クレバーモンキーたちを倒して手に入れた金がもっと多かったせいか、すごさが実感できない。

			　金銭感覚を元に戻さないと、変なところで支障が出そうだな。

			　しかし、今はどうすることもできない。街に到着してから考えるか……。

			　いつになく多いため息を吐ついていると、不意に俺の頭にファンファーレが鳴り響いた。

			「今度は何なんだ!?」

			　サリアにはファンファーレは聞こえていないらしく、俺が叫ぶと首を傾かしげていた。

			　鳴り響いたファンファーレの意味を理解しかねていると、聞き慣れた声が頭に響く。

			『レベルアップしました』

			　………………。

			　…………。

			　……。

			「え？」

		

	
		
			王都テルベール

			　

			　レベルアップという当たり前のことを忘れていた俺は、少しの間頭に響いた声の意味を理解できなかった。

			　今まで進化しかしてこなかったせいで、レベルアップを完全に忘れてたぞ……。

			　しかし、今こうして頭にレベルアップという声が聞こえてきたということは、俺のレベルが上がったのだろう。

			　だがなぜだ？　レベルアップという単語から不ふ穏おんな気配が漂ただよってる気がするっ……！

			　取りあえず、自分がどうなったのか確認するために、俺は急いでステータスを表示した。

			　

			《柊ひいらぎ誠せい一いち》種族：人間（人間）　性別：男（男）　職業：無名の怪物（魔法剣士）　年齢：17（17）

			　レベル：２（２）　魔力：２１６０３０（21）　攻撃力：２１８０９０（21）　防御力：２１３２７０（21）　俊しゆん敏びん力：２２０２７０（22）　魔攻撃：２１５５８０（21）　魔防御：２１６６８０（21）　運：２０９０４０（20）　魅力：ドキドキで壊れそう（20）

			《装備》上質なシャツ。上質なズボン。上質な肌着。上質なパンツ。賢けん猿えんの鎖くさり。水すい霊れい玉ぎよくの短剣。夜の腕うで輪わ。黒王石のチョーカー。果てなき愛の首飾り。憎悪渦巻く細剣ブラツク。慈愛溢れる細剣ホワイト

			《固有スキル》瞬間記憶。完全記憶。瞬間習得。瞬間回復。完全解体。心眼

			《スキル》【攻撃】斬ざん脚きやく。双そう牙が撃げき。剛ごう爪そう。【耐性】麻ま痺ひ耐性。睡すい眠みん耐性。混乱耐性。魅了耐性。石せき化か耐性。阻そ害がい耐性。毒耐性。疲労耐性。【移動】刹せつ那な。【特殊】上級鑑かん定てい。超調合。道具製作：超一流。索さく敵てき。偽ぎ装そう。同化。千せん里り眼がん。吸収。圧縮

			《魔法》生活魔法。水属性魔法：極きわみ。闇属性魔法：極きわみ

			《奥義》疾風はやて。一いつ閃せん。雲うん霧む

			《武術》ゼフォード流守護剣術：開かい祖そ

			《称号》臭い奏そう者しや。ゴリラの嫁を持つ男。すべての頂点。自重知らず。雄おすの王

			《所持金》１０００５０００００Ｇ

			　

			「カハッ！」

			　俺は血を吐はき、その場に崩れ落ちた。俺のステータスは称号通り、自重を知らないようだ。

			　何でレベルが１しか上がってないのに、10万もステータスがプラスされてるの？　ねえ、何で？

			　しかも、一応俺よりレベルが87も高いスライムを倒したはずなのに、なぜかレベルは１しか上がっていないし。まあ、これは逆に安心したけど、それでも疑問ではある。

			　……あれ？　レベルアップが小さくて安心してる俺っておかしくね？　おっと、目から汗が……。

			「何なんだろうね、俺……」

			　静かにそう呟つぶやくと、サリアが俺の隣にしゃがみこんだ。

			「元気出して、誠せい一いち」

			「うん……」

			　たぶんサリアは俺が何でヘコんでいるのか分かってないんだろうけど、こうして優しい言葉をかけてくれる。そんなアナタが大好きです。

			　俺は気合いを入れなおして立ち上がる。

			「なってしまったモノは仕方がない。気を取り直して、出発しますか！」

			「うん！」

			　サリアの返事を受け、再び俺たちは出発した。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「えい」

			　ズパンッ！

			　初めてスライムを倒してから５日が経過した。

			　この５日間は、特に盗とう賊ぞくに襲われるというイベントもなければ、サリアとムフフな展開になったわけでもない。

			　強いて何があったかを挙げるとすれば、スライムしか襲いかかってきていないことだろう。……まあレベルも上がってるんですけど。

			　それと、『スライムの生涯』に書かれた内容からは、スライムが主にどんなモノを食べてるのかくらいしか分からなかった。

			　微妙な出来事が多かったが、今も襲いかかってきたスライムを消し飛ばしたところだ。結局することは同じ。

			　散乱したドロップアイテムをアイテムボックスへと放り込む。ちなみに、俺もすでに蒼の靴を装備済みだ。

			　アイテムの回収作業がひと段落すると、俺は小さく呟つぶやいた。

			「……虚むなしい」

			　スライムが出現するたびに瞬しゆん殺さつ。最も早はや作業ゲーだよ。

			　遠い目をしていると、再び声が俺の脳内に響いた。すごく嫌な予感。

			『レベルがアップしました。スキル【偽ぎ装そう】の習熟度が最大値になりました。効果を【実力偽ぎ装そう】へと移行します。スキル【索さく敵てき】の効果が半径10メートルから半径５００メートルまでアップしました』

			「俺にどうしろと!?」

			　またレベルが上がっちまったよ！　ただ、この５日間で今倒したスライムを含めて１０７匹倒している。それなのに、俺のレベルは今上がったのでもいまだに10だ。

			　街に近づくにつれてスライムのレベルが低くなってきているとはいえ、レベルの上がりが遅い。

			　だが、これは俺にとっては大歓迎である。

			　なぜか？　俺のステータスを見ればすぐに分かる。

			　

			《柊ひいらぎ誠せい一いち》種族：人間（人間）　性別：男（男）　職業：無名の怪物（魔法剣士）　年齢：17（17）　レベル：10（10）　魔力：１０１６０３０（50）　攻撃力：１０１８０９０（50）　防御力：１０１３２７０（50）　俊しゆん敏びん力：１０２０２７０（50）　魔攻撃：１０１５５８０（50）　魔防御：１０１６６８０（50）　運：１００９０４０（50）　魅力：ドキドキで壊れそう（50）

			《装備》上質なシャツ。上質なズボン。上質な肌着。上質なパンツ。賢けん猿えんの鎖くさり。水すい霊れい玉ぎよくの短剣。夜の腕うで輪わ。黒王石のチョーカー。果て無き愛の首飾り。憎悪渦巻く細剣ブラツク。慈愛溢れる細剣ホワイト。蒼の靴

			《固有スキル》瞬間記憶。完全記憶。瞬間習得。瞬間回復。完全解体。心眼

			《スキル》【攻撃】斬ざん脚きやく。双そう牙が撃げき。剛ごう爪そう。【耐性】麻ま痺ひ耐性。睡すい眠みん耐性。混乱耐性。魅了耐性。石せき化か耐性。阻そ害がい耐性。毒耐性。疲労耐性。【移動】刹せつ那な。【特殊】上級鑑かん定てい。超調合。道具製作：超一流。索さく敵てき。実力偽ぎ装そう。同化。千せん里り眼がん。吸収。圧縮

			《魔法》生活魔法。水属性魔法：極きわみ。闇属性魔法：極きわみ

			《奥義》疾風はやて。一いつ閃せん。雲うん霧む

			《武術》ゼフォード流守護剣術：開かい祖そ

			《称号》臭い奏そう者しや。ゴリラの嫁を持つ男。すべての頂点。自重知らず。雄おすの王

			《所持金》１００２３７８０００Ｇ

			　

			「もうイヤあああああああああっ！」

			　何なの!?　ステータス全部１００万超えですか!?　レベル10のステータスじゃねぇよな!?　てか人間のステータスでもないよな!?

			　俺が本当に人間なのか不安になるね！　助けて！

			「それになに!?　実力偽ぎ装そう？　説明しやがれッ！」

			　俺がそう叫ぶと、あらかじめ用意してあったかのようにいきなり目の前に半透明のボードが表示された。

			「うお!?　……って何だ？」

			　いきなり出てきたことに戸と惑まどいつつも、書いてある内容を読む。

			　

			『実力偽ぎ装そう』……スキル『偽ぎ装そう』の効果の一つ。今までの見た目を偽ぎ装そうする効果と違い、雰囲気を騙だますことができる。ステータスに表示される数値も偽ぎ装そうできるが、本当の実力すら偽ぎ装そうできるようになった。力の制御も可能となる。ただし、見た目の偽ぎ装そう効果が解除される

			　

			「……どゆこと？」

			　え、何？　つまり、相手に見えるステータスだけじゃなくて、漫画とかでよくある強者の雰囲気みたいなものまで偽ぎ装そうできるってこと？

			　それに、力の制御ってことは……スライムをズパンッ！　しなくていいってこと？　もう消し飛ばない？

			　…………。

			「やったあああああああああああ！」

			　俺は思わずガッツポーズを決めた。

			　これで……これでイケるっ！　他人から化物扱あつかいされないんだっ！

			　今さらだけど、力を抑えられて喜ぶ人間って俺ぐらいだろうね！　普通思いっきり力を振るいたくなるもんなんだろうけど……。

			　ここまでぶっ飛んだステータスだと、逆に心配になってくるんだよな。

			「それより、『索さく敵てき』のスキル効果……上がりすぎじゃね？」

			　一気に10メートルから５００メートルですか。ヤベェな。

			　まあ、索さく敵てきは攻撃系のスキルと違って、自重とか考えなくてすむからイイよね。それに、索さく敵てきは性能が上がったほうが断然いいわけだし。

			　そんな一人小躍りしていると、サリアが駆け寄ってきた。俺はサリアに喜びを伝えた。

			「サリア、やったよ俺！　やっと人間らしくなったよ！」

			「？　よく分からないけど……よかったね！」

			　笑顔でそう答えてくれるサリアに、俺の心が軽くなる。

			　そんなこんなで盛り上がっていると、突然サリアが俺の顔を凝ぎよう視しして驚いた表情を浮かべた。

			「どうした？」

			「誠せい一いち、被かぶり物が……」

			「被かぶり物って……ヘルメット？」

			　俺はサリアの言葉に首を傾かしげる。

			　俺のヘルメットがどうしたんだろうか。

			　すると、サリアはヘルメットの様子を語ってくれた。

			「ひ、光ってるよ……」

			「へぇ、ひかっ――――は？」

			　思わずそんな言葉を返してしまう俺。

			　いや……ヘルメットが光る？　意味分からん。どういう状況だよ。

		

	
		
			[image: p_25.jpg]
		

	
		
			　しかし、現にサリアは俺のヘルメットを見て驚いている。

			　周りにはサリアしかいないし、今なら脱げると思った俺はヘルメットを脱いでみた。

			「…………」

			　結論から言おう。

			「光ってやがる……！」

			　え、何コレ!?　メッチャ輝いてるよ!?　自分で言ってて意味不明なんですけど!?

			　柔らかい光のせいか、全然目にダメージはな――――。

			　ピカアアアアアアアアアアッ！

			「「目が……目があああああああああああっ!?」」

			　俺とサリアは目を押さえて悶えた。

			　瞬間、ヘルメットを地面に落としてしまう。

			　まさかの不意打ちっ！　チクショウッ！

			　それ以前に、目にダメージを負うこと多くね!?　進化のときとかもそうじゃん！　光ることが流行ってんの!?

			　結局しばらく目を開くことができなかった俺たちだったが、時間が経つにつれ、徐々に視界は回復した。

			「チカチカする……」

			「うぅ……」

			　いまだに引かない痛みに顔を顰しかめていると、視界におかしなものが飛び込んできた。

			「……何アレ」

			　視界の先にあったモノは、変なローブだった。

			　しかも、よくよく考えれば、ローブが落ちている位置は、俺がさっきヘルメットを落とした位置だ。

			　ローブに近づき、拾い上げる。

			「……まんまローブじゃん」

			　拾い上げたローブは、黒のローブで、刺し繍しゆうも何も施ほどこされていなかった。

			「いやいやいやいや、ヘルメットどこに消えたんだよ」

			　ローブを広げながら、ヘルメットを探すと、ローブから何か白い紙らしきものが落ちてきた。

			「誠せい一いち、何か落ちたよ？」

			　サリアが落ちた紙を拾い、俺に渡してくれた。

			「いったい何だ？」

			　渡された紙を広げてみると、中身は手紙らしきモノだった。

			『どうも、羊さんです』

			「お前かよ!?」

			　俺は手紙に思いっきりツッコんだ。

			「これ、羊からの手紙なのか!?」

			　よく分からないが、取りあえず読み進めてみることにする。

			『まず、レベルアップおめでとうございます。どんどん人間から離れていきますね』

			「ほっとけ！」

			　つか、何でレベルアップしてるの知ってんの!?

			『さて、いきなりヘルメットが光ったことで困こん惑わくしていると思います。そこで、思い出してみてください。私は、いずれヘルメットは脱げるようになることを説明しておりました。ヘルメットからローブに変換したのは、それが現実となったからです。つまり、今回の発光は、ヘルメットが新たなステージへと【進化】したことを示しているのです』

			「新たなステージって何!?」

			　それにヘルメットが進化!?　もうどこからツッコんでいいのか分からねぇ！

			『ヘルメットが進化する条件ですが、それは誠せい一いち様がレベルを上げることで、スキル【偽ぎ装そう】によって表示される数値が一定まで到達することでした。レベルが上がれば、偽ぎ装そうの効果が変わることを私は知っておりましたので』

			　なるほど……だから、俺がレベルアップしたことを知ってるのか。

			『偽ぎ装そうの効果が変わったことで、誠せい一いち様の見た目も本来の姿へと戻されます。最も早はや、ヘルメットで顔を隠す必要はないのです』

			「俺は初めからなかったと思うよ」

			　半分は羊の暇ひまつぶしなんだろ？　嫌になるね。

			『本来の姿に戻られたのは良いのですが、それでも問題は出てくるでしょう。そこで、この世界でも特別目立つことのないローブを用意させていただきました。ローブは魔法使いの証でもありますから、被かぶっていても、兵隊さんのお世話になることもありません』

			　まあ、ファンタジーならローブはアリか。……ヘルメットより信用性があるのは確かだね。

			『見た目は隠すことができますが、ローブには特に効果が付与されているわけではありません。そこは、しっかりと理解しておいていただきたいと思います』

			　おい、効果が付与されてなかったら進化じゃなくて、退化だろ。まあ、見た目は確かにローブのほうがいいけど……。

			　つーか……。

			「なんか調子狂うぞ、この羊」

			　なんて言うか……バカみたいに丁てい寧ねいだし。

			　それに、優しい気がする。何なんだ？

			『羊の半分は優しさでできていますからね』

			「アレ!?　これって手紙だよね!?」

			　俺の思ってたことに何で手紙がツッコんでくんの!?　驚きだよ！

			『まあ、いろいろと大変なことも多いと思いますが、進化したローブとともに、無事に過ごせることをお祈りしております　By　愛しの羊より』

			「ダメだ、ついて行けねぇ……！」

			　愛しの羊って何!?　気色悪っ！

			「ねえ、どんな内容だったの？」

			　羊の手紙に鳥とり肌はだを立てていると、サリアが興味深そうに訊きいてきた。

			「そうだな……なんか、ヘルメットがこのローブに進化したから、いろいろ頑張れって」

			「……どういうこと？」

			　うん、俺自身も言ってて、何言ってんだって思った。ワケ分からないね。俺が説明をだいぶ省しよう略りやくしたっていうのもあるんだろうけど。

			「まあいいさ！　とにかく、とっとと街に向けて出発しよう！」

			　俺は早速ローブを羽は織おり、フードを被かぶった。

			「誠せい一いち、カッコイイよ！」

			「サンキュー！」

			　何だ、このノリ。それ以前に、サリアは俺が何しても基本的にカッコイイと言ってくれる。俺もサリアが何しても可愛いと思うけどね！　……服着た状態でゴリラにならなければ。

			　そんなこんなで、俺たちは再び街に向けて出発した。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「お！」

			「街だ！　街が見えるよ！」

			　ヘルメットがローブに替わった翌日、俺たちは遠目に大きな街が見える位置まで移動していた。

			「やっぱりゼアノスの知識は正しかったか……」

			　正直、ゼアノスから手に入れた知識だけでは不安だった。何せ、１５００年も昔の情報なのだ。普通、あてにすらならないだろう。

			　でもそれは杞き憂ゆうで終わったようだ。無事、こうして街が見える場所まで辿たどり着けたし。

			「しかし……すごいもんだな」

			「ん？　何が？」

			「いや……俺たちはゼアノスの知識を頼りにここまで来たじゃん」

			「うん、そう言えばそうだったね」

			「それでさ……ゼアノスの知識は１５００年も昔のものなのに、今も変わらず同じ場所に街があることがすごいなって……」

			　街の名前や、国は変わっているかもしれないが、同じ土地に今もこうして人が住んでいるということに俺は感動した。

			「そっか……誠せい一いちは人だもんね。私たち魔物は、特に決まった棲すみ家かを持たないんだけど、居心地がよければそこに棲すみついちゃうんだよね」

			　サリアは苦笑いしながら、そう言った。

			「本当は餌えさ場ばを探すために移動したり、自分より強い魔物に追われて棲すみ家かを離れたりするんだけど、私は残っててよかったなって思うんだ」

			「どうして？」

			「確かに、危険なことも多かったし、私も自分より強い魔物と何度も戦ったり、逃げたりしたんだよ？　でも、それ以上にあの場所が棲すみ心地がよかったんだ……」

			　やはり、サリアにとって、あの森は様々な思い出のある場所なんだろう。

			「なら、本当によかったのか？　俺に付いてきて……」

			　それだけ棲すみ心地のよかった場所を離れてまで、俺に付いてきてよかったのか不安になった。

			　だが、サリアはそんな俺の考えなど一瞬で消し去った。

			「うん。だって、言ったでしょ？　私の居場所は誠せい一いちのいるところだよ！　それに、私があの場所に残っててよかったって思えるのは、誠せい一いちと出会えたからなんだから」

			「……」

			　スンゲー恥ずかしい。ヤバい、本当にヤバい。

			　サリアは、こんな恥ずかしい台詞せりふも平気で言ってくる。それも、満面の笑みを浮かべてだ。

			　うわぁ……本当に惚気のろけてんなぁ、俺……。

			　ヘルメットからローブに替わったけど、それでも顔が隠れることに再び感謝した。絶対、顔真っ赤になってるだろうしね。

			「そ、そそそれじゃあ、い、行こうか！」

			「うん！」

			　声が上ずってしまったが、サリアは特に気にした様子もなく元気に頷うなずいてくれた。

			　

			　しばらくして、特にトラブルもなく街の門まで辿たどり着いた。

			「でけぇ！」

			「うん、大きいね！」

			　俺とサリアは、門の前まで辿たどり着くと、思わずそう言葉を零こぼした。

			　おそらく街全体を囲ってあるだろう城じよう壁へきと、10メートルほどの大きさを誇ほこる分厚い鉄の門。

			　あんなデカイ門、どうやって設置したんだろうか。そもそも、あんな大きさの門がいるのか？

			　まあ、何かしらの理由があるんだろう。

			「さて……これからどうすればいいんだ？」

			　そう言いながら、ざっと辺りを見渡してみる。

			　すると、門番らしき人物が立っており、門を通る人間一人一人と何かしらのやり取りをしているのが見えた。

			「あれは……検問ってヤツだろうか？」

			「そうなんじゃない？」

			　サリアも同じように思ったらしい。つか、何で検問知ってるんだよ。元魔物ですよね？

			　そんなくだらないことを思ったときだった。

			　俺は、今までまったく気付くことなく、すっかり忘れていた一つのことを思いだした。

			　それは――――。

			「サリアって種族なに!?」

			　ということ。

			　ヤベェよ!?　これ、検問でステータスとか調べられるんじゃねぇの!?

			　俺は幸いスキル『偽ぎ装そう』で誤魔化せるけど……！

			　それに、身分証とか必要なんだろうか？　なければよくあるギルドで発行的な？

			「それより、サリア！」

			「なに？」

			「種族なんだ!?」

			「え？　……あ」

			　どうやらサリアも気付いたらしい。

			　サリアの種族が、カイザーコングまたは魔物だった場合、騒ぎどころの話じゃねぇ！　兵隊さんが飛んできちゃう！

			「……そうだ！　『上級鑑かん定てい』で調べればいいんじゃないか！」

			　……いや、待てよ？　確か、俺は一度教室で青あお山やまのステータスを確認しようとしたら、実力差がありすぎて名前以外確認できなかったんだよな？

			　……だ、大丈夫かな？　今の俺、化物だし。あ、言ってて悲しくなってきたけど、何だかイケる気がする。クレバーモンキーやゼアノスにも使えたんだ、大丈夫だろう！

			　そうと決まればさっそく実行に移す。

			「上級鑑かん定てい！」

			　叫んだ理由は特にない。

			　

			《サリア》種族：ゴリラ（獣じゆう人じん）　性別：雌（女）　職業：拳けん闘とう士し（拳けん闘とう士し）　年齢：17（17）　レベル：７７５（７）　魔力：１００００（30）　攻撃力：３００００（30）　防御力：２００００（30）　俊しゆん敏びん力：３００００（30）　魔攻撃：５０００（50）　魔防御：５０００（50）　運：１０００００（１００）　魅力：測定不能（１００）

			　

			「うぇい!?」

			　なんかいろいろすごかった！

			　てか、ステータス高くね!?　ハイスペックじゃね!?　魅力値に至っては測定不能ですよ!?　羨うらやましいっ！

			　それより種族！　ゴリラですか!?　……いや、そうだけども！

			　かっこ内に書かれている数値や文字は、おそらくだが人間の姿時のモノだろう。まあ、いろいろとステータスが偏かたよってる気がしないでもないけど……。

			　しかし……サリアは拳けん闘とう士しか。ゴリラのときは素す手でで戦ってたから合ってるっちゃ、合ってるんだけど……。

			　それに、相手のスキルとかは見れないんだな。今はどうでもいいが。

			「よかった……サリア、お前は一応獣じゆう人じんということらしいぞ」

			「獣じゆう人じん？　何、それ」

			「確か、亜あ人じんの一種だったと思う」

			　神から貰った知識では、そう書かれていた。

			「だから、普通に検問に行っても大丈夫だろう」

			「そっか！　なら、早く行こうよ！」

			「わっ、ちょっ！」

			　サリアは、俺の手を引くと、そのまま検問を待つ列に連れていった。

			　しばらくの間待っていると、とうとう俺たちの番になった。

			「はい、次のヤツ～」

			「えっと……」

			「よろしくお願いします」

			　俺がオドオドしていると、サリアがきちんとそう告げた。俺、ダメダメじゃん……。

			「うおっ!?　すんげぇ美人さんだな……」

			　そんな声を上げたのは、検問をしている兵士だった。

			　銀色の甲かつ冑ちゆうに身を包み、腰には西洋の剣を提げている。

			　無ぶ精しよう髭ひげが目立ち、髪もボサボサだが、目には覇は気きがあるのでダメ人間というわけではなさそうだ。

			　初対面の人に失礼だろうが、そんな見た目なんだもの！

			「っと、無駄話はダメだな。……んじゃ、取りあえず身分証を提示してくんねぇか？」

			　キタかっ！　やっぱり訊きかれたよ！　でも持ってねぇ！

			　しかし、どれだけ焦あせろうが、ないモノはない。

			　なので、正直にそのことを告げることにした。

			「すみません……俺もコイツも身分証を持っていなくて……」

			「はあ？　持ってない？　それ、有り得ねぇだろ？　普通生まれれば、身分証が発行されるはずだろ？　奴ど隷れいでさえ、身分証があるってのに……」

			「そうですよね……でも、失くしたんです」

			「失くしたって……まあいい。身分証を紛失するヤツは時々いるからな」

			　いるのかよ！　俺たちくらいだと思ったよ！

			　内心盛大にツッコんでいると、目の前の兵士は近くの兵士を呼び寄せ、何かを頼んだ。

			「ちょっと待ってな。今、『真実の宝玉』を持ってくるからよ」

			「真実の宝玉？」

			　いきなり告げられた知らない単語に首を傾かしげる。

			　すると、兵士はため息を吐ついて、半はん眼がん気味になりながら言ってきた。

			「お前……マジで言ってるのか？」

			「マジもマジですよ。それで、それってどんな食べ物ですか？」

			「食べ物じゃねぇよ！」

			　うん、そんなの言葉の雰囲気からなんとなく分かる。冗談を言ってみただけ。

			「簡単に説明すると、調べたいヤツの犯罪歴やらなんやらが分かる道具だ」

			「すごいですね」

			「まあな。作ったヤツは天才だよ。まあ、大昔の人物だけどな。……と、ちょうど来たな」

			　おっさん兵士がそう言うと、先ほどの兵士がバスケットボールサイズの水晶らしきモノを持ってきた。

			「んじゃ、お二人さん。取りあえず、これに手を置いてくれねぇか？」

			「分かりました。それじゃあ、俺からいくぞ？」

			「うん」

			　サリアに了承を得て、目の前の水晶に手を置く。すると、淡い青色の光が水晶内で弾けた。

			「よし、お前さんは大丈夫だ。そんじゃあ、そっちの美人さん」

			「はい」

			　サリアも水晶に手を置くと、俺と同じように淡い青色の光が水晶内で弾けた。

			「うし、二人とも大丈夫だ。ただ、身分証がないヤツには入門料として銀貨２枚ほど払ってもらうが、いいか？　ちなみに、二人で２枚だから、１人１枚だな」

			「なるほど……はい、これで」

			　俺は早速銀貨２枚を取り出すと、そのままおっさん兵士に渡した。

			「おう、確かに。つか、お前さんの格好はちと浮くぞ？」

			「え？」

			　いきなりそう指摘されたので、俺は気の抜けた返事をした。

			「そっちの美人さんは違う意味で浮きそうだが、お前さんの格好は明らかに不審者だ。この街で過ごすなら、気を付けて行動しろよ」

			「……はい」

			　あんの羊めぇ……！　スゲェ目立つんじゃねぇか！

			　……まあ、フルフェイスヘルメットよりはマシなんだろうけど。

			　しかし、ステータスは確認されなかったので、よかったと思う。まあ、用心するに越したことはないのだが。

			「それと、お前さんたちは新しく身分証を発行したほうがいいぞ」

			「えっと、一応冒険者ギルドに登録して、身分証は手に入れようと思ってるんですけど……」

			　多分登録すれば手に入るはずだ。そうであってほしい。そうであってください。

			　しかし、俺がおっさん兵士にそう告げた瞬間、おっさん兵士の顔が盛大に引きつった。
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			　あ、あれ？　俺、何かやらかした？

			「お、お前さん……この街のギルドに登録するって言ったか？」

			「え、ええ……」

			　なにやらマズイ雰囲気になりつつあったので、恐る恐る頷うなずくと、おっさん兵士は突然俺の両肩を掴つかんで来た。

			「あそこだけはヤメテおけっ！　お前さん、ノーマルだろ!?」

			「いや、何の話ですか!?」

			　ノーマルってなに!?　意味が分からん！

			「何でよりによってこの街のギルドを選んだんだっ！」

			「だ、だって……」

			「だってじゃねぇ！」

			「えぇー……」

			　どうしたんだよ、このおっさん……。

			　でも本当にここが一番近い街だったわけだし、仕方がなくね？　てか、何でおっさんはこんなに必死なんだろうか？

			「クソッ！　また……またあの場所で犠ぎ牲せい者しやが増えるというのか……！」

			「ちょっと待って。今聞き捨てならない言葉が出ませんでしたか!?」

			　犠ぎ牲せい者しや!?　いったい何の!?

			　今から向かう予定のギルドにすさまじい不安を抱いていると、おっさんは真剣な表情で俺とサリアを見てきた。

			「いいか？　何かあったら俺のところに来い！　相談に乗ってやる！　絶対に早まった真似はするんじゃねぇぞ!?」

			「えっと……」

			「いいな!?」

			「「は、はい！」」

			　俺もサリアも声を揃えて返事をした。

			「よし！　……おっと、肝かん心じんの自己紹介がまだだったな。俺の名前はクロード・シュライザー。気軽にクロードと呼んでくれ。敬語もいらねぇよ」

			「それじゃあ、遠慮なく……。俺は誠せい一いちだ。よろしく」

			「私はサリア！　よろしくね！」

			「おう！　そんじゃあ、改めて――――」

			　そこまで言ったあと、クロードは息を吸い込み、大きな声で言い放った。

			「ようこそ！　王都、テルベールへ！」

		

	
		
			ギルド

			　

			「おお！」

			　門を抜けて街に入ると、目の前に広がる光景に、思わず感かん嘆たんの声を上げる。

			「うおっ！　ネコ耳だと!?　ば、バカな……！」

			　街を行き交う人々のなかに、ネコ耳を生やした人間をちらほらと見かけた。

			　ネコ耳の獣じゆう人じんがちゃんと存在するとは。これは、ネコ耳メイドをお目にかかれる日もそう遠くないだろう。

			「いやぁ……本当にいろいろなヒトがいるなぁ」

			　もちろんネコ以外にも、様々な獣じゆう人じんがいる。

			　知識としては知っていたけど、実際に目にすると感動が一ひと入しおだな。

			　辺りをキョロキョロと観察していると、サリアが楽しそうに声をかけてくる。

			「誠せい一いち見て！　何か売ってるよ！」

			　サリアが指さす方向には露店があり、焼きそばのようなモノを作っていた。

			「おお。そう言えば、まともな食事を旅の最中はしていなかったなぁ……」

			　俺もサリアも、羊から貰った食料くらいしか手持ちがなかったので、簡単な料理しか食べていなかった。

			　こうして街に来たのだから、調味料なんかを揃えて、本格的な料理もしてみたいな。俺は料理できないけど。

			　そんなことを思っていると、あることに気付いた。

			「……あれ？　……黒髪の人が……いない？」

			　周囲を軽く見渡すが、俺と同じ黒髪の人間が一人も見当たらない。

			「え？　……本当だね。誠せい一いちと同じ髪の色の人はいないね」

			　俺の呟つぶやきがサリアにも聞こえたらしく、そう言った。

			　……もしかするとだが、この世界では黒髪の人間は珍しいのかもしれない。

			　それこそ、俺とは違う形で召しよう喚かんされた学校の連中がほとんど黒髪なわけだから、勇者の一人という扱あつかいとして騒がれるかも。……まあ自じ意い識しき過か剰じような気がしないでもないが。

			　とにかく、勇者の一人なんて言われたら、今すぐ戦場に放り出されるだろう。学校のヤツらが召しよう喚かんされた理由が、魔王を討とう伐ばつするためだったわけだし。

			　あ、でもクロードに対して普通に名乗っちゃったな……。

			　この世界じゃ誠せい一いちなんて名前は珍しいはずなんだけど。騒がれなかったことを考えると「珍しい名前だな」くらいにしか思われなかったのかもしれない。

			　いろいろと気になることはあるけど、やっぱり一番心配なのは賢治たちのことだ。大丈夫だとは思うけど……。今度、召しよう喚かんされた勇者の噂うわさみたいなものを探ってみよう。何か分かるかもしれない。

			「しっかし……迂う闊かつにローブが脱げなくなったな」

			「何で？」

			「まあ……いろいろあるんだよ」

			　サリアの質問に適当なことを言ったあと、少し考える。

			　まず、スキル『偽ぎ装そう』についてだ。

			　おそらくだが、最初の『偽ぎ装そう』は、見た目だけを偽いつわることで、相手を油断させる程度の効果しかなかった。

			　だから、本当に強いヤツと対たい峙じすれば、俺の雰囲気から実力を見抜かれたはずだ。それが、ランクアップして、雰囲気さえも偽いつわれるようになった……こんなところだろう。

			　うーん……もし、この予想が本当なら……いろいろと面倒だな。

			　見た目も偽ぎ装そうしててくれたほうが、今となっては良かったかもしれん。ただ、髪の毛が金髪とかに変わるかどうかは分からないが……。

			　一人であれこれ考えていると、サリアが俺の手を引っ張ってきた。

			「ん……どうした？」

			「どうした、じゃないよ！　いつまでここに立ってるの？」

			「あ」

			　サリアにそう言われて、初めて気付いた。門を抜けてから、俺たちは全然移動していない。

			　後ろからどんどん人が追い抜いていくが、とても邪じや魔まだっただろう。

			「……ゴメン、んじゃ行こうか」

			「うん！」

			　早速歩き出すと、隣を歩くサリアに訊きく。

			「そう言えば、露店とかの食べ物でも買っていくか？」

			「う～ん……少しお腹もすいてるし……食べる！」

			「よし！」

			　そして、一緒に露店を巡めぐりながら食べたいものを探した。

			「すごく賑にぎやかだなぁ」

			「本当だねぇ～。みんな笑顔だし！」

			　どこか嬉しそうにサリアが言った。実際、街を行く人たちは、みんな笑顔だった。

			　そんなふうに周りを見渡していると、何人もの人がサリアを見ていることが分かった。大半が男だったが、なかには女性も交じっており、みなサリアの姿を見て惚ほうけた表情を浮かべていた。

			　しかし、そのサリアの隣にいる俺の姿を見て、ほとんどの人間がすぐに訝いぶかしげな表情を浮かべる。

			　まあ、今のサリアは文句なしで可愛い。そんなサリアの隣に、フードを被かぶったローブ姿のヤツがいたら、怪け訝げんに思うよな。

			　ただ、一つ言わせてもらうぞ。特に男性諸君はよく聞け。――――サリアはゴリラだ。

			　誰に向けたわけでもない忠告を心のなかでしながら、俺は素直に思ったことを口にした。

			「この街だけがそうなのか、それとも国全体でそうなのか……どちらにせよ、みんなが笑顔なのはいいことだよな」

			「そうだね！」

			　活気あふれる街にいると、自然と俺たちまで楽しくなる。

			　ゼアノスの知識ではこの場所はテルベールという名前ではなかったので、国名も変わっているかもしれない。何ていう国名だろうか。

			「……ん？　あれは……教会か？」

			　考えごとをしていると、ふと視界にある建物が目に映る。青と白を基調とした、絵本の中に出てきそうな教会がそこにはあった。

			「なんていう宗教だろう……」

			　少し気になったが、さほど重要なことでもないのでスルーする。

			　他にも、王都と言うだけあり大きなお城も見え、サリアと一緒に少し興奮したりもした。

			　しばらくして、サリアが食べたいと思った食べ物が見つかり、それを購入した。

			「わぁ～！　美お味いしそうだね！」

			　買った物は、唐揚げのようなモノ。ただし、使われている肉は、決して鶏にわとりではない。『アブーク』と呼ばれる魔物の一種だそうだ。鶏にわとりじゃなくて、魔物だからな？　ここ、重要。

			　同じ物を買った俺たちは、食べ歩きをする。

			　口に放り込んだ結果、あまりの熱さに味が分からなかったが、少し冷まして食べれば、とても美お味いしかった。

			　

			　唐揚げを食べ終わると、俺たちは目的の場所まで移動した。

			「ん～……クロードの話だと、ここら辺のはずなんだけど……」

			「どんな場所なんだろうね～」

			　俺たちが目指す先、それはギルドである。

			　ただ、クロードの反応がいまだに引っ掛かっており、すさまじい不安を覚える。いったいどんな場所なんだよ……。

			　クロードに教えてもらった道を歩いて行くと、やがて一つの建物に辿たどり着いた。

			「ここ……だよな？」

			「うん、たぶんそうだと思うよ」

			　俺たちの目の前には、剣と楯たてが描かれた看板が掛けてある赤い屋根の建て物があった。

			　ちなみに、看板の剣と楯たてのマーク以外にも、この世界の文字でギルドとしっかり書かれていた。二階建な上に、かなりの大きさだ。

			　木で作られた両開きの扉で、誰でも気軽に入れる感じはするのだが……。

			「……スゲー怖い」

			　いざ建物を目の前にすると、思わず尻しり込ごみしてしまう。

			　俺の目には、ギルドの綺き麗れいな建物が魔物の棲すむ洞どう窟くつのように見えてならない。よく聞こえないが、中からはなにやら叫び声も聞こえるし……。

			　でも、いつまでも入口で突っ立っているわけにはいかない。入るにしても、サリアを俺より先に、危険があるかもしれないギルドに入らせるなんてもってのほかだ。

			　俺は深呼吸をすると、意を決しギルドの扉を開いた。

			「ほらほらほら！　このクソ豚！　卑いやしい声で啼なきなさい！」

			「もっと……もっとぶってええええええええええええええっ！」

			　俺は無言でギルドの扉を閉めた。

			「……」

			　少しギルドから離れると、もう一度建物の看板に書かれた名前を確認する。

			「…………うん、ちゃんとギルドだね」

			　おかしいな……ギルドに入ると、ボンデージ姿の女性が、皮かわ鎧よろいに身を包んだむさいおっさんを縛しばり上げ、鞭むちでぶってる姿が目に飛び込んできたんだが……。

			　…………そんなわけないよな。ギルドって様々な依頼を達成して、お金を稼ぐ組織だもんな。決して変態のいるような場所じゃないよな！

			　俺は無理やり自分に言い聞かせ、再びギルドの扉を開く。

			　しかし、やはりボンデージ姿の女性がむさいおっさんを踏ふみつけていた。

			「はぁ、はぁ……！　その靴で俺を踏ふんでくれ！」

			「『踏ふんでくれ』ですって？　『踏ふんでください』の間違いでしょう？」

			「はぅぅぅぅ！」

			　他の場所に視線を向ければ、目の血走った男が椅子を振りまわして暴れている。

			「何でもいい……俺に物を壊させろおおおおおおおおお！」

			「またグランドのヤツが暴れてるぜ？　お前、止めてこいよ」

			「はあ？　俺はこの街の美少女図鑑を更新させるので忙しいんだ！」

			　また他の場所に視線を向けると、そんな光景など意にも介かいさず、朗ほがらかに挨あい拶さつをかわす男たちがいた。

			「おお！　スラン氏！　今日はお出かけですかな？」

			「ええ。絶好の露ろ出しゆつ日和びよりですからな！　少し市場辺りで全裸になってこようかと」

			「なるほど……。私は広場で幼女を陰かげからお守りしようと思いましてな。できればお近づきにもなりたいですし……」

			「ハハハ！　相変わらずですな！」

			「まあ、なにはともあれ、兵隊さんのお世話にならぬよう、お互い頑張りますか！」

			「そうですな！　毎回兵隊さんのお世話になっていては、紳士の名折れですからな！」

			　俺は再び無言でギルドの扉を閉めた。

			　…………。

			「――――変態の集団じゃねぇかあああああああああ！」

			　気付けば、人通りの多い場所だということも忘れ叫んでいた。

			「ちょっ……ええ!?　ダメダメダメダメ！　アカンて！　変態しかいねぇじゃん!?」

			　ヤバいよね!?　ざっと見渡しただけでドＳとドＭ。ヤバイ雰囲気の男と純粋な変態。露ろ出しゆつ狂きようにロリコン野郎が１分もかからずに見つかったよ!?

			　露ろ出しゆつ狂きようとロリコンに至っては常習犯的な発言してね!?　毎回兵隊さんのお世話になってるって言ってたよね!?

			「どうしたの？　そんなに騒いで……」

			　サリアが心配そうな眼で俺を見る。

			　周りの一般人も変なモノを見るような視線を俺に向けている。

			　だが、俺たちの後ろの建物――――ギルドに視線を向けると、何か納得したような表情を浮かべ、そのまま無視して過ぎ去った。

			　……ってあれ!?　何か俺まで同じ者扱あつかいされてね!?　俺こんな変態じゃないよ!?

			「ああ……クロードの言ってた意味が分かったぜ……」

			　こんな変態集団に登録したいとか言い出したら、そりゃあ止めるよな、普通……。

			「ねえねえ、入らないの？」

			「……うん。やめよう」

			　サリアがローブを引っ張り訊きいてくるが、そう答えるので精いっぱいだった。

			　こんな場所にサリアを入れるわけにはいかない。絶対にダメだ。

			「残念だけど、他の方法で身分証を発行してもらおう」

			「え？　どうして？」

			「とにかくダメなんだ。いろいろアウトなんだよ」

			「？」

			　可愛らしく首を傾かしげるサリアを見て思う。こんな変態集団にサリアを入れてたまるものか！

			「とにかく移動しよう。それで、新しい仕事を――――」

			「その必要はなああああああい！」

			　そこまで言いかけると、俺の声は何者かの大声によって突然遮さえぎられた。

			　いきなりのことに驚き、声の聞こえた方向に顔を向ける。

			　するとそこには、ブーメランパンツを穿はき褐かつ色しよく肌を惜しみなく晒さらす、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな大男が立っていた。いろいろツッコミどころ満載だが、取りあえず一言。

			「…………誰？」

			　すると、目の前の大男は、ニッと白い歯を見せ、両腕を広げた。

			「私はこのテルベールに存在するギルドの長！　つまり、ギルドマスターのガッスル・クルートだっ！　気軽にガッスルと呼んでくれたまえ！」

			　そう名乗り終えると、広げた両腕を曲げ、力こぶを強調してきた。

			　ガッスルは40代後半と言った顔立ちで、爽さわやかな笑顔がその姿に驚くほどあっていた。

			　そんなガッスルには申しわけないと思いつつ、ツッコまさせてもらおう。

			「――――何で裸なんだよおおおおおおおおおおおお！」

			　本当に変態しかいないんだな!?　ここのギルド！

			　つか、ブーメランパンツってどういうこと!?　羊の用意したフルフェイスヘルメットといい、世界観ガン無視すぎだろ!?　ファンタジーもクソもねぇ！

			　隣のサリアなんてガッスルの筋肉に軽く引いてるし！

			　しかし、俺の質問を受けたガッスルは、呆あきれた表情を浮かべた。

			「何をバカなことを……。この筋肉を人々に見せるために決まっているだろう！　そんなことは常識だぞ！」

			「ねぇ、俺がおかしいの？　俺がおかしいのか!?」

			　もし、ガッスルの言っていることが常識なら、俺の知る常識は基本あてにならないと思う。

			「遠くから君たちの話を聞かせてもらったが……。君たちはどうやらギルドに登録したいようだね！」

			　唖あ然ぜんとするが、ガッスルの言葉で正気に戻る。

			「いや……もうそれは止めようかと……」

			「遠慮するな！　我々はいつでも新たな仲間を歓迎するぞ！」

			「だから、登録しないって……」

			「さあ、こんなところで突っ立ておらず、なかに入りたまえ！」

			「うん、まず俺の話を聞こうか」

			　しかし、結局ガッスルはまったく意に介かいさず、俺たちを強引にギルド内へと引き入れた。

			　３度目になるギルド内は、相変わらず変態たちが蔓延はびこっており、サリアはそんな周りの様子を興味深そうに見ていた。そして、オッサンを鞭むち打つ女性の姿を見て、指をさす。

			「ねえ、誠せい一いち。あれ何やってるの？」

			「しっ！　見ちゃいけません！」

			　まさか、これをやる立場になるとは思わなかったよ。

			　俺たちが入ってきたにもかかわらず、ギルドにいる冒険者たちはまったく気にする様子もなく、自分の世界へと没頭していた。

			　ダメだコイツら。早く何とかしないと。

			　内心重いため息を吐ついていると、いつの間にかギルドの受付らしきところに通された。

			「さあ、ここで登録するんだ！」

			「だから、俺たちはこんな変態集団の一員になるつもりはないんだって！」

			「何だと!?　ここで登録すれば、私のような肉体を得られるのだぞ！　見よ、この肉・体・美っ！」

			　マッスルポーズを次々と決めるガッスル。

			　……もうツッコミきれねぇ。何から手をつければいいんだよ……。

			　確かにこんなヤツがギルド長なら、変態しかいないこのギルドにも納得できる。

			　半はん眼がんになりながらガッスルを見ていると、俺の様子に気付いたガッスルが目を伏せる。

			「そうか……まったくもって残念だな。ここのギルドで登録すれば、いろいろとお得なサービスが付いてくるのに……」

			「……」

			「毎食付きの安心安全な宿屋だって格安で泊まることもできるし、どこの国に行っても道具屋や鍛か冶じ屋でいろいろとサービスしてもらえるんだがなぁ～。個人に合わせたお勧めの依頼とかも教えてあげちゃったりするんだがなぁ～！　他のギルドじゃダメなんだけどなぁ～!?」

			　こちらを何度もチラ見しながら、いかにも残念だという表情を浮かべるガッスル。なぜだろう、ぶん殴りたくなってきた。

			「金には困ってないから、サービスがあまり魅力的に感じないな。第一、どこで登録したってサービスの内容は変わらないだろ？　同じ『ギルド』なわけだし」

			「君は分かってないな！　ここのギルドがどれだけすごいのかを！」

			「うん、全然」

			「見よ！　この場所にいるみんなを！」

			　しかしガッスルが示す先には、やはり変態が蔓延はびこるカオスな空間しか広がっていない。

			「みんな生き生きとした表情をしているだろう!?　なぜだか分かるか？」

			「知りたくもねぇな」

			「欲望に忠実なのだよ！」

			「そうだろうねぇ！」

			　これで抑えてるとか言ったら、世のなかの人間のほとんどは聖人だ。

			「実際に私のギルドは優秀だし、他の国に行ってまでサービスが受けられるのも、本当にこのギルドで登録した人間だけだぞ」

			「毎回兵隊さんのお世話になってるって言ってた人がいた気がするんだけど」

			「あれは、この国の兵士たちとの交流だ」

			「嫌な交流だな！」

			「とにかく、優秀なのは事実だぞ。世間で活躍するＳ級冒険者も全員このギルド出身だからな」

			「なるほど、Ｓ級冒険者は全員変態なんだな」

			　取りあえず、変態＝最強というわけですね、分かります。

			「細かいことは気にしない！　さあ、登録して、私と同じ肉体を手に入れよう！」

			「全力でお断りします」

			　断だん固こ誘さそいを断るが、次のガッスルの言葉で俺の心は揺らいだ。

			「うぅむ……。しかし、このギルドでは、世界中の情報がどこのギルドよりも早く手に入れることができるぞ？　冒険者にとって、情報は何よりも大事だから魅力的だと思うのだが……」

			「……何でこのギルドだと情報を早く入手できるんだ？」

			「このギルドは、ただのギルドじゃない。【ギルド本部】だからだ」

			「！」

			　俺はガッスルの言葉に、目を見開き驚いた。

			　なんてこった……。

			「変態たちの集まりが、ギルドの総本山だなんて……最も早はや手遅れだったのか……」

			「君、非常に失礼なことを言っていると気付いているかい？」

			「黙だまれ、変態」

			「これは手厳しいな！」

			　口にする言葉とは違い、なぜかガッスルは笑顔でマッスルポーズを決めだした。変態だ。

			「でも、ここがギルド本部だとするなら……」

			　俺が知りたかった、勇者の情報も入ってくるだろう。それは、俺にとってとても重要なことだった。ギルドと言うだけあって、情報の数も半端じゃないだろう。個人で情報収集するよりも、絶対に効率がいいはずだ。

			　そう考えると、登録したほうがいいとは分かるんだけど……。

			「同じ変態扱あつかいされるのが……」

			　あ、ステータス的に見れば、俺もある意味変態だよね。もう人間じゃねぇもん。

			「何でも思い切りが大事だぞ！　どうする？」

			　そう訊きかれてもなぁ……。

			　真剣に考え、唸っていると、今まで黙だまって聞いていたサリアが俺のローブを引っ張った。

			「ねぇ、誠せい一いち」

			「ん？　どうした？」

			「私は登録してもいいと思うよ」

			「え？」

			「だって、みんな楽しそうなんだもん。それに、便利になるなら、登録したほうがいいでしょ？」

			　サリアの言い分は分かる。便利になるということも、ギルド本部という言葉を聞かされた今では、納得するしかない。

			　でも、みんなが楽しそうとは言っても、内容が内容だからね!?　これ勘違いしてたら大変なことになるよね!?

			「……ここがギルド本部で、他の国でもサービスが受けられるってことは分かったけどよ、それだと支部みたいな場所で登録した人間が不公平じゃねぇか？」

			「まあな。だが、支部で登録した人間も、このギルドで登録しなおせば、同じようにサービスが受けられるぞ？　たいていの冒険者はこの街に立ち寄るし、ほとんどの冒険者はここで登録しなおしているしな」

			「ふぅん……」

			　二度手間だけど、再登録もできるわけか……。

			　なら、大変遺い憾かんだが、ここで登録しておいたほうがよさそうだ。

			「はぁ……分かった。登録させてもらうよ」

			「君ならそう言うと思っていたよ！　よし、エリス君！」

			　ガッスルは嬉しそうに笑うと、むさいおっさんを鞭むち打ちするボンデージ姿の女性に呼びかけた。

			「あら？　どうかしましたか？」

			「すまないが、新規の登録者だ。手続きをしてやってくれ」

			「分かりましたわ」

			　そう言うと、ボンデージ姿の女性は、受付にまわり、俺たちの前に現れた。

			「受付をするのにこの格好はいけませんわね……」

			　そう言って、指を一つ鳴らす。瞬間、それまでのボンデージ姿から大変身し、緑と白を基調とした清せい潔けつ感かん溢れる服装へと変わった。

			「見苦しい姿をお見せいたしましたわ。わたくし、受付嬢のエリス・マクレーヌと申します。以後、お見知りおきを」

			　自己紹介を済ませ、スカートを軽くつまんで上品なお辞じ儀ぎをする。

			　そんなエリスさんの見た目は、綺き麗れいな金髪を漫画などのお嬢様キャラでよく見かけるドリルのような形にカールさせており、瞳ひとみは綺き麗れいな青色だった。美少女とも美人ともとれる顔立ちで、肌はだも白く、全体の雰囲気とも相まって非常に華やかな印象を受けた。

			　なんていうか……本当に漫画のお嬢様って感じだな。最初とのギャップがすごい。

			　そんな感想を抱いていると、ガッスルがエリスさんについて補足する。

			「ちなみにエリス君は、マクレーヌ伯はく爵しやくのご息女でもある」

			「マジもんのお嬢様だった！」

			　つか、なんでお嬢様がこんなギルドで働いてんの!?　しかもこんな変態ばかりのギルドで！　ノリノリで鞭むち振ってたし！

			「ガッスルさん。女性の情報をペラペラと語るのは感心しませんわ。一度、調教したほうがよろしいのでしょうか？」

			「それだけは勘かん弁べんしてください」

			　ガッスル弱っ！　いや、エリスさんが強いのか？　それより、調教って……。

			「まあいいですわ。今回は、貴方あなたとそちらの女性が登録なさるのですね？」

			「あ、はい」

			「それでは、こちらの紙に必要事項を記入してくださいませ」

			　そう言いながら手渡された紙には、名前や出身地などを記入する欄が設けられていた。

			「これ、全部記入しないといけないんですか？」

			「いいえ。最低限名前だけ記入していただけたら、それでいいですわよ」

			　ゆっる！　身分証作るの簡単すぎるだろ！　……まあ出身地なんて書けないわけだし、これくらい緩ゆるいほうが俺的にはいいか……。

			　取りあえずサリアにも紙を渡し、どんどん記入していく。サリアは人間の言葉を覚えたときに書くこともできるようになっていたので、まったく問題ない。

			　書き終えると、俺はサリアの分も確認した。出身地を【果てなき悲愛の森】なんて書かれてたら困る。

			「えっと……名前はサリアで、武器は……己の拳こぶし!?」

			「えへへ、カッコイイでしょ？」

			　確かに拳けん闘とう士しだったけども！　でも、もうちょっと違う表現できなかったのか!?

			　だが、武器の欄以外は特に困ることも書いてなかったので、そのままエリスさんに渡した。

			「では、一度確認させていただきますわね。まず、そちらの女性はサリアさんで、武器は……己の拳こぶしと」

			　アレ!?　スルー!?　驚いた俺がおかしいのか!?

			「……はい、サリアさんの分に不備は御座いませんでしたわ。さて、次は……」

			　エリスさんは、サリアの登録用紙を一度置くと、今度は俺の書いた紙を手に取った。

			「名前は誠せい一いちさんで、武器は剣と魔法。へぇ……優秀ですのね」

			「そうですか？」

			「ええ。魔法を使える人間は少ないんですのよ？　まあ、そのようなローブを着て、フードを被かぶっていらっしゃるので何となく魔法使いのような気はしていましたが」

			「なるほど……」

			　やっぱり、この世界で魔法使いは意外と貴重なようだ。

			　でも、クロードが言うような目立つとまではいかないだろう。

			　たぶん、フードを被かぶってるのがいけないんだろうなぁ……。まだ、勇者の情報も少ないし、脱ぎたくても脱げないんだけど。

			「……大丈夫ですわね。出身地を書かれない方は多くいらっしゃいますし……。二人とも記入に不備はありませんわ」

			　どうやら、無事登録できたらしい。安心して胸をなでおろすが、安心したのも束の間だった。

			「そうか！　では、誠せい一いち君とサリア君！　君たちにはテストを受けてもらう！」

			「……へ？　テスト？」

			　いきなり告げられた言葉に、間抜けな声が出る。

			「そう、テストだ！　このギルドで登録すれば、いろいろとサービスを受けられることは先ほど説明したな。そんなサービスを受けられるので、簡単に登録させるわけにはいかないのだよ」

			「えぇ……詐さ欺ぎじゃねぇか……」

			　何だよ……紙に書いて登録完了だと思ってたよ。最初に説明しろよ……。

			「まあそう落ち込むな！　ほら、私の筋肉が昂たかぶっているだろう!?」

			「いや、知らねぇよ」

			　ムキムキの腕を見せられても、そう答えるしかないだろうが。

			「とにかく！　テストが終わり次第、ギルドの概がい要ようを説明しよう！」

			「はぁ……それでテストは何すればいいんだ？　つか、このテストで不合格だったらどうなるんだよ……」

			「不合格なんて存在しないから安心するといい！」

			「じゃあテストの意味なくね!?」

			　なんでテストなんてするんだよ。意味ねぇじゃん。

			　驚きを通り越して呆あきれていると、エリスさんが補足してくれた。

			「テストというのは名目だけですわ。実際は、登録した方の実力に合わせて依頼を斡あつ旋せんするための調査のようなモノなんですの。そして、ギルドの依頼は主に討とう伐ばつ、採取、雑用、護ご衛えいと分かれ、その中で、雑用、討とう伐ばつ、採取の実力調査を行うんですの」

			「なるほど……」

			「ただし、テストをするにあたり、試験監督を一人用意する必要があるんですの」

			「試験監督？」

			「そうですわ。それも、Ｂ級以上の冒険者ですわね。誰か、知り合いにそのような方は？」

			「いや、まったく……」

			「なら、こちらで呼びかけますわね。取りあえず、今の時点で誰がギルドにいるか確認しますわ」

			「さすが、エリス君だな！　仕事が早い」

			「ガッスルさんは、無能ですものね。このゴミ野郎」

			「ごめんなさい」

			　エリスさん、言葉使い汚いな。

			　そんなやり取りのあと、エリスさんが早速俺たちのためにＢ級以上の冒険者を探しに行こうとした、そのとき。

			「おい、お前」

			　不意に、俺の背中にそんな声がかけられた。

		

	
		
			テンプレ？

			　

			　突然背後から声をかけられた俺は、正体を確認するために後ろを振り向いた。

			　すると、三人のガラの悪い男たちがニヤニヤと笑みを浮かべ、こちらを見ていた。

			「……何か用ですか？」

			　一応相手のことを刺激しないよう下手に出る。そんな対応をしていると、エリスさんはなぜかため息を吐つき、ガッスルは苦い表情になった。

			　この三人……いったい何なんだ？　エリスさんたちの反応の意味も分からないし……。

			　首を傾かしげる俺に対して、三人のうち、リーダーのような男が訊きいてきた。

			「お前、今から試験を受けるらしいじゃねぇか」

			「ええ、まあ……」

			「つまり、新入りだよな？」

			「えっと……そういうことになりますね」

			　相手の意図が分からず困こん惑わくしていると、リーダーの男がさらに笑みを深めた。

			　これは……いわゆる『新人潰し』というヤツだろうか。よくファンタジー系の小説で見る、主人公に難なん癖くせ付けた結果返り討ちにあうっていう、あの……。

			　俺は見るからに主人公っていうガラじゃないし、この場合は俺がサリアみたいな美少女を新人のくせに連れているのが気に食わなかったんだろうか？

			　あれこれ推測する俺に対して、リーダーの男が言う。

			「お前……ちょいツラ貸せよ」

			　はい、キタ――――！　テンプレですね、分かります。

			　でも理由がさっぱりなんですけど。せめて、明確な理由を教えていただきたいんですが……。

			「えっと……なぜですか？」

			　仕方がないので、訊きいてみることにした。特に理由もないのについて行くのとか嫌だもん。

			　しかし、その質問に対する男たちの返答は、俺にとって予想外だった。

			「それは……ここじゃ言えねぇな」

			「え」

			　待って。俺、何されんの？　人目を憚はばかるような内容なんでしょうか。それくらい俺をボコボコにするんでしょうか。すごく怖いんですけど。

			　どれだけ俺が内心でツッコんでも、男たちは立ち退のく気配がない。まあ、口に出してツッコんでないんだから、立ち退のくこともないのは当たり前なんだけど……。

			　だが、さすがに面倒なのでここはきっぱり断ることにする。

			「えっと……すみませんが、お断りさせていただきます」

			「テメェに拒否権はねぇよ」

			　あっれぇ？　おかしいな……速否定されるとは思わなかったぞ～？　俺の人権はどこに行ったんだろうね。

			　これ以上は、俺個人ではどうすることもできそうにないので、ちょうどギルドマスターのガッスルがいることだし、助けを求めることにする。

			「えっと……ガッスル。この状況どうにかしてくれ」

			「諦あきらめろ」

			「早っ!?」

			　何で助けを求めたら、すぐに諦あきらめろ宣言されなきゃいかんのだ。ワケ分からん。

			「あんたギルマスだろ？　どうにかしろよ！」

			「私にそんな威い厳げんはない！」

			「もうダメだコイツ！」

			　使えねぇー！　ギルマスのくせに威い厳げんがないとか……ギルマス辞めちまえ！

			「エリスさん！　何とかしてくださいよ！　新人が絡まれてるんですよ!?」

			　仕方がないので、ガッスルより頼りになりそうなエリスさんに頼むことにした。しかし、エリスさんの返答も無む慈じ悲ひなモノだった。

			「すみませんけど……諦あきらめてくださいませ」

			「何で!?」

			　どういうこと!?　何でみんな諦あきらめろっていうの!?

			　他に助けを求められるような人がいないかギルド内に顔を向けるが、何人かは相変わらず自分たちの世界に没頭しており、いつの間にかこっちを見ている人たちは、俺のほうに『何を言っても無駄だ……諦あきらめろ』と目で訴えかけていた。

			　もう意味分かんねぇよ！　この三人っていったい何なの!?　誰も止められないくらいに強いの!?

			　どうすればいいかまったく分からない俺に、エリスさんはアドバイスをしてくれた。

			「最初は痛いそうですが……そのうち気持ちよくなるらしいですわ」

			「それって新しい扉開いてね!?」

			　ドＭになってんじゃん！　痛みが快感に変わったら手遅れだよ！

			　どんどん目の前の男たちについて行くのが嫌になる俺。

			　しかし、ふと冷静になって考える。

			　ボコボコにされること前提で考えてたけど、俺のステータスじゃまず有り得なくないか？

			　おそらくだが、目の前の男たちが全力で攻撃してきても無傷の自信がある。

			　それくらい、現在の俺のステータスはぶっ飛んでいる。

			　サリアに迷惑をかけたくもないし……ついて行くしかないな。

			　相手はこの場所では嫌だと言っているし、俺も目立つような行動は避けたい。……ローブですでに目立ってる気もするけど。

			「……分かりました。ついて行きますよ」

			「そうこなくっちゃな」

			「わ、私も――――」

			「サリアはここでガッスルたちと待っててくれ。すぐに終わらせるから」

			　サリアが一緒について来そうになったが、優しい声音で押しとどめる。

			　しかし、サリアは不安そうな表情だ。

			「で、でも……」

			　こんなにも俺の心配をしてくれるサリアには感謝するが、サリアが巻き込まれるのは絶対に嫌だ。もちろん護り切れる自信もあるし、サリアも変身すればすさまじい戦闘力を誇ほこるので、大丈夫なのだが……。

			　そんなことを考えながら、もう一度説得しようとするが、それより先に男たちのリーダーが口を開いた。

			「女。テメェはついて来るな。邪じや魔まになるからな」

			　男たちのこの発言を聞き、俺は驚きを隠せなかった。

			　あ、あれ？　普通女の子のサリアが一緒にいるほうが都合いいんじゃないのか？

			　それこそ、俺をフルボッコにする姿を見せたいとか、そのあとのこととかを考えれば、普通そうするよな？

			　男たちの目的が分からず、困こん惑わくせざるを得ない。

			　しかし、男たちはそんな俺のことなどお構いなしに、扉に向かって歩き出した。

			「おい、ついて来い」

			「あ、はい」

			　慌ててあとをついて行こうとすると、何の役にも立たなかったガッスルが口を開いた。

			「気をしっかり持て。お前にはサリア君がいるんだ。決して心だけは折れるなよ……！」

			「だからどういうことだよ!?」

			　最後にそうツッコミ、俺はギルドを後にした。

			　

			「逝いったか……」

			「ガッスルさん、止めなくてよかったんですの？」

			「仕方がないだろう……私の貞てい操そうを護るためだ……！」

			「……本当に最低ですわね」

			「ははは！　私の筋肉のためだ！」

			「意味が分からないですわ……。仕方ないですわね。今のうちにＢ級以上の冒険者を探しておきましょう」

			　俺が去った後のギルドで、そんなやり取りが行われていたことを俺は知らない。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ここら辺で良いだろう」

			　三人に連れてこられた場所は、ギルドからだいぶ離れた路地裏だった。

			　これは、確実に俺をボコるフラグだな。周囲に人の気配がない。警戒心を高める俺を、男たちがいつの間にか囲んでいた。

			「さあて……何で俺たちがここにお前を連れてきたか分かるか？」

			「……まあ」

			　理由は分からないが、俺をボコボコにするためだろう。

			　だが、この男たちの唯一の誤算と言えば、俺の実力が化物クラスだということだな。

			　そして、男たちはなぜか、俺の返答を聞いて笑顔になった。

			「そうか……それじゃあ話は早い。とっととヤろうか？」

			　そう言い終えると、突とつ如じよリーダー格の男が装備していた皮かわ鎧よろいを脱ぎすて、着ていた上着のボタンをすべて外した。

			　それをキッカケに、残りの二人も上半身裸になる。

			　なぜ装備を外したんだ？　もしかして、本気を出すためか？　新人の俺相手に？

			　仮に防具を着用しないのが男たちの本気なら、なぜわざわざ装備しているんだ？

			　そんな疑ぎ問もん符ふが頭のなかを飛び交っていると、リーダー格の男が俺の心情を察したのか、呆あきれ顔になった。

			「なんだ……分かってなかったのか？」

			「え？　は、はい」

			「ったく……仕方ねぇなぁ……」

			　リーダー格の男が突然真面目な顔になり、言い放つ。

			「やらないか？」

			「………………」

			　………………。

			　…………。

			　……へ？

			　おっかしいな……俺の空耳か？　今、目の前の男から『やらないか？』って言われた気がしたんだけどなぁ……。

			　ＨＡＨＡＨＡ！　きっと俺の勘違いさ！　そうだ、そうに決まってる！

			　嫌な汗が止まらない俺に対し、男はやれやれ……と言った様子で全開のシャツを片手ではだけさせる。

			「やらないか？」

			「アッ――――――――――！」

			　勘違いのままがよかったあああああああああああっ！

			　勘違いであってほしかったが、この方々は、男が大好きなようです。

			　圧倒的ステータスを誇ほこるはずなのに、俺は目の前の三人が怖かった。

			　すると、さらに追い打ちをかけるように男が続ける。

			「俺はノンケだって構わず食っちまう人間なんだぜ？」

			「ぎゃああああああああああああああああああああ！」

			　誰か……誰かあああああああああああ！　助けてえええええええええええ！

			　必死に叫び、助けを求める俺。だが、最悪なことに、この周辺には誰もいない。

			「安心しな。痛いのは一瞬さ。その後は……な？」

			「ヤメろおおおおおおおおお！　俺にそっちの気はねぇ!!」

			「みんな最初はそう言うのさ……だが、それは自分の本性を隠しているにすぎないんだよ！　こいつらのようにな！」

			「「へへっ！　いいケツしてんなぁ！」」

			「お前ら被害者かよ!?」

			　ダメだコイツら、どうにもできねぇ……！　ギルド本部、やりたい放題だな！

			　これは早急に離れる必要があるんじゃねぇか!?　もう俺この場所嫌だよ！

			　他の国に存在するギルドの支部は、ギルド本部のように、変態がいるわけじゃないだろう。クロードも、ここでの登録はやめておけって言ってたくらいだし。

			　……ってそんなことはどうでもよくて！　今この状況をどう脱出するかが先決だ！

			　必死に脱出経路を探すが、男たちは手をワキワキさせながら近づいて来たり、涎よだれを垂らしながら近づいて来たり、腰を振りながら近づいて来たりと、とにかく怖ぇ！　もうホラーだよ！

			　後ずさりながら移動すると、いつの間にか壁際まで追い詰められていた。

			「ホイホイついてきちまったお前が悪い。……観念しな！」

			「嫌だああああああ！」

			　どうする……どうするよ、俺!?

			　……考えるまでもねぇ、ここは……強行突破するしかない！

			　俺はそう決めると、一気に抑えていた力を解放させる。

			　見た目や雰囲気は一切変わっていない。それこそ、相手に見える俺のステータスも低いまんまだろう。ただし、『実力偽ぎ装そう』によって、相手に気取られることなく全力が出せる。

			　だから――――。

			「全力で逃げさせてもらうぜ！」

			「なにっ!?」

			　俺は背後の壁を思いっきり駆けのぼる。

			　戦う？　生理的に無理です。

			　俺は全力で逃げることを選んだ。それに、ぶちのめしても、その後、噂うわさが立ったら困るしな。

			　そんなことを考えながら、ふとあることに気付いた。

			　……うわぁ……壁走ってるよ、俺……。

			　そんな自分のスペックに軽く引いてしまう。俺がげんなりとした気分でいると、背後から男たちの声が聞こえてきた。

			「あの脚力だ……いろいろとすごいんだろうな！」

			「ああ……あの体は俺たちのモノだああああああ！」

			「絶対に逃がすな！　追え……追ええええええええ！」

			　うん、聞こえなかったことにしよう。そして、さっきの出来事は全部忘れよう。それがいい。

			　俺は屋根の上を人目を気にしながら移動し、やがてギルドまで戻った。

			「しばらくしたら、またギルドまで戻ってきそうだなぁ……」

			　しかし、この国にいる以上、出会うことも絶対にあるわけで……。この国にいるうちは俺に安あん寧ねいは訪れないのだろうか。

			「ああ、嫌だなぁ……」

			　思わずそう言ってしまうのも仕方がないだろう。俺はノンケなのだから。誰が何と言おうとも俺はノーマルなんだ。信じてほしい。

			　こうしてギルドの近くで落ち込んでいても仕方がないので、俺は気を取り直し再びギルド内へと足を踏ふみ入れた。

			　すると、相変わらずギルド内は混こん沌とんとしており、やはりまともなヤツは見当たらない。

			　内心呆あきれながらも受付にいまだにガッスルたちがいたので、その場所まで移動した。

			「む？　おお！　無事だったか！」

			「よかったですわね……」

			　俺を見るなり、エリスさんもガッスルも心底安心したような表情を浮かべた。

			「いや、まあ何とか……。ガッスル、アンタが諦あきらめろと言った理由が分かったよ」

			「そうか。ちなみに彼らは、新人の男性冒険者がこの地に訪れるたびにああいうことをしているから、今後も気を付けたほうがいいぞ」

			「いや、止めろよ」

			「何度も止めたさ……。だがな、あまりしつこく言うと、今度は私が危ないのだよ……」

			　震えるガッスルを、情けないと俺は思うことができなかった。アイツら、男が相手なら最強だろう。俺も戦いたくない。戦闘中に、体中触られそうだし……。

			「私も精しよう進じんせねばな……彼らはいずれ、私の筋肉でねじ伏せる！」

			「まあ……頑張ってね」

			　そんな反応しかできず、ローブの下で苦笑いをしていると、誰かが俺のローブを引っ張ってきた。

			　その方向に顔を向けると、サリアが心配そうな表情で俺のことを見つめていた。

			「誠せい一いち、大丈夫だった？」

			「おう。心配かけたな」

			　そう言いながら何となくサリアの頭を撫なでた。サリアの髪の毛は、サラサラしていてとてもさわり心地がいい。撫なでられる当のサリアは、くすぐったそうに少し身をよじるが、目を細めて気持ちよさそうに笑っていた。

			　……うわぁ。今全力でサリアのことを可愛いと思ったぞ。サリアといると、ほぼ無条件で俺が惚気のろけてる気がする。

			　まあ、あれだけ怖い思いをした今、サリアといられることだけが、俺の心を癒いやしてくれているのは間違いなかった。

			　軽くサリアと俺の周りにお花畑が浮かんでいると、エリスさんが声をかけてきた。

			「誠せい一いちさん。先ほどの試験監督の件ですけど……」

			「あ、はい」

			「今、このギルドにいるＢ級以上の冒険者を調べてみましたわ。それで……」

			「……？」

			　妙に歯切れの悪いエリスさんに、俺は首を傾かしげる。いったい何なんだろうか。エリスさんの反応に困こん惑わくしていると、ガッスルが俺たちに言った。

			「ううむ……。誠せい一いち君もサリア君も、この国に来たばかりかな？」

			「え？　ああ」

			「今現在、この場所にいるＢ級以上の冒険者は一人しかいないのだよ」

			「ならその人でいいじゃん。何か問題でもあるのか？」

			「問題……というほどでもないのだが……なあ？　エリス君」

			「そうですわね……こればかりはどうすることもできませんもの」

			「？」

			　二人の会話の意味が分からず、俺もサリアもさらに首を傾かしげた。いったい誰のことを言ってるんだ？

			　……はっ!?　もしや、さっきのホモォな人たちとか言うんじゃないだろうな!?　もしそうなら……全力でこの地から去る決意をするぞ。

			　恐ろしい予測が頭をよぎり、自然と体を震わせていると、ガッスルがその人物であろう名前を呼んだ。

			「仕方がない。彼女しかいないんだ――――アルトリア君！　アルトリアくーん！」

			　ガッスルがそう彼女の名を呼んだ瞬間だった。

			　今まで、俺がホモォな方々に絡まれたときでさえ己の欲望に身を任せていた冒険者たちが、一斉に動きを止めた。

			　そして、全員がある一か所に視線を向ける。その視線は、なんだか気まずそうだ。

			　俺も全員の視線を辿たどり、その先にいる人物を確認した。

			　そこにいたのは、肩まで伸びた銀髪をワイルドに切り揃え、半袖半パンという格好の女性だった。彼女は何の素材で作られているのか分からない胸当てや手甲を装備しており、掲示板の前に立っていた。
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			「っ！」

			「わあ……」

			　アルトリアと呼ばれた女性の顔を見た瞬間、俺もサリアも思わず見み惚ほれてしまった。

			　赤色の瞳ひとみを持つ切れ長の鋭い目は、どこか猛もう獣じゆうを連想させる。サリアやエリスさんのように真っ白の肌はだというわけではなく、健康的な小麦色の肌はだ。遠目だが身長も女性にしてはかなり高いだろう。

			　そして何より、胸当てで窮きゆう屈くつそうに押さえ込まれた胸。全体的にすさまじいプロポーションだ。

			　結論を言うと、ガッスルが呼んだ女性は褐かつ色しよく系のすごい美人だった。

			「……んだよ」

			　少し面倒くさそうに口を開きつつ、彼女は俺たちへと近づく。

			　しかし、ガッスルはそんな彼女に対してもお構いなしに続ける。

			「いや、今回新しくギルドへ登録したいという者が現れてな！　試験監督を頼みたいのだよ」

			「んなもの、オレじゃなくって他のヤツにしろよ。アンタもエリスも知ってんだろ？」

			「ええっと……そうですけど……」

			　スゲー。初めて自分のこと『オレ』って言う女性を見たぞ。つか、知ってるって何のことなんだろうか。

			「しかしな、今この場所にＢ級以上の冒険者が君しかいないんだよ。このままではいつまで経っても新人にギルドカードを渡すことができない」

			「だったら、他のＢ級以上の連中が帰って来るまで待てばいいだろ。わざわざオレを選ぶ必要はねぇはずだ」

			「しかしだな……」

			　ガッスルが歯切れ悪くしていると、エリスさんが続けた。

			「残念ですけど、アルトリアさん以外の方々は、全員他の国へと出向いていますの。一番近い国に出向いた方でも、帰って来るまで最低でも１ヵ月……。それに、新たにＢ級に上がりそうな方もいませんから」

			「……」

			　エリスさんの言葉に、思わずアルトリアさんが口を閉じる。

			　そして、少しの間を置くと、俺のほうに視線を向けた。

			「おい、テメエ。テメエはオレが試験監督なんざごめんだよな？」

			「え？　何でですか？」

			　意味不明な質問に、思わず首を傾かしげる。

			　しかし、俺の返答が意外なモノだったのか、彼女は驚いた表情を浮かべた。

			「てめぇ……正気か？」

			「いや……正気も何も……なあ？」

			「そうだね！」

			　サリアに振ってみたが、サリアも女性が何であんな反応を示すのか分からないらしい。

			　本気で困こん惑わくする俺を見て、ガッスルがアルトリアさんに言う。

			「彼らはこの地に来たばかりなのだよ。アルトリア君のことを知らないのも無理ないんじゃないか？」

			「けどよ……オレ、一応Ａ級だぞ。ある程度認知されてると思ってたんだが……」

			「細かいことはいいではないか！　引き受けてくれたまえよ、アルトリア君！」

			「だから――――」

			「それに、彼らなら君の体質でも大丈夫かもしれないだろう？」

			「っ……」

			　ん？　体質？　本当に何のことだか分からない。俺やサリアを置いて、勝手に話が進む。

			「……何の根こん拠きよでそんなこと言ってんだよ」

			　恐ろしく低い声を出すアルトリアさん。

			　しかし、ガッスルはまったく気にした様子もなく、朗ほがらかな笑みを浮かべる。

			「そんなもの……私の筋肉以外ないだろう！　私の肉体こそ、最大の理由！　これ以上最高の理由があるかね!?」

			　絶対あると思う。むしろ、ありすぎて困るんじゃねぇか？　筋肉って理由にすらなってないわけだし。思わず半はん眼がんになりながら、内心でツッコむ。

			　しかし、アルトリアさんは真剣な表情でガッスルを見たあと、近くの椅子に腰かけた。

			「……分かった。試験監督の話、受けてやるよ」

			　どうやら俺たちの試験監督をしてくれるらしい。ひとまず、これで試験は安心だなと思っていると、アルトリアさんは俺たちのほうに向き直り、自己紹介を始めた。

			「オレの名前はアルトリア・グレム」

			　そして、悲しそうな表情を浮かべ――――。

			「《災さい厄やく》のアルトリアだ」

			　――――そう告げたのだった。

		

	
		
			雑用

			　

			「それで、俺たちは何をすればいいんですか？」

			　俺たちは、試験監督を務めるアルトリアさんに自己紹介をし、街に繰り出していた。

			　街は相変わらず活気にあふれ、ギルドとは違い、清すが々すがしい賑にぎわいがあった。

			「ああ、アンタらがこなす依頼だがな……最初は雑用系の依頼を受けてもらう」

			「雑用系……ですか？　例えば、どんなのが……」

			「そうだな……今回ガッスルのヤツから渡されてるのは三つあるんだけどよ……」

			「三つも!?」

			「普通は一つだが、ガッスルのヤツが人気のない雑用系を一気に片付けられるチャンスだとでも思ったんだろうな」

			　ガッスルの野郎め……！

			　ガッスルってギルドマスターとしての能力は低そうなのに、どうしてそういうところはちゃっかりしているんだろうか。今回だけなのか？

			「それで、今回の依頼内容だったな……。取りあえず、『孤児院のお手伝い』と『廃はい墟きよの解体』、そして『犬の散歩』だな」

			「……本当に雑用なんですね」

			　犬の散歩って……自分でやればいいのに。嫌なら飼うなよ……。

			　確かにどれも雑用と言っていい依頼だが、『廃はい墟きよの解体』ってのは何だろうか？　雑用でやっていいモノなのか？

			「アルトリアさん」

			「あん？　どうした？」

			「『廃はい墟きよの解体』って……何するんですか？　建物を解体するのとかって、専門の人がやったほうが安全に解体できると思うんですけど……」

			「ああ、それなら大丈夫だろ。解体っつっても、ただぶっ壊すだけだしな」

			「すごく雑ですね」

			　さすが異世界。普通、いろいろな段階を踏ふんで壊すもんだと思ってたよ。

			　てか、ギルドに異常にモノを壊したいって叫んでたヤツがいたし、そいつに任せれば万事解決なんじゃねぇの？

			「まあ、どんな依頼をするかは分かりました。それで、今はどこに向かってるんですか？」

			「ん？　孤児院だよ」

			　どうやら最初は孤児院のお手伝いから行うらしい。

			　これで、どんな依頼で、最初に何をすればいいのか分かったわけなんだが――――。

			「あの……何で俺たちからそんなに離れてるんですか？」

			「……」

			　アルトリアさんは、なぜか俺とサリアから一定の距離を保ったまま、近づいて来ようとしない。

			　別に、近づいてほしいとかそんなふうに思っているわけではないんだけど、なんというか……避けられてる気がする。

			　それに、街に出て分かったのだが、街の人々はアルトリアさんを見ると、一様に距離を置いている。

			　……どういうこと？

			　結局俺の問いには一切答えてくれず、いつの間にか俺たちは孤児院に到着していた。

			「ここが孤児院だ」

			「へぇ、ここが……って教会？」

			　アルトリアさんに示された場所は、このテルベールに到着し、街を歩いていたときに見かけた教会だった。

			　教会だと思ってたら、孤児院だったのか。そんな俺の疑問を解消するように、アルトリアさんが説明してくれた。

			「確かにここは教会だけどよ、孤児院もやってんだよ」

			「なるほど……ちなみに、この教会の宗教ってどういうモノなんですか？」

			　異世界に来て、一般常識の少ない俺は、なるべくこういった場面で情報を得なければならない。

			「あん？　知らねぇのか？　ここは『ベルフィーユ教』の教会だよ」

			「ベルフィーユ教……それって、どんな教えを説いているんですか？」

			「それも知らねぇのかよ……。ま、単純に言えば、人だけじゃなく魔物も同じ生き物で、それぞれの命に優劣なんてないってヤツだな。あと、『愛ある者に奇跡あり。愛こそ平和の礎いしずえとなる』……そんな教えを説いてたっけか？　他人に迷惑をかけない愛こそが平和への第一歩なんだと。神じゃなくて、実在した人物を信仰する宗教だ」

			　へぇ。すごい人だったんだな。崇すう拝はいされて、こうして宗教ができてるくらいだし。

			　確かに神様はこの世界に干かん渉しようしないって言ってたし、そう言った意味では確実な信仰対象がいていいよな。

			　それに、愛ある者に奇跡あり、か……。ゼアノスの例もあるし、絶対ってわけじゃないんだろうけど、それでもこの教え通りなら多くの人が救われるかもな。つか、同じ人間とは思えないくらい崇高な考え方だよ。

			　まあ、地球にラブ＆ピースなんて言葉があったくらいだし、そう言った意味では異世界も地球も同じなのかもしれないな。

			　そんなことを思っていると、横でサリアが目を輝かせていた。

			「愛かぁ……私は誠せい一いちを愛してるよ！」

			「お、おう!?　……お、俺もな」

			「えへへへ！」

			　不意打ちすぎる……！

			　でも、サリアはゴリラのときも今の美少女のときも、純粋な好意を恥ずかしがることなく、素直に表現できる。そういうところは、俺たち人間にはあんまりできないことだ。野生で生きてきたサリアだからこその美徳だろう。

			「あー、こんな場所で惚気のろけんじゃねぇよ。見てるこっちが恥ずかしい」

			　そう言われ、初めて人前で恥ずかしいことをしていたと自覚が湧わいてきた。

			　ただ、幸いなのが周りにはアルトリアさんしかいなかったということだろう。恥ずかしそうに頬ほほを染めるアルトリアさんは、不意に遠い目をする。

			「ま、オレは愛なんてモノとは一生無縁だろうけどな」

			「え？」

			「……何でもねぇよ。それより、とっとと行くぞ」

			　そう言って、アルトリアさんは俺たちを置いて教会へと入って行った。

			「うーん……なんか怒らせることしたかなぁ……」

			「よく分からないけど……大丈夫だと思うよ」

			　笑顔でそう答えるサリアに、俺は心を癒いやされるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ごめんなさいねぇ。今、募集してる人は一人だけなのよ」

			　教会に入り、事情を説明すると、年配のシスターさんが俺たちにそう告げた。

			　しかし……これじゃあ一緒に依頼を受けられないってことだよな。

			「いつもならここで働いている若いシスターがいるんだけど……今、その子は違う用事で出かけていて、明日には帰って来るのだけど、少し人手が足りなかったの。それで、一人だけ募集したの……だから報酬も一人分のお金しか用意していないのよ」

			　そんなところにやって来たのが、俺とサリアってわけか。

			　こればかりは、新人にすらなっていない俺たちには分からないので、アルトリアさんに訊きく。

			「えっと……こういう場合はどうするんですか？」

			「一人だけ受けろ。もう一人は別の依頼だ。ここでの依頼は特に危険なこともないし、依頼中の態度なんかも依頼主に訊きけば一発で分かるから、ここに試験監督はいなくても別にいいんだよ」

			「そ、そうですか……」

			　清すが々すがしいほどにバッサリと言い切るな、この人。でも逆に、これだけドライだと気持ちも楽になるな。

			「んで？　どっちがここの依頼を受けるんだ？」

			　そう訊きかれ、横に顔を向けると、サリアが楽しそうな表情を浮かべていた。

			「誠せい一いち！　私がやりたい！」

			「え？　でも……大丈夫か？」

			　今の姿は人間とはいえ、サリアは魔物である。人間の子どもの世話なんてできるんだろうか。内心不安に思う俺に、アルトリアさんが笑いをかみ殺す。

			「ククク……てめぇ、自分の姿見てから言いやがれ。誰が見ても、適役なのはサリアじゃねぇか」

			「……ですよねー」

			　こんなローブ姿の男が子どもの世話とか……いろいろ無理があるよな。犯罪臭しかしねぇ。

			　それに比べてサリアなら、見た目もいいし俺なんかより適役なのは明らかだ。

			「分かった。それじゃあ、サリア。頑張れよ？」

			「うん！」

			　サリアが元気良く頷うなずいたのを見て、年配のシスターさんが訊たずねる。

			「そちらの可愛いお嬢さんに決まったのね？」

			「私はサリアって言います。短い間ですが、よろしくお願いします！」

			「あら、ご丁てい寧ねいにどうも。私は孤児院の院長、クレア・ハスターよ。クレアでいいわ」

			　このシスター院長だったのかよ。ガッスルとは違う意味でそう見えない。なんというか……庶民的な感じがして、偉い人って感じがしない。

			「よし、そんじゃあサリアは今日一日ここで頑張れ。誠せい一いちの試験を終わらせたら迎えに来るからよ」

			「うん！」

			　サリアの返事を受け、俺とアルトリアさんは孤児院を後にした。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「えっと……次はどこに行くんですか？」

			「そうだな……先に『廃はい墟きよの解体』を済ませちまったほうがいいだろ。面倒ごとをあとに残しておくと、いろいろとだるいしな」

			　確かに、犬の散歩だったらいつでもできる。自分のペットなんだから、散歩ぐらい自分で行ってほしいけど……まあ行けない理由があるんだろう。

			　依頼のことを考えつつ、街中を俺とアルトリアさんが移動する。

			　その間もずっと、アルトリアさんは俺との距離を一定に保ったまま、近づいて来ようとしない。

			　周りには建設中の建物が多くなり、大工さんのような人たちがちらほらと見かけられた。

			　お互いに無言のまま街を歩き続けると、前から子どもが走って来た。友だちと鬼ごっこでもしているのだろうか、全力で走り、俺たちの存在に気付いていない。

			　すると、子どもはアルトリアさんの前で勢いよくこけてしまった。

			「うぅ……痛いよぉ……」

			　こけた状態のまま、子どもが泣き始める。膝ひざが擦り剥むけ、とても痛そうだ。

			　子どもを起こそうと俺が近づくと、アルトリアさんが子どもを抱きかかえ起こす。

			「おら、泣くんじゃねぇよ。男だろ？」

			「うぅ……」

			「あー……痛そうだな……ちょっと待ってな。今手当してやるからよ」

			　アルトリアさんはそう言うと、おそらくアイテムボックスからだろうか、緑色の液体が入った小瓶を一つ取りだした。

			　異世界の人がアイテムボックスを使うのを見て、俺がアイテムボックスを使っても不自然じゃないんだな、なんてことを思う。不審に思われる要素がなくなったのは嬉しい。

			　アルトリアさんは取り出した小瓶に入った液体をハンカチに染み込ませ、丁てい寧ねいに子どもの膝ひざへ当てる。

			「イタっ！」

			「我慢しろ。治してやっから」

			　そして、少しの間ハンカチを当て続けると、膝ひざの傷は綺き麗れいに消えていた。

			「ほら、もう大丈夫だ」

			「わあ！　お姉ちゃん、ありがとう！」

			　おそらくさっきの小瓶に入っていたのは、回復薬か何かだったのだろう。回復薬って、飲まずに傷口に塗るだけでも使えるのか……。

			　それにしても、子どもの怪我が治ってよかった。俺もアイテムボックスから最上級回復薬を取り出して治すつもりだったしな。

			　でも、アルトリアさんって見た目や口調と違って、実はすごく面倒見がよさそうだよな。俺の質問にも律儀に答えてくれるし。

			　しかし、二人の様子を眺めながらそんな感想を抱いていた、そのときだった。

			「あ、危ない！」

			　悲鳴じみた声が、俺たちの耳に響く。

			　何事かと辺りを見渡すと、ちょうどアルトリアさんと子どものいる位置に、巨大な木材が倒れてくるのが分かった。

			　……って冷静に分析してる場合じゃねぇ！

			「アルトリアさん！」

			　すぐに力を解放し、一歩を踏ふみ出す。しかし、

			「はぁ……やっぱダメだな、オレ……」

			　そう、小さく呟つぶやくアルトリアさん。子どもは事態が把は握あくできておらず、呆然としている。

			　そして、アルトリアさんは俺の行動より早く事態に対処した。

			「フッ！」

			　アルトリアさんは、倒れてきた木材を片手で軽々と受け止めると、そのまま木材に傷が付かないよう丁てい寧ねいに地面に下ろした。その動きは咄とつ嗟さの行動にしてはとても丁てい寧ねいで、それこそ、初めからこうなることを予感していたかのようだった。

			「……もう大丈夫だ。とっとと行きな」

			「あ……」

			　アルトリアさんの言葉で正気に戻った男の子は、慌てた様子でその場から去っていく。

			「す、すまねえ……大丈夫か？」

			「ん。気にすんな」

			　木材を落としたであろう大工の男性が、申しわけなさそうに謝る。アルトリアさんは、その謝罪を軽く受け入れたあと、俺のほうに振りかえった。

			「ほら、とっとと行こうぜ？　サリアを待たせるわけにも行かねぇだろ」

			「え？　あ、はい」

			　どこか寂しげな様子に戸と惑まどいつつも、俺たちは依頼先である廃はい墟きよへと向かうのだった。

			　

			　その後、終始無言で街を歩き、やがて廃はい墟きよへと辿たどり着いた。

			「ここ……ですか？」

			「……そうだな」

			　俺たちの前にある建物は、雨風に晒さらされ風化した、今にも壊れそうな一軒家だった。

			　もし、綺き麗れいな状態だったとすれば、住み心地もよさそうな、かなり大きめの家である。

			「何でこんな状態に？」

			「前の家主が死んで、そのあと手入れを面倒くさがった親族の連中がほったらかしにした結果らしい」

			　もったいない精神あふれる日本人からすれば、信じられないな。家の大きさから考えて、どこかの貴族だったのかな？　手入れすれば絶対にいい家だと思うのに……。

			　てか、ほったらかしにするって言っても限度があるだろう。家主はいったい何年前に死んだんだ？

			「それで、この家を完全に壊せばいいんですか？」

			「そうだな。ま、今から指示を――――」

			「じゃあ壊してきます」

			「……は？」

			　俺の言葉を受け、アルトリアさんは気の抜けた声を発した。

			　しかし、そんな様子に俺は気付かず、そのまま廃はい墟きよへと近づく。

			　近づいてみて思ったが、やっぱりかなり大きな家だ。見た目は今にも崩れそうだが、ちょっと手で触れたレベルじゃ壊れることはなさそうだ。力を解放しないとな。

			　勝手にそんな結論を導き出した俺は、偽ぎ装そうしていた力を解放する。相手から見えるステータスは変わらないし、雰囲気も変化していないはずなので、アルトリアさんも俺の化物のような力には気付かないだろう。

			「いったい何を――――」

			「えい」

			　アルトリアさんの言葉を遮さえぎり、俺は非常に軽い掛け声とともに、廃はい墟きよを支える柱の一本を軽く殴った。

			　その刹せつ那な、殴った柱は粉々に消し飛び、拳けん圧あつによる衝撃波で付近の壁も一気に吹っ飛んだ。

			　……うん、さすが怪物を職業にしているだけのことはある。まさか拳けん圧あつで壁が吹っ飛ぶとは思わなかったぞ。しかも、軽く殴っただけで柱が消し飛んだし……。

			「なっ!?」

			　後ろで絶句するアルトリアさんの姿が目に浮かぶ。

			　まあ……いきなり柱ぶん殴って、消し飛ばしてるんだもんな。目を疑うよね。

			　そんなことを思っていると、アルトリアさんが正気に返ったのか、突然怒鳴ってきた。

			「おい、バカ野郎！」

			「へ？」

			　このとき俺は、なぜアルトリアさんが怒鳴ったのかを理解できなかった。

			　何せ、依頼をしっかり遂すい行こうしているはずなのに、怒鳴られたのだ。

			　しかし、このあとに起こった出来事でそのすべてを悟る。柱を吹き飛ばし、壁も粉ふん砕さいしたことで、今まで何とか持ちこたえていた家全体が崩れ始めたのだ。

			　予想外の事態に呆然となり、体が動かない。

			　ふと見上げれば、廃はい墟きよの屋根や天井の柱が俺に向かい降って来るのが、スローモーションで確認できた。

			　アホだ、俺。壊れやすいんだから、その分注意して壊さなきゃいけないのに。

			　避けることも忘れ、そんなことを考えてしまった。

			　結果として、廃はい墟きよの瓦が礫れきが一気に俺へ襲いかかって来たのだった。

		

	
		
			不器用な優しさ

			　

			　オレ――――アルトリア・グレムは、瓦が礫れきを前に呆然とする。叫びも虚むなしく、無む慈じ悲ひに降り注ぐ大量の瓦が礫れき。

			　すさまじい音と、激しい砂すな埃ぼこりが舞い、一気に視界が悪くなった。

			「クソッ！」

			　そう悪態を吐つくと、瓦が礫れきの山に駆け寄った。オレは自分の不ふ甲が斐いなさに唇を噛みしめる。

			　また、オレのせいで人が不幸になった……。もう二度と、誰も傷つけないと誓ったのに……。

			「無事でいてくれ……！」

			　今日知り合ったばかりでも、何が何でも無事にことを済ませるつもりだった。

			　なのに……なのに……！

			　激しい自責の念に駆られながら、近くの瓦が礫れきをひたすらどけていく。しかし、必死で瓦が礫れきをどかすオレの耳に、とんでもなく軽い調子の声が聞こえてきた。

			「ぺっぺっ！　うへぇ……口の中に砂が入ったじゃねぇか……」

			「え？」

			　その声は、紛れもなく目の前で瓦が礫れきに埋もれたはずの男――――誠せい一いちの声だった。

			　たった今、瓦が礫れきの山に埋もれたはずだよな。

			　そんな疑問が脳内を渦巻いていると、今まで視界を悪くしていた砂すな埃ぼこりが晴れてきた。

			「メッチャ焦あせった……まさか、俺に向かって瓦が礫れきが降ってくるなんてなぁ」

			　そして、視界が開けた先には、ローブに付いた砂すな埃ぼこりを手で払う、無傷の誠せい一いちの姿があった。

			「え？　いや……は？」

			　思わず、瓦が礫れきをどかす手が止まる。

			　オレは、目の前の光景を信じることができなかった。

			　今までオレに近づいたヤツらは、全員オレの意思とは関係なく、不幸になっていった。

			　孤児院に着いたときは珍しく何のトラブルもなかったが、この廃はい墟きよに着いたときは、やっぱりオレは他人を不幸にするんだな、と思ってしまった。

			　オレに近づいて不幸になったヤツは、必ずどこか怪我をする。

			　体のどこかを怪我することもあれば、心に傷を負わせてしまったこともあった。

			　それなのに、目の前の誠せい一いちは傷一つなく、それどころかローブに付いた砂すな埃ぼこりを払う余裕さえあるようだ。

			　だからこそ、目の前の光景が理解できなかった。

			　絶対に大怪我をしていてもおかしくない状況だというのに、傷一つない。

			　呆然と立ち尽くすオレは、無傷な誠せい一いちを見て、あることに気付いた。

			　誠せい一いちの周辺だけ、誠せい一いちを避けたかのように瓦が礫れきが一つも転がっていないのだ。

			　こんな奇跡があるんだろうか。今まで不幸しかなかったオレが、初めて不幸中の幸いと言うモノを経験した瞬間だった。

			「……って変に感動してる場合じゃねぇ！」

			　今回は今までで有り得なかった奇跡が起こり、たまたま無事だっただけだ。今後も勝手に行動して、怪我をされては困る。

			「バカ野郎！　指示も待たずに勝手に行動してんじゃねぇ！」

			「え？」

			　フードのせいで表情は分からないが、おそらく誠せい一いちはなぜ怒られたのか理解できていないのだろう。そんな雰囲気が伝わって来る。

			「いいか!?　お前が今からなろうとしている職業は『冒険者』なんだ！　常に危険と隣り合わせの仕事なんだよ！　正直てめぇが何をしたか知らねぇが、それを分かってんのか!?」

			「それは……」

			「それをオレの指示も待たずに勝手に行動しやがって……何かあってからじゃ遅いんだぞ!?」

			「……」

			「……いいか？　『冒険者』になりたいんだったら、これだけは覚えておけ。『冒険者』に一番必要な能力は、最強の力でも膨ぼう大だいな魔力でもズバ抜けた技術でもぶっ飛んだ頭脳でもねぇ。『危険を察知する能力』なんだよ」

			「……」

			「どんだけすごいヤツでも、その能力が欠けてりゃあ簡単に死んじまうこともある。お前、今回の廃はい墟きよを見て、簡単に壊せそうだと思ったろ？」

			「はい……」

			「その結果が、たった今テメエが体験したモノだよ。臆病って言われても、慎重に安全な道を探すヤツが一番すごいヤツなんだよ。……死んじまったら意味ねぇだろ？」

			「……」

			「……まあ、きつく言ったけどよ。今回はオレが原因でもあるからな……」

			「え？」

			「……とにかく、次からは慎重に行動しろ。テメエにはサリアだっているんだ。テメエが思っている以上に、テメエの存在は大きい。自分の身も守れねェヤツが、大切なヤツを護れると思うな。……すぐに慎重な行動ができるとは思っちゃいねぇから、しばらくはオレも助けてやる」

			「……はい、ありがとうございます。えっと……本当にすみませんでした」

			　オレの言葉がしっかり届いたらしく、誠せい一いちはオレに対して頭を下げた。

			　オレの意思と関係ないとは言え、こうして他人を巻き込む自分の体質が憎くてたまらねぇ。

			　言いたいことを一気に言い終えたオレは、一息吐つくと最後に小さく付け加えた。

			「……まあ、その……なんだ。……無事でよかった」

			　本当に心から出たその言葉が、自分で言っておきながら妙に恥ずかしく、オレは思わず誠せい一いちから視線を逸らすのだった。

		

	
		
			伝わる優しさ

			　

			　俺、柊ひいらぎ誠せい一いちは、たった今アルトリアさんに言われたことをしっかりと胸に刻みつけた。

			　しかし、確かに今回の行動は不ま味ずかった。後先考えず、自分の力を使って簡単に終わらせようとした結果がコレだ。

			　自分の力を過信しているつもりはないが、無意識のうちに力に頼っていたようだ。

			　スキルのときもそうだが、いくらステータスがすごくても、そのステータスに振り回されてたら意味がないんだよな……。

			　雑用系の依頼だって勝手に簡単だと思い込んでいたけど、その雑用に自分の未熟さを思い知らされた。

			　でも、今回知ることができたんだから、同じ過ちを繰り返さないよう、今後は気を付けることができる。それが分かっただけでも、今回の出来事は収穫があったと言える。

			　何より、アルトリアさんが本気で俺のことを考えて怒鳴ってくれたことが嬉しかった。

			　今日知り合ったばかりで、俺やサリアには分からない事情を何か抱えているにもかかわらず、ここまで真剣に考えてくれるなんて……。

			　本気で叱られたのなんて両親が死んで以来だったから、なんというか……くすぐったかった。

			　アルトリアさんは、根っからのお人好しなんだろう。

			　だからこそ、何であんなに寂しそうな表情をするのか……どうして俺たちから距離を置くのかが分からず、力になれない自分がもどかしかった。

			　……できれば力を貸してあげたいんだけどな。

			　そんなことを思いつつも、一応依頼となっていた廃はい墟きよを壊すことはできた。これで本当に依頼が完了なら、次は犬の散歩なんだけど……。

			「えっと……依頼って完了したってことでいいんですかね？」

			「まあ、解体っつっても、ぶっ壊すだけだしな。完了でいいと思うぞ」

			「そうですか……アレ？　そう言えば、この仕事を依頼した人って誰なんですか？　それに、勝手に一人で壊しちゃったわけですけど……他にもこの依頼を受けてた人っていないんですか？」

			「国からの依頼で、労働の割に報酬が少ねぇから、誰も受じゆ託たくしたがらないんだよ」

			「え？　でも国からの依頼なんですよね？　そんな適当でいいんですか？」

			「いいんだよ。別に緊急の依頼でもねぇし、王族直々の依頼でもねぇからな。それにハッキリ言っちまえば、この廃はい墟きよを放置したところで困るヤツなんざいねぇんだよ。持ち主も放ほう棄きしてるわけだしな」

			　もう本当に適当だな。そんなので大丈夫なのか？

			　内心そんな不安を抱いていると、アルトリアさんが付け加える。

			「ま、一番の理由は、ギルド自体が国家からの干かん渉しようを受けない組織だからだな」

			「国家からの干かん渉しようを受けない……ですか？」

			「そうだ。こうして国に置いてもらっている以上、その国で大事な依頼は受けるが、それ以外は国に所属してるわけでもねぇから、国の依頼に応える必要がねぇ。ギルドに身を置くんなら、覚えときな。ギルドは独立した『国』なんだ」

			「国……」

			「ああ。だから、国家間の争いごとなんざ、頼まれてもオレたちは一切関与しない。そう言った依頼は冒険者じゃなく、傭よう兵へいにするのが当たり前だしな」

			　傭よう兵へいかぁ……。不謹慎かもしれないけど、響きとかはカッコイイよな。それに強そうだ。

			「お、そうだった……孤児院の手伝いは依頼主がシスターだから報酬をその場でもらえるが、今お前が達成した依頼の報酬は、最後にギルドに戻ったときに渡す」

			「分かりました」

			「そんじゃ、最後の依頼――――犬の散歩に行こうぜ」

			「言葉にするとすごくショボイですね」

			　ま、それでもどんな体験ができるかは分からないし、一概にショボイと決めつけてはダメだということが、さっきの依頼で分かったんだ。

			　そんなやり取りをして、俺たちは最後の依頼がある場所へ移動した。

			　その際、アルトリアさんとの会話は先ほどまでとは違いかなり増えた。簡単ではあるがテルベールの街も案内してもらった。本当に試験監督がアルトリアさんでよかったと思う。

			　そんなこんなで移動していると、やがて一つの豪邸前で俺たちは歩みをとめた。

			「ここだ」

			「へぇ……ってここぉ!?」

			　思わずそう叫んでしまう。

			　いきなりすごい家の前で立ち止まったと思ったら、ここが最後の依頼の場所ですか!?

			　驚く俺をよそに、アルトリアさんが軽く説明してくれる。

			「ここら辺は、貴族たちが多く住む『上層区』って呼ばれる場所だな。そんで、依頼をオレたちギルドにしたのが、ここの家に住むアドリアーナ夫人だ。旦那さんが伯はく爵しやくだから、粗相するなよ」

			「ガ、ガンバリマス」

			　思わずカタコト口調になってしまうと、アルトリアさんが苦笑いする。

			「ま、そこまで緊張しなくていいと思うぜ。すごく優しい人だからよ」

			「は、はあ……」

			　何とかそんな返事をし、アルトリアさんを先頭に目の前の豪邸へと足を踏ふみ入れた。

			　異常に長い煉れん瓦がの塀と、黒色の豪華な門。門をくぐり抜けると、華やかな花が咲き乱れる庭が目に飛び込んで来た。魔道具の一種であろう噴水まで庭の中にある。

			　そんな光景に言葉を失いつつも、キョロキョロと辺りを見渡す。何だか失礼かもしれないとも思ったが、それだけすごいんだから仕方がない。

			　門から続く長い道のりを歩くと、重厚な木の扉でできた玄関に辿たどり着いた。

			　そして、アルトリアさんが扉の横に備え付けられたボタンを押した。

			　ピンポーン。

			　……はい？

			　あれ？　チャイム？　ブザー？　いや、何で異世界にあるの？

			　思わずアルトリアさんが押したボタンを凝ぎよう視ししてしまう。

			　えぇ……すごく世界観を壊してるんですけど。これも魔道具なんですか？　最も早はや便利ってレベルじゃなく、ご都合主義のレベルだ。

			　まあ、人を呼び出す手段が簡単な上、俺もすぐに使いこなせそうだし……よしとしよう！

			　一人で勝手に納得していると、しばらくして、重厚な木の扉が開かれた。

			「どちら様ですか～？」

			　出てきたのは、綺き麗れいな金髪の中年女性だった。しわが少しあるが、かなり美人である。華美ではないが、上品な水色のドレスを身に纏まとっていた。

			「ギルドの依頼を受けてきました」

			　アルトリアさんは何の緊張もなく、そう言った。俺なんて緊張して言葉が出なかったのに……。

			　すると、アルトリアさんの言葉を受けて、金髪の中年女性が笑顔になった。

			「まぁ！　待ってたのよぉ！　来てくれたってことは……今すぐお願いしてもいいのかしら？」

			「ええ、大丈夫ですよ」

			「よかったわぁ！　散歩をさせる係の執事が怪我をしちゃってね？　本当は私が行きたいのだけれど、いろいろと忙しくてねぇ。だから、本当に助かるわ！」

			　さすが貴族。散歩をさせるのも召使いの仕事ですか。格が違うぜ。

			「それで、散歩させる犬というのは？」

			「そうだったわね。今案内するわ」

			　そう言うと、女性は玄関から出てきた。

			「あら？　そういえば、そちらのフードを被かぶった方は？」

			「ああ、スミマセン。今回依頼を受けるのはオレ……じゃなかった、私ではなくてですね、こっちの男なんですよ。……オイ誠せい一いち！　フードとらねぇか！　失礼だろ!?」

			「ええ!?」

			　いや、確かに失礼だってことは分かってるんだけど……！　でも、ここで脱いで騒ぎになっても困るし……。そんな考えが頭のなかを交錯すると、中年女性が笑顔のまま答えた。

			「いいわよ、別に。フードを被かぶっているのにも何かしらの理由があるんでしょう？　強要しちゃダメよ」

			「は、はあ……」

			「ふふ。そういえば、自己紹介がまだだったわね。私はアドリアーナよ。アナタの名前は？」

			「あ、俺……じゃねぇ、私は誠せい一いちと申します」

			「誠せい一いち……いい名前ね。響きからして、東の国の人かしら？」

			「え？」

			　東の国……って何だ？

			　ふと疑問に思った単語に首を傾かしげるが、結局分からないので聞き流す。

			「まあいいわ。それより、誠せい一いちさんが散歩をしてくれるのね？」

			「あ、はい！」

			「それじゃあ、ウチのミルクちゃんをお願いします」

			　犬の名前、ミルクっていうのか……。可愛らしい名前だし、真っ白の小型犬ってとこか？　でも、何で家の中で飼ってないんだろうか？　それともペット専用の小屋があるとか？

			　まあそんなことはどうでもいいけど……アドリアーナさんマジでいい人だな。フードとらなくていいって言われて本当に助かった。

			　アドリアーナさんの人柄に感謝をしつつ、案内に従っていると、やがて一つの檻おりの前に辿たどり着いた。

			「さ、到着したわよ」

			「え？」

			　到着？　どこにそのミルクちゃんがいるの？

			　辺りを見渡すが、ミルクちゃんと思われる犬はいない。ここにはすごい存在感を放つ、大きな檻おりしかないのだ。混乱する俺をよそに、アドリアーナさんが檻おりに近付く。

			「さ、おいでミルクちゃん」

			「――――ゥゥゥゥゥウウウウウ!!」

			「…………」

			　…………おかしいな……ものすごく怖い唸り声が聞こえた気がするんだけど……。

			　き、気のせいだよね！　俺の空耳に違いない！

			　止まらない冷や汗をかきながらアドリアーナさんを見ると、彼女が檻おりの扉を開けはなった。

			「さあ出て来なさい、ミルクちゃん！」

			「……ゥゥゥゥウウウウ……ガアアアアアアアアアアアアッ！」

			　すさまじい咆ほう哮こうを放ちながら檻おりから出てきたのは――――。

			「……oh……」

			　――――真っ白な体毛を持った、全長５メートルほどの巨大な犬だった。

			「ええっと……これを散歩させるんですか？」

			「ええ、もちろんよ」

			「これを散歩させるんですか？」

			「もちろん」

			「これを――――」

			「いい加減現実を見やがれ！」

			　アルトリアさんに頭を叩かれた。

			　いや、だっておかしいでしょ!?　ミルクちゃんって見た目じゃねぇじゃん！　犬なのかどうかさえ疑わしいぞ！　どちらかというと、【果てなき悲愛の森】で倒したアクロウルフに近いんですけど!?

			「みんな最初はこの子を見ると怖がるのよね。でもそこまで怖がる必要はないわよ？　この子はおとなしいから、安心してちょうだい。すごく安全なのよ？」

			「……ちなみに散歩係の人が怪我した理由は？」

			「ミルクちゃんに噛まれたからよ」

			「安心できねぇぇぇぇぇえええええええええ！」

			　どこがおとなしいの!?　どこが安全なの!?　むしろ怪我させてんじゃん！

			「おかしいわね……防犯はバッチリなんだけど……」

			「確かに安全そうだっ！」

			　こんなのが庭にいたら、当たり前に泥棒もすっ飛んで逃げるわ！　怖ぇもん！

			「まあ細かいことは抜きにしましょ。散歩、頑張ってちょうだい！」

			「ムリムリムリムリムリ！」

			　絶対無理だって！　さっきからスゲェ睨にらんでくるよ!?　ミルクちゃん！

			　戦うのと散歩じゃわけが違うよね!?　一緒に並んで歩くわけでしょ!?

			　ステータス的に安全なのは確かなんだけど……それはあくまで肉体的な話であって、精神的な話じゃねぇんだよ！　必死に頭を振る俺に、アルトリアさんが告げる。

			「さすがに街中を歩くのはマズイから、この庭をある程度散歩して来い」

			「依頼を受けるのは決定ですか!?」

			　最も早はや俺に拒否権はないようだ。……ホモォな方々といい、俺をなんだと思ってるんだ。俺も人間なんだぞ！　……説得力ないけど。

			　しかし、どう頑張ってもこの依頼から逃れられそうにないと悟った俺は、重々しいため息を吐つくと、げんなりしながら告げた。

			「……分かりました。分かりましたよ、受けますよ！」

			「そうこなくっちゃな」

			　アルトリアさんは嬉しそうに笑った。

			　その純粋な笑顔を見て、俺は思わず見み惚ほれてしまう。そんな様子に気付いたのか、アルトリアさんは咳を一つすると、頬ほほを赤く染める。

			「と、とにかく！　これが雑用系最後の依頼だ。……しっかりやれよ？」

			「はい！」

			　……まあ、あの笑顔を見れただけでもよしとするか。

			　そんなことを思いつつ、俺のミルクちゃんとの散歩が始まった。

		

	
		
			散歩と宿屋

			　

			　――――俺こと柊ひいらぎ誠せい一いちは、地球で生物に好かれたことがない。

			　人間はもちろんのこと、犬や猫でさえもだ。

			　犬猫の近くを通りかかれば、毛を逆立てて威い嚇かくされるか、メチャクチャ吠えられる。おそらく、俺の臭いが原因だろう。……そうであってほしい。

			　しかし、そんな反応をしてくれる分にはまだマシなほうで、近づいた瞬間気絶されたときはさすがに泣きそうになった。臭いでクレバーモンキー殺したほどだしねっ！

			　まあ今でこそサリアというハッキリと俺のことを好いてくれる子がいるわけだけど、とにかく昔から生き物というカテゴリーには嫌われ続けてきた。もちろん賢治たちは友だちだと思ってるので、嫌われてはいないと思う……うん、そう願いたい。

			　まあ、そんだけ嫌われ続けてき俺だが、動物は大好きであり、散歩をしたいとは思っていた。

			　だから、今回の依頼のように犬の散歩ができるだなんて、まるで夢のようだった。

			　ただ、なぜだろう。そんな夢にまでみた犬との散歩をしているはずなのに、全然嬉しくない。

			「うおおおおおおおおおおおおっ！」

			「ハッ！　ハッ！　ハッ！　ハッ！　グルアアアアアッ！」

			　――――だって、俺の知ってる散歩と全然違うんだもん。

			　俺は今、真っ白い５メートルもの巨きよ躯くを誇ほこる犬――ミルクちゃんに全力で追いかけられていた。

			　……あれ？　おかしいな……。犬の散歩って、犬の首輪にリードを付けて、ほのぼのとした気分のまま歩くことじゃないの？　今の俺、緊迫感ＭＡＸの全力疾走中なんですけど。俺の知らないうちに、散歩の概念が根本的に変わってしまったんだろうか？

			　…………。

			「やっぱりおかしくね!?」

			「ウオオオオオオオオオオン！」

			　犬と追いかけっこすることが散歩じゃないよね!?　しかも追われてるの俺だし！

			　そもそもミルクちゃんの鳴き声が犬のモノじゃねぇ！　これ完全に狼だよ！

			「ミルクちゃんって本当に犬なの!?」

			　心の叫びを口にしながらも、走る足は止めない。止めれば……食われる！　……気がする。

			　ちなみに、俺は全力疾走をしてはいるが、散歩コースがアドリアーナさんの庭ということで、庭を荒らさない程度の全力だ。

			　もし、俺がアドリアーナさんの庭とかそんなことを考えずに走ったら、今頃庭がクレーターだらけだろう。それはスライムとの戦闘で実証済みだ。

			　走るたびにフードが脱げそうになるが、そのつどそれを手で押さえる。忙しなく動き、ひたすらミルクちゃんに追われ続ける俺を、アルトリアさんがじっと眺める。

			「誠せい一いち……スゲー足速いな」

			「この状況で感想がそれですか!?」

			　もっと違う感想がなかったんですかねぇ!?

			「そうだなあ……体力あるな」

			「期待した俺がバカでした！」

			　クソッ！　この状況をどうにかしてくれるといったことはないようだ。

			　まあ、アルトリアさんは俺の試験監督なわけだし、手助けなんてできるはずもないのは分かってるんだけど。

			「グルルルル……ウォオン！」

			　ひたすら逃げ続けていると、ミルクちゃんは急に止まり、こちらへと飛びかかって来た。

			「うおおお!?」

			　体を捻って避けることに成功するが、なぜ飛びかかって来たんだろうか。

			　……考えたくもないけど、ミルクちゃん……もしかして、俺を殺しにかかってね？

			「グルルルル……」

			「うわあ……めっちゃ威い嚇かくされてるやん……」

			　目が血走ってるよぉ。唸ってるよぉ。怖いよぉ。

			　ミルクちゃんは一度距離をとり、俺が隙を作ることを狙っている。

			　本当にミルクちゃんって犬なの？　絶対に違うよね？

			　そんな疑問が頭に浮かんだので、密かに俺は『上級鑑かん定てい』を発動させた。

			『スノーウルフLv：１８０』

			「やっぱり狼じゃねぇかああああああああ！」

			　アドリアーナさんの嘘うそ吐つきっ！　ガチで狼じゃねぇか！　何で犬って言ったの!?　そんでもって地味にレベル高いし！

			　さすがに狼の散歩だなんて無理だと思い、アルトリアさんに助けを求める。

			「アルトリアさん！　ミルクちゃんって犬じゃなくて、狼なんですけど！」

			「んなもん見りゃ分かるだろ」

			「知ってたんですか!?」

			「当たり前だろ。第一、犬だろうが狼だろうがなんか問題でもあんのか？　同じ犬っころじゃねぇか」

			「全然違うでしょ!?　メチャクチャ襲ってくるんですけど!?　そもそも狼の散歩とかって無理じゃないですか!?」

			「無理じゃねぇだろ。ちゃんとできてんじゃねぇか」

			「俺の知ってる散歩とチガウ！」

			「まあ頑張れ。何事も経験だ」

			「『経験』……なんて都合のいい言葉なんだ、チクショウッ！」

			　経験って単語はいろいろズルイと思うんだ。特に初心者に対しては。助けを求めた結果、まともな回答が返ってこなかった。

			「おっと、言い忘れてた。もし食われそうになったら、頭は死守しろよ？」

			「そのときは助けてくださいよ!?」

			　俺のツッコミに対して、アルトリアさんは魅力的な小悪魔っぽい笑顔を浮かべた。

			　その笑顔に、思わず見み惚ほれてしまう。……スゲェ可愛い。
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			　最初は全然笑ってくれなかったから、こうして笑ってくれると素直に嬉しい。

			　アルトリアさんを見ながらそんな感想を抱いていると、隙を窺うかがっていたミルクちゃんが仕掛けてきた。

			「グルウォン！」

			「うぇい!?」

			　あまりにも自然と飛びかかってきたので、一瞬反応が遅くなるが、なんとか避けることに成功する。

			　まあ、攻撃を喰らってもダメージはなさそうだけど……。避けられるモノはしっかり避けとかないと、いざってときに体が動かなかったら困る。

			「追いかけっこの次は、戦闘ですか……」

			　もう散歩の面影が微み塵じんも残ってねぇよ。散歩どこ行った。こんな殺さつ伐ばつとした散歩は存在しちゃいけないと思うんだ。

			　しかも、戦闘に至ってはただひたすら俺が攻撃を避け続けるという、なんとも理不尽なモノ。もし俺がミルクちゃんを攻撃したら……考えるのは止めよう。その先のことは誰も知らないほうが、みんな幸せだと思うんだ。強いて言うなら、スライムの悲劇が再来しちゃう。

			　そんなとき、用事がひと段落ついたのか、アドリアーナさんが庭に戻ってきた。

			「誠せい一いちさんもミルクちゃんもずいぶんと楽しそうね！」

			「ウソでしょ!?」

			　この状況が楽しそうに見えるんですか!?　眼科に行くことをオススメします！　でもここ異世界じゃん。眼科なんてねぇよな……。

			「アルトリアちゃん、紅茶を淹いれたんだけど、どうかしら？」

			「あ、貰います」

			「まさかのティータイム!?」

			　こちとら必死だってのに！

			　俺の理想とする散歩ができないんだよ！　手に持った首輪に付けるはずのリードが虚むなしくなるっ！

			「クソっ、こうなりゃ自や棄けだ！　全力で相手してやるよ……かかってきな、ミルクちゃん！」

			「グルルルル……ウォオオンッ！」

			　俺は手に持ったリードを投げ捨て、ミルクちゃんを受け入れるかのように両手を広げた。

			　そして、ミルクちゃんはそんな俺に、なんの躊躇ためらいもなく飛び込んでくるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「あー……疲れたぁ……」

			「ハッ！　ハッ！　ハッ！」

			　俺とミルクちゃんは、アドリアーナさんの家の庭で寝転がっていた。

			　あのあと俺は、ミルクちゃんと全力で遊んだ。気づけば空は茜あかね色だった。

			　よくよく考えれば、俺とミルクちゃんがしていたことが遊びだとは一切思わない。化物じみたステータスを誇ほこる俺だからこそ、遊びの一言で片付けられるが、一般人ならまず即死だったろう。

			　でも、ミルクちゃんとそんな命のやり取りをした結果、意外と楽しかったという気持ちがあった。

			　もちろん俺がＭ体質になったとかじゃなく、純粋にスポーツを楽しんだあとの清すが々すがしさとかそんな感じだ。

			　結果、俺もミルクちゃんも疲れ果てていた。

			「おいおい……誠せい一いち、お前どんな体力してんだよ……」

			「依頼した私が言うことじゃないけれど、まさかミルクちゃんと互角に張り合うなんて、思ってなかったわ」

			　ま、マジかよ……。それ、本当にアドリアーナさんが言えたことじゃねぇな。

			「もともと体力には自信があったんで……」

			　体力は大丈夫だが、精神面で疲れが大きい俺は、気だるげにそう答えた。

			「いや、それにしてもおかしいだろ……ミルクちゃんの攻撃、お前受け流してただろ？」

			「生存本能のなせる業ですね」

			「……どんだけ必死だったんだよ……」

			　アナタたちが用意したんでしょうが！　……とは思ったが、口には出さないでおく。

			　それにしても、俺のステータスがバレたんじゃねぇかとすごく焦あせった。鑑かん定ていのスキルを使われても、大丈夫ではあるんだが……。

			「まあいいわ。誠せい一いちさんのおかげで、ミルクちゃんもずいぶんと楽しんだようだしね」

			　笑顔でそう告げるアドリアーナさん。

			　そんな笑顔に思わず毒気を抜かれていると、体力が回復したのか、ミルクちゃんが体を起こし近づいてきた。そして、いまだに寝っ転がる俺の顔中を舐める。

			「うわっぷ！　ちょっ！」

			　いきなり顔を舐められたことも驚きだが、それよりフードが脱げないか心配だった。

			「まあまあ！　ミルクちゃんが私や旦那以外にここまで心を開くだなんて……」

			　顔中を涎よだれでベタベタにされた俺を見て、アドリアーナさんが零こぼす。

			「ちょっと待ってください。それじゃあ、今までミルクちゃんを世話してた人には……？」

			「まったく心を開いてなかったわね。一日と同じ人が続いたことがなかったし……。だから怪我したのかしら？」

			　間違いなくそうだと思うよ！

			「死人や重傷者は出てなかったし、大丈夫よね！」

			「いやいやいやいや！　もっと使用人のことも考えてあげてくださいよ！」

			　命懸けすぎるだろ!?

			　名前も知らない使用人たちに同情しつつも、そんな危険なミルクちゃんに気に入られたことに密かな達成感を覚えていた。

			　たとえ依頼が雑用だったとしても、どれだけ本気で取り組んだかで、達成感も充実感も違ってくるんだな。

			　当たり前のようでいて、なかなか気付くことができない、そんな事実を確認し、ふと次に疑問に思ったことを聞いてみる。

			「そう言えば……ミルクちゃんとアドリアーナさんたちって、どこで出会ったんですか？」

			　ミルクちゃんはレベルも高いし強い。一般人であるアドリアーナさんがペットとして飼えることが不思議に思えた。しかし、俺のそんな疑問に対して、アドリアーナさんは笑って答えてくれた。

			「そんな大した話じゃないわ。旦那の仕事で、とある雪国に行くことがあったのよ。その国へ移動している最中、まだ子どものミルクちゃんが怪我をしているところに出くわしてね……親もいなかったようだし、怪我の治療をして、連れて帰って世話してたら懐かれちゃったのよ」

			「へぇ……」

			　魔物とはいえ、人間の優しさに触れれば、こうして仲良くなることもできるんだな。

			　この事実こそ、アルトリアさんが教えてくれたベルフィーユ教の教えに近いんじゃないだろうか。まあ、それでもなかなかうまくいかないのが現実なんだろうけど。

			「さて、私の依頼はこれで完了よ。……はい、これが今回の報酬」

			　自己完結しているところに、アドリアーナさんがなにやら重たそうな麻布の袋を渡してきた。

			　大きさとしては両手サイズのモノだが、いざ手渡されてみると、ズシリとした重さが一気に伝わってきた。

			「……え？」

			　失礼だと知りながら思わず袋の中を確認した俺は、短くそう呟つぶやくことしかできなかった。

			　なぜなら、袋の中には大量の銀貨と銅貨が詰まっていたからだ。

			「こ、これは……」

			「だから報酬よ。受け取ってちょうだい」

			「えええ!?　多すぎませんか!?」

			「いいのよ、これくらい。それに、誠せい一いちさんは今回頑張ったじゃないの。それに対する評価なんだから、素直に受け取りなさい」

			　多すぎるお金を返そうとするが、アドリアーナさんに拒まれる。

			　いや、確かに頑張ったけど……これは貰いすぎじゃねぇか？　銀貨も銅貨もそれぞれ90枚くらいは入ってるぞ？

			　とんでもない額にどうすればいいか困こん惑わくしていると、アルトリアさんが答えた。

			「依頼主から貰う正当な報酬だ。それを拒否するほうが、失礼ってもんだぜ？　貰っときな」

			「お、お二人がそう言うなら……」

			　アルトリアさんまでそう言うなら、断るのもどうかと思い、俺は素直に報酬を受け取った。

			「ふふっ。素直で大変よろしい。また依頼するかもしれないから、そのときもお願いしていいかしら？」

			「あ……はい！」

			　俺の返事を受け、アドリアーナさんはニッコリと微笑むのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　アドリアーナさんの家から出ると、サリアを迎えに行くために俺たちは孤児院に向かっていた。

			「よかったな、誠せい一いち。一つお得意先ができたじゃねぇか」

			「お得意先？」

			「そうだ。いい仕事をする冒険者は、依頼主から直接指名されることがあるんだよ。お互いの信頼関係で成り立つし、安定した収入を得ることもできるから、お得意先がいるってことは、一人前の冒険者として大事なステータスでもあるんだ。仕事をきっちりとこなすのは当たり前だけどよ、そういったこともあるから、日ごろから丁てい寧ねいな仕事をすることが大事なんだ」

			「なるほど……」

			　アルトリアさんが教えてくれることは、本当に勉強になる。それに、アルトリアさんの言った日ごろから丁てい寧ねいに仕事をするってのは冒険者に限らず、どの職業でも大切なことだろう。

			「さて、到着したわけだが……」

			　そんなやり取りや雑談をしていると、いつの間にか孤児院の前に到着していた。

			　アルトリアさんは、最初と同じようになんのためらいもなく教会内へと入っていく。

			　中に入ってアルトリアさんが呼びかけると、孤児院の院長であるクレアさんと、エプロンを身につけたサリアがやって来た。

			「あ、誠せい一いち！」

			「これはアルトリアさん。誠せい一いちさんの仕事は終わったのかしら？」

			「ええ、終わりました。それで、サリアを迎えに来たんですけど……。サリアのほうはどうでしたか？」

			「フッ……」

			　アルトリアさんの質問を受け、なぜかクレアさんが目を伏せる。

			　その様子は、『愚ぐ問もんだな……』と言っているようにも見えるのはなぜだろう。

			　そして――――。

			「完璧よ！　素晴らしいわ！　素晴らしすぎる！」

			「「…………」」

			　突然のハイテンションに、俺もアルトリアさんも唖あ然ぜんとする。

			「作るおやつは美お味いしいし、子どもたちが遊んで汚した場所も完璧に掃除する！　おまけに一緒に遊んであげるときも大怪我をしない範囲でしっかり見守り、ダメなものはダメだとハッキリと叱る。すっかりサリアちゃんは子どもたちの人気者よ！」

			　クレアさんが力説していると、教会の奥からたくさんの子どもたちがやって来た。

			「サリアお姉ちゃん、私と遊んでー！」

			「あ、ズルイ！　今度は私と遊ぶの！」

			「見て見て～！　上手に描けたのー！」

			「サリアお姉ちゃん、トイレ～」

			　子どもたちはやって来るなり、サリアに群がり始めた。

			　すげー……本当に人気者なんだな。

			　隣でアルトリアさんも唖あ然ぜんとする。そんな目の前の光景に二人揃って驚いていると、

			「コラッ！　お客さんが来てるんだよ？　まず挨あい拶さつをしなきゃダメでしょ？」

			　腰に手を当てサリアが子どもたちを叱った。すると、子どもたちは元気よく返事をして、俺たちに挨あい拶さつを返す。なんていうか……お母さんみたいだな。

			「あと、ごめんね？　今日はもうみんなとバイバイしないといけないの」

			「「「えええ～！」」」

			　サリアの言葉に子どもたちはみな悲しそうな声を上げる。

			「大丈夫！　また今度遊びに来てあげるから……ね？」

			　その言葉に子どもたちは不満もあるようだが、何とか納得してくれた。

			「大丈夫よ！　サリアちゃんは今度から私が名指しで依頼するもの！　いつでも会えるわ！」

			　クレアさんは、子どもたちに向けてそう告げた。サリアもどうやらお得意先というモノができたようだな。

			　そんなことを思っていると、クレアさんは俺がアドリアーナさんから貰ったような麻袋を持ってきた。

			　ただし、アドリアーナさんのように大きな袋ではなく、片掌に収まる程度の大きさだった。

			「これが今回の報酬よ。本当はもっと上乗せしてあげたかったんだけど……」

			「別にいいの！　みんなと出会うこともできたし、遊ぶこともできたんだから！　これ以上にないくらいの報酬を貰ってるよ」

			　サリアの言葉に感激するクレアさん。サリアって子どもっぽい口調の割に、すごくしっかりしてるな。俺の中身が子どもっぽすぎるってのもあるかもしれないが。

			「ありがとう、サリアちゃん！　また、依頼を出したら受けてくれるかしら？」

			「もちろんっ！」

			　クレアさんの言葉にサリアが元気よく返事をすると、俺たちは孤児院を後にした。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ほら、これが廃はい墟きよの解体の報酬だ」

			　カオスが広がるギルドに戻ると、受付のエリスさんから受け取った報酬をアルトリアさんが俺に手渡してくれた。

			　やはりというか、アドリアーナさんから貰ったお金のほうが多かった。

			「ハハハハハッ！　初の依頼……無事成功させてきたようだな！」

			「お疲れさまですわ」

			　俺たちの下に、ガッスルとエリスさんがやって来る。……ガッスルのヤツ、仕事してんのかな？

			「冒険者となると、ほとんどの者が討とう伐ばつ系の依頼などを多く受けるようになる。それは、報酬が断然いいからだ。だが、君たちが今回受けた、雑用系の依頼だって立派な仕事なのだよ。それが、今回の依頼で分かったかな？」

			「ああ」

			「うん！」

			　これまでになく真面目な様子で告げるガッスルの言葉に、俺もサリアも即答した。

			　地味な仕事が多いかもしれないけど、雑用も立派な仕事の一つで、仕事に優劣なんて考えちゃダメなんだ。与えられた仕事をどれだけ本気でこなせるかが、大切なんだよな。

			　即答した俺たちに、ガッスルは一瞬目を見開くと、優しげな笑みを浮かべた。

			「そうか！　分かったのならいいのだ！　私の筋肉も喜んでいるからな！」

			　結局いつも通りでガッカリだよ！

			　そんなガッスルの様子に呆あきれていると、エリスさんが俺とサリアに掌サイズの白い板を渡してきた。

			「それは、ギルドに登録していない人に渡す、仮ギルドカードですわ。仮とは言え、身分証としての役割も果たしますので、失くさないでくださいね？」

			　渡された白い板を見てみると、最初に紙に書いた内容が、書き記されていた。

			「さて、君たちの雑用系の試験は終わったが、明日は採取系の依頼を受けてもらうぞ？」

			「ああ……あ」

			「ん？　どうしたよ？」

			　ガッスルの言葉に答えた直後、俺はあることに気付いた。

			「俺たち、今日泊まる場所を確保してないんですけど……」

			「んだよ、そういうことか……だったらオレと同じ所に来るか？」

			「え？」

			「一応宿代もそこそこの値段だし、安全面も安心していい。それに、朝昼晩と出る食事も美お味いいぞ」

			「そこにしましょう」

			　アルトリアさんの誘さそいに即答した。美お味いしいごはんが、魅力的だった。

			　そんなことを思っていると、ガッスルとエリスさんはなぜかアルトリアさんのほうを見て、目を見開いていた。何で？

			「んじゃ、とっとと行こうぜ。オレは少し疲れたんでな……」

			「え？　あ……ちょっと待ってくださいよ！」

			　不思議に思い首を傾かしげるが、アルトリアさんはギルドをさっさと出ていく。

			　ここではぐれてしまえば、宿屋がどこか分からないので、俺とサリアはエリスさんたちに簡単な挨あい拶さつを済ませ、急いでアルトリアさんを追いかけるのだった。

			「エリス君。アルトリア君が、同じ宿屋に誘さそったぞ」

			「え、ええ……。いつものアルトリアさんでしたら、絶対にあんなことしませんわ……」

			「ううむ……まあ、いい方向に進んでいるようでなによりだ。私の筋肉も歓喜している」

			「さて、仕事しますか」

			「あれ？　無視？」

			　そんなやり取りがギルドで行われていたということを、やはり俺たちは知らない。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ここが、オレが泊まってる宿だ」

			「おお……」

			　俺たちが連れて来られた場所は、『安らぎの木』と書かれた宿屋だった。

			　見た目はそれほど派手ではなく、人通りも多い場所にあるというわけでもないが、ギルドからの距離はちょうどいい感じだった。

			「とっとと入って、部屋とるぞ」

			「あ、はい」

			　宿屋に入ると、中はある程度の賑にぎやかさに包まれていた。とても広いわけではないが、いろいろな意味で丁度いい。辺りをキョロキョロと見渡していると、一人の女性が近づいてきた。

			「あら？　お帰りなさい、アルちゃん」

			「……おう」

			　あ、アルちゃん？　愛あい称しようかなんかだろうか？

			　女性の発言に内心首を傾かしげていると、女性は俺とサリアの存在に気付いた。

			「あら？　そちらの方たちは？」

			「今オレが試験監督として受け持ってる新人だ。この二人に部屋を用意してやってくれ」

			「まあ、あのアルちゃんがねぇ～。今ちょうど二人部屋が一つだけ空いてるんだけど……そこでいいかしら？」

			　女の子と同じ部屋で眠るのがマズイという意識は、このテルベールに来るまでの旅のなかで一緒に寝続けただけあり、すでに持っていない。

			　なので、俺もサリアも了承の意を伝える。

			「別に大丈夫ですよ」

			「私も大丈夫！」

			「それじゃあ、何日間泊まるのかしら？」

			「そうですね……取りあえず１ヵ月くらいでお願いします」

			「分かったわ。それじゃあ、銀貨50枚だけど大丈夫かしら？」

			　今さらだけど、１ヶ月が通じて良かった。日月の概念は異世界でも同じみたいだ。つか、銀貨10枚あれば一年過ごせるって神からの知識には書いてあったけど、50枚って軽く５年分だよな。神もこの世界には基本ノータッチって言ってたし、ずいぶん前のお金の価値で考えてるんじゃないだろうか？　もしそうなら、お金の価値なんかを今一度調べなおす必要があるかもしれない。

			　取りあえず、金銭面は大丈夫だったので、俺はアイテムボックスから銀貨を取り出した。

			「大丈夫です」

			「はい、確かに受け取りました。あ、私はフィーナよ。ここは私と旦那、そして娘の三人で切り盛りしてるの。よろしくね？」

			「あ、えっと……俺は誠せい一いちです。よろしくお願いします」

			「私はサリアです！　よろしくお願いします」

			「誠せい一いち君とサリアちゃんね。それじゃあ簡単に宿の説明をさせてもらうわ。食事は毎食３回分出すわ。時間なんかは決まってないから、欲しいときに食堂に来てくれれば、いつでも旦那が作るわよ。食堂はちょうど人もいないし……一応顔合わせしておいてもらおうかしら。アナター！　ちょっと来てくれるー？」

			　旦那さんが作ってんのか……こういうところの旦那さんって、厳いかついイメージがあるな。

			　ずいぶん偏かたよった考え方だとは思うが、そういうイメージが俺の中では強かった。

			　そして、フィーナさんはとても美人である。うーん……宿屋にいる女性は美人ってのは常識なんだろうか？　あ、恰かつ幅ぷくのいいおばちゃんというのも王道だよな。

			　とにかく、このときの俺はフィーナさんの旦那さんを厳いかついおっさんくらいに想像していた。

			　しかし、俺の想像は一瞬で砕け散った。

			「呼んだかい？」

			「あ、来たわね。この二人が今日から泊まるお客さんよ」

			「そうなんだ……僕は、この宿屋で料理を担当してるライル。よろしくね」

			「え？　あ……はい。えっと……誠せい一いちです」

			「サリアです！」

			　フィーナさんに紹介された旦那さんは――――メチャクチャ爽さわやかなイケメンだった。

			　エプロンに身を包む姿は、地球で存在していたイクメンを想像させる。

			　誰だよ。宿屋の旦那さんがおっちゃんだって決めつけたの。ライルさんイケメンじゃねぇかよ。

			「誠せい一いち君もサリアちゃんも、お腹が空いたときは僕に言ってね？　ちなみに、３食までだったら無料だけど、４食目からはお金を貰うから。気を付けてね？」

			　なるほど。まあ、時間を気にせず食べられるのは嬉しいかな。

			　つか、ライルさんの動作が全部爽さわやかに見えるのはなぜだ。イケメンってズルイ。

			「そうそう、お風呂はないけど、体を拭くタオルとお湯だったら用意するから。洗濯してほしい服も、言ってくれれば洗うわ」

			　一人勝手にイケメンに軽く嫉しつ妬としていると、フィーナさんがそう告げた。

			　おぉ、至れり尽くせりだな。まあ、俺には生活魔法のウォッシュがあるから大丈夫だとは思うけど……。

			「それじゃあ、はい。これが部屋の鍵よ。出かける時は私に預けてちょうだいね。それじゃあ今、娘に案内させるわね」

			　フィーナさんに渡された鍵には、３０１と書かれてあった。

			「オレの隣の部屋か」

			　ふと、アルトリアさんが小さくそう呟つぶやいた。

			「まあ、何かあったらオレの部屋に来い」

			「ありがとうございます！」

			　うん、アルトリアさんいい人過すぎる。内心アルトリアさんの優しさに感動していると、宿屋の奥から一人の女の子がやって来た。

			「この子が私たちの娘、メアリよ」

			「新しいお客さんね！　よろしく！」

			「俺は誠せい一いち。よろしく」

			「私はサリア！　よろしくね」

			　メアリは、緑色の髪の毛をポニーテールにしており、瞳ひとみは赤色。そして何より、フィーナさんとライルさんの娘というだけあり、すごい美少女だった。絶対に看板娘だろ。

			　年齢的には俺と大差ないようだけど……本当に美男美女で結婚すると、生まれる子どもも美男美女なんだね。まあ例外はいるかもしれないけど。

			「それじゃあついてきて！　案内するわ」

			　メアリについて移動すると、メアリは突然止まり、ある場所を指さした。

			「あそこが食堂よ。いつもはあそこでお父さんが働いてるから、お腹が空いたらあそこに行ってね？」

			　そんな感じで簡単に宿屋の説明をしていくメアリ。

			　確かに簡単な説明だが、とても分かりやすい。

			　同い年っぽいのに、メアリはどう考えても俺よりしっかりしている。

			　その事実に軽くへこんでいると、いつの間にか俺たちの泊まる部屋の前に到着していた。

			「ここが誠せい一いちさんたちの泊まる部屋よ」

			「ここが……」

			「だいたいの説明はお母さんから聞いてると思うけど、何か分からないことがあったら気軽に訊きいてね！　それじゃあ、私は他の仕事があるから！」

			「ありがとう」

			　俺がそう言うと、メアリは笑顔を浮かべて去っていった。

			「んじゃ、オレはそろそろ部屋に戻って休ませてもらうぜ。お休み」

			「あ、お休みなさい」

			「お休み！」

			　アルトリアさんがそう挨あい拶さつをすると、欠伸あくびをしながら俺たちの隣の部屋に入って行った。

			「さて、俺たちも部屋に入るか！」

			「うん！」

			　鍵を使って部屋に入ると、そこには二人で使用するには少し広めな空間が広がっていた。

			　ベッドはちゃんと二つあるし、テーブルや椅子もある。設備はかなりいい。

			　辺りを見渡し、そんな感想を抱いていると、隣でサリアが可愛らしい欠伸あくびをした。

			「ふぁ～……」

			「どうした？　疲れたのか？」

			「うん……ちょっとね……」

			「でも晩飯食べてないだろ？」

			「そうなんだけど……お腹もあんまり空いてないの」

			「そうか……それじゃあもう寝るか？」

			「うん……」

			　サリアは目をこすりながら、そのままベッドに倒れ込む。しばらくすると、可愛らしい寝息が聞こえてきた。

			「……疲れてたんだなぁ」

			　俺も確かに一日中走り回ったし、精神的に疲れていたけど、サリアも子どもたちの相手をして、いろいろ疲れたんだろう。俺はベッドに倒れ込んだサリアを抱え、しっかり毛布をかけてやる。毛布をかける前に、生活魔法のウォッシュを使用し、体も綺き麗れいにしておく。

			「う～ん……誠せい一いち……」

			　寝言で俺の名前を呟つぶやくサリアの表情は、穏やかで、それでいてとても綺き麗れいだった。

			「誠せい一いち……大好き……」

			　その呟つぶやきを聞き、思わず顔が真っ赤になる。

			　ゆ、夢の中でも俺のことを想ってくれてるのか……。

			　その事実に恥ずかしさがこみ上げるが、それ以上に嬉しいという気持ちで胸の中が満たされた。

			「……お休み、サリア」

			　最後にそう呟つぶやくと、俺も晩飯を食わずにそのまま眠りに就くのだった。

		

	
		
			採取

			　

			「よし、それぞれ採取してきた薬草を見せてみな」

			　今日は、街の外に出て二つ目の『採取』の試験を受けていた。

			　試験内容は簡単で、街の城じよう壁へき付近に生える薬草を一人10本採取できればクリアだ。

			　そんなわけで、俺もサリアも先ほどまでは別々で薬草を探し、今は見つけてきたモノをアルトリアさんの前に並べているところだった。

			　アルトリアさんが言うには、薬草は街の外に出ればすぐに見つけられるような代物で、魔物と遭そう遇ぐうすることもまずない。戦闘をするような場面になることは有り得ないらしい――普通なら。

			「まずはサリアからだな……っと」

			　戦闘をするような場面にはならないと言っていたはずだが、当の本人であるアルトリアさんは、なぜか襲いかかってくるスライムを蹴り飛ばしていた。

			　……あれ？　普通に戦ってね？　魔物の出現率が少ないって聞いてたのに、たった今蹴り飛ばされたスライムを含めて20匹ほど遭そう遇ぐうしてるぞ？　全部アルトリアさんが倒してるけど。

			　そんなことを思っていると、俺の気持ちを察したらしく、アルトリアさんが苦い顔をする。

			「あー……オレには襲いかかってきてるけどよ、こんなことは普通ないから安心しろ」

			「はあ……」

			　いや、まあ今の俺なら何が襲いかかってきても負ける気はしないけど……なんせ俺、怪物だし。

			「ま、今回はなぜかスライム程度で済んでるんだが……」

			「え？」

			「……何でもねぇよ。それよりサリア、見せてみな」

			「うん！」

			　サリアは元気よく返事をすると、根っこから引き抜かれた草の束を取り出した。

			『果てなき悲愛の森』で手に入れた特薬草とは違い、少し茶色がかっているのがこの薬草の特徴だった。ちなみに、匂いを嗅かいでみると爽さわやかな匂いがした。

			「おし、オレの言った通り、ちゃんと根から引き抜いてきたな」

			「うん、言われた通りにしたけど、依頼で必要なのは葉の部分だけだよね？」

			　サリアの当然ともいえる疑問に、アルトリアさんが答える。

			「ああそうだ。でも、根っこごと引っこ抜いたほうが新鮮な状態で採取できる。その上、薬草の根には薬草の葉とは別に、滋じ養よう強きよう壮そうの効果があるからな。だから、薬草を採取するときは必ず根から引っこ抜け。最近はこのことを知ってるヤツは少ないけどよ、知ってて損はないぜ？」

			　おお、冒険者の豆知識みたいなヤツだな。本来使う部分以外が別の効果を発揮するなら、そういう知識を蓄えたりしていくのも大事なことなんだろう。

			「ちなみに、薬草の根は煎じて飲むのが一番効果的なんだが、スゲー苦いからあんまりおすすめはしねぇな」

			「苦さを和らげる方法とかってないんですか？」

			「そうだな……。一番簡単なのは、砂糖と混ぜ合わせることなんだけどよ……まあ砂糖は高級品だからな。そこは代用品として、『スイートフラワー』から採取できる蜜を混ぜれば、甘くなって飲みやすくなるぞ」

			　うーん……そんな裏技を知ってるあたり、アルトリアさんは料理もできそうだな。勝手な想像だけど。

			「ま、根っこも確かに大事だけどよ、ギルドが求めてるのはあくまで『薬草の葉』だからな。ギルドに渡す前に、自分で葉の部分と根の部分を二つに切り分けるのは忘れるなよ？」

			「「はーい」」

			　俺もサリアも間延びした返事をする。

			「よし。んじゃ、次は誠せい一いちだな」

			「はい！　これです！」

			「…………」

			　俺は、採取してきたモノをアルトリアさんに差し出した。

			　すると、アルトリアさんは俺の差し出した物を見て、沈黙する。そして、少し間を置いたあと、静かに口を開いた。

			「……一応聞くけどよ、こりゃなんだ？」

			「え？　キノコです」

			「見りゃ分かる！」

			　俺は、アルトリアさんにキノコを差し出していた。それも10本。

			「試験内容は薬草10本の採取だろうが！　何でキノコ採取して来てんだよ！」

			「やだなぁ、ちゃんと見てくださいよ。ただのキノコじゃないんですよ？　『魔力茸』です」

			「キノコの種類なんざ聞いちゃいねぇよ！」

			「ですよねー」

			　やっぱりダメだったか。

			　別に、わざとアルトリアさんに『魔力茸』を持って来たわけではない。

			　しっかり探したはずなのに、なぜか俺の探した場所には薬草が一本も生えていなかったのだ。そんなこんなでこうして一本も見つけることができず、今に至る。

			　ただ、その代わりというか、『魔力茸』は異常に生えており、仕方がなく薬草の代わりとして採取してきたのだ。

			　話は変わるが、『魔力茸』とは、魔力を回復するための『マナポーション』と呼ばれるアイテムを作るために必要な、珍しいキノコらしい。

			「いやあ……薬草が見つからなくて……」

			「有り得ねぇだろ!?　ただの薬草だぞ!?　オレだって20本ほど見かけたぞ!?」

			「え？」

			　あれ？　おかしいな……結構頑張って探しても見つからなかったんだぜ？　そんな20本もあるわけが……。

			「ほら、誠せい一いちの足もとにもあんじゃねぇか」

			「ガッテム！」

			　アルトリアさんに言われて足もとを確認すると、普通に５本も生えていた。あ、あれ？

			「逆によく『魔力茸』なんて見つけられたな。それこそ必死に探しても１本見つかるかどうかって代物だぞ？　何で10本も見つけてきたんだよ……」

			「運がいいんだか悪いんだか分かりませんね！」

			「それはこっちの台詞せりふだっ！　どのみち薬草10本採取できてないお前は失格だよ！」

			「ナ、ナンダッテー!?」

			　いや、そこまで本気で驚いてないんだけど。

			　ただ、このまま試験に不合格というのもアレなので、急いで足下の薬草５本を根っこごと引っこ抜いた。

			　これで、俺も試験に合格できる！　……計画通り。

			「ほら、ちゃんと採取できたじゃないですか」

			「……残りの５本はどうするんだ？」

			「…………」

			　そうだったあああああああ！　合格基準が薬草10本じゃん！　あと５本足りねぇよ!?

			「さ、探してきまああああああす！」

			「あ、おい！」

			　俺は叫ぶと、急いで残りの薬草を探すためにその場から駆けだした。

			「は、速っ!?　アイツ、どんな脚力してんだよ……。それより、誠せい一いちぃ！　ゼッテェ森には行くなよー！　そんでもって、あんまり遠くに行くなー！　……ってもう見えなくなったぞ!?」

			　後ろでアルトリアさんが何かを言ったような気がしたが、もうだいぶ距離が離れていたこともあり、よく聞こえなかった。

			「……あ、ここにも薬草５本生えてんじゃねぇか」

			　俺がその場から去ったあと、アルトリアさんは小さくそう呟つぶやいたらしい。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ねぇよバカ野郎っ！」

			　とにかく走り回り薬草を探し続けたが、結局１本も見つからなかった。

			　とにかく『魔力茸』や『解毒草』とかそんなモノばかり見つかってしまう。薬草はどこ!?

			「なんか探しまわってるうちに、遠くまで来ちまったし……」

			　一つ丘を越えたら、アルトリアさんたちの姿が視認できなくなってしまった。俺って迷子？

			「うーん……何で見つからないんだ？」

			　探し方が悪いんだろうか？　さっきもアルトリアさんに言われて初めて足もとに生えていたことに気付いたわけだけど……。

			　もっと、注意深く観察しながら探してみるか。薬草探しを再開させた俺は、ふと視界の端に木々を捉えた。

			「ん？　あそこは……森か？」

			　視線を向けると、そこは木々が鬱うつ蒼そうと生い茂る場所だった。

			【果てなき悲愛の森】とは違い、禍まが々まがしい雰囲気は一切感じられないが、森であることは間違いなかった。

			「うーん、あそこなら、薬草もいっぱい生えているかもしれないな」

			　そう推測した俺は、早速森まで移動する。

			　近づいて分かったが、やはりというか、俺が転移させられた【果てなき悲愛の森】がどれだけ過か酷こくな場所だったか分かった。

			　目の前の森からは殺気立ったものは一切感じられず、清すが々すがしさを覚えるほどだった。

			「ま、危険なことだらけだったけど、あそこはそれ以上に大切なモノを手に入れた場所だからな」

			　目を閉じ、少しの間感傷に浸る。

			「よし、んじゃ早速探しますか！」

			　目を開け再び意気込み、一歩踏ふみ出したその瞬間だった。

			「――――！」

			「――――!?」

			「――――」

			「ん？」

			　森のほうから、話し声が聞こえてきた。

			　別に、森に誰がいようが、俺とはまったく関係ないわけだが、薬草探しの最中人と出会っていなかったこともあり、どんな人が何のために森にいるのかが気になった。

			　同じ冒険者で、ギルドからの依頼か何かで来てるのかな？　それとも、旅の人とか？

			　いろいろと推測しながら、話し声が聞こえた場所まで移動する。もちろん、その最中も薬草探しは忘れない。

			　森のなかをどんどん進んで行くと、声の主であろう人たちがいた。

			　少し遠くから観察してみると、人数は３人である。

			　しかも、全員人間ではないようだ。

			　なぜなら、その３人の肌はだの色が、俺たち人間とは違い、青色だったからだ。

			　そして何より、３人のうちの一人の頭からは、悪魔の角っぽいモノまで生えていたのだ。人間なわけがない。

			　遠くから観察する限り、別に言い争っているとか、何か困っているという感じじゃないな。むしろ、楽しそうに話しているようにさえ見える。

			　こんな森のなかで、立ち止まってまでいったい何の話をしてるんだ？

			　離れた位置にいる３人に興味がわいた俺は、さらに近づくことにした。

			「ベルさん、とうとうやっちゃいましたね！　あれだけ設置すれば、誰か一人ぐらいは引っ掛かるでしょ！」

			「そうだな」

			「でも……レイヤ様の命令を無視して、勝手に人間界に来ちゃったりして良かったんでしょうか？」

			「そうだな……まあ、バレたらお仕置きだろうな……」

			「……ちょっと急用思い出したんで帰ります」

			「あ、自分も……」

			「逃がすかっ！」

			「は、放してくださいよぉ！　俺、死にたくないですもん！」

			「バカ野郎っ！　それは俺も同じだっ！　だがよ……今回の作戦が成功すれば、レイヤ様のお仕置きもなしで、その上昇格だって夢じゃないんだぜ？」

			「そ、そうですけど……」

			「家族のことを考えると……」

			「そんなことは分かってる。でも、お前たちに護るべき家族がいるように、俺にだって家族がいるんだ。しかも、俺のところは今度子どもも生まれるしな」

			「な、ならどうして……」

			「そんな危険を冒す必要が……？」

			「フッ……俺はこの作戦を機に、昇格して妻に楽をさせてやるんだ……」

			「「あ、アンタって人は……！」」

			　…………。

			　い、いったい何の話をしてるんだ？　お仕置きだの昇格だの……後半は意味不明だったし……。

			　まあ、赤の他人である俺が、話の内容を理解できるわけもないんだけど。

			　つか、ベルとかっていう人、それ死亡フラグじゃね？　大丈夫なの？

			　取りあえず、俺自身の疑問は棚上げしよう。別にどうでもいいわけだからな。でも、一応目の前の３人には、近くで薬草見なかったかどうかだけでも訊きいてみようかな。決して、自力で探すことが面倒になったわけではない！　……と思いたい。

			　そうと決まれば早速行動に移すわけで、俺はいまだによく分からない話し合いを続ける３人の前に姿を現した。

			「あ、あのぉ……」

			「「「誰だ!?」」」

			「っ！」

			　び、ビビった……いっせいに声を揃えて振り向くもんだから、体がビクッ！　ってなったじゃないか。一人で勝手に驚いていると、３人は俺の姿を確認した途端、目を見開いて驚いた。

			　そんな反応をされたもんだから、驚いていたはずの俺が逆に冷静になってしまう。

			　冷静になった頭で、改めて目の前の３人を確認した。

			　一人はヒョロっと背が高く痩せており、もう一人は真逆で昔の俺のように太った体で背も小さかった。

			　そして、真ん中に立っている男は、一目見て鍛きたえられたものだと分かる体つきをしていた。何なの？　このアンバランスなようでバランスの取れた組み合わせは。

			　そんな３人に共通していえることは、遠くから見ていたときにも確認できていたが、肌はだの色が青色だということだろう。それ以外は、特に俺たちと変わりはない。獣じゆう人じんではなさそうだし……悪魔っぽいツノも生えてるから、悪魔族とか？　安直だけど。

			　こうしていつまでも不躾に相手を見るものではないと思った俺は、早速話しかけてみることにした。

			「えっと――――」

			「なぜ人間がこんなところに!?」

			「ま、まさか……もう俺たちの計画がバレたとか!?」

			「嫌だあああああ！　レイヤ様のお仕置きだけは嫌なんだああああああ！」

			　失敗した。なんでか知らんが、俺が話しかけようとした途端に騒ぎ出した。

			「あ、あの……貴方あなたたちはいったい……？」

			　薬草のことを訊きくはずだったのに、ここまで騒がれてしまっては目の前の３人がいったいどういう存在なのか気になってしまう。

			　すると、俺の質問に対して、マッチョな男が答えた。

			「フッ……バレてしまったのならば仕方があるまい！　俺は魔族軍第三部隊隊長レイヤ様直属部隊、『ヴィクティム』のリーダー、ベル・ジゼル！」

			「同じく『ヴィクティム』所属、ボスコ・ダン！」

			「テリー・ヘムト！」

			「魔族軍の玉ぎよく砕さい隊とは――――」

			「「「俺たちのことよ!!!!」」」

			「…………」

			　なるほど、ただの変態か。納得し、一つ頷うなずくとその場からそっと立ち去ろうとしたのだが、

			「逃がすか、バカっ！」

			「えぇ……」

			　しかし、回り込まれた。

			「何しれっと立ち去ろうとしてんだよ！」

			「いや、だって……貴方あなたたちって頭がおかしい人でしょ？　関わりたくない……」

			「今度はしれっと酷ひどいな!?」

			　俺は隊の名前のほうが酷ひどいと思ったけどな。

			　なんだよ、『ヴィクティム』って。英語だったら意味は『犠ぎ牲せい者しや』だろ？　それに、自分たちで『玉ぎよく砕さい隊』って言ってるし……もう哀れで言葉もねぇよ。完全な捨て駒じゃねぇか。

			「何なんですか、いったい。俺は薬草探しで忙しいんですけど」

			「お前こそ何なの!?　お前が話しかけてきたんだよねぇ!?」

			　そうでした。

			「つか、お前は誰だよ！」

			「俺は誠せい一いち。さっきも言ったけど、薬草探しにこの森に来たんだ。そしたら、アンタらの話し声が聞こえて……薬草見かけなかったか訊きこうとしたけど、何だかお取り込み中のようだったから、こうして諦あきらめようと思ったんだよ」

			「薬草探しになんで森まで来てるんだ？　そこら辺に薬草くらい生えてるだろう？」

			　俺の説明に対して、痩せた男――――ボスコがそう言った。

			「だってないんだから仕方ないだろ」

			「まあ、お前の理由なんざどうだっていい……」

			　今度は太った男――――テリーが口を開く。

			　いや、どうでもよくないんだけどな？　俺にとっては一大事だからね？

			「誠せい一いち……だったな？　お前は、俺たちの姿を目撃してしまった……。残念だが、そんなお前をもう、生かして帰すわけにはいかない」

			「はい？」

			　え、何言ってんの？　『生かして帰すわけにはいかない』って……俺殺されんの!?

			　突然の事態に驚く俺を無視し、テリーはベルたちになにやら合図を送る。

			　そして、その合図を受け取ったベルは、一つ頷うなずくと、指を鳴らした。

			　すると、ベルたちの背後から、ズシ、ズシと足音を響かせ、緑色の皮ひ膚ふに、何かの動物の毛皮を腰に巻いた３メートルほどの人間らしきヤツが現れた。

			「コイツはトロール。人間どもの間では、Ｂ級の魔物なのだろう？」

			「いや、知らんけども……」

			　トロールと呼ばれた魔物は、目や鼻や口等と人間に共通する箇所が多いにもかかわらず、動作の一つ一つにどうにも知性を感じられない。

			　耳は少し尖とがっており、頭は綺き麗れいに禿はげている。手には大きな木の棍こん棒ぼうが握られていた。

			「まあいい……トロール！　やっちまいな！」

			　古いアニメの敵キャラが下っ端に言いそうな台詞せりふをベルが言うと、トロールは目をカッ！　と見開き、棍こん棒ぼうを振り上げ襲ってきた。

			「オオオオオオオオオッ！」

			「えええええ!?　マジで殺されんの!?」

			　初対面なのに酷ひどくね!?　俺何かした!?

			　ベルたちに出会って間もないはずなのだが、なぜか俺はトロールに襲われていた。

			　だが、俺自身の固有スキルである『心眼』により、トロールの攻撃は異常なまでに遅く映って見えた。

			　うーん……これは倒しちゃっていいんだろうか？　いいよね？　よく分からないけど襲って来るわけだし。

			　目の前のトロールを倒すことに決めた俺は、ふといいアイディアを思いついた。

			　それは、スライムを倒して手に入れたスキルである『吸収』を使ってみようということだった。ちょうどトロールも俺に向けて攻撃してきているわけだから、直撃の瞬間に発動させよう。

			　迫りくる棍こん棒ぼうをぼけーっと眺め、棍こん棒ぼうが近づくのを待つ。そして棍こん棒ぼうが触れた瞬間、俺は『吸収』を発動させた。

			　するとどうだろう。今まで勢いよく迫っていたはずの棍こん棒ぼうの勢いと威力のすべてが失われ、同時に俺の体のなかに形容しがたいエネルギーが流れ込む。そしてそれは、俺の体のなかを何周も駆け巡めぐると、やがて完全に俺の体へと吸収された。

			「おお、できた」

			「「「「…………」」」」

			　棍こん棒ぼうを頭で受け止めた状態でそう言うと、ベルたちはそんな俺の様子を見て、無表情になっていた。よく見れば、トロールも無表情である。

			　しかし、その無表情は徐々に崩れて――――。

			「「「「ん!?」」」」

			　目をこれでもかというほど見開き、口を開くのではなく逆にきつく結ばれた状態で口角を上げるという何とも形容しがたい顔で、目の前で起こった現実に驚いていた。

			　あんまりにも間抜けな表情なので、本当に驚いているのだろう。

			「ベ、ベルさん……今、確実にトロールの攻撃、当たりましたよね？」

			「あ、当たったな……トロール、お前当てただろ？」

			「オ、オォ……」

			「これは、魔術的な何かが絡んで、攻撃が外れたんじゃ……」

			「いや、棍こん棒ぼうが頭に当たってるじゃないですか……確認するまでもなく、しっかり当たってますよ……」

			「「「「…………」」」」

			　俺を置いて勝手に会話を始めたかと思うと、今度は口を閉じてしまった。

			　そして、それぞれが顔を見合わせると、ベルが顔を盛大に引き攣つらせながら言った。

			「こ、ここここ今回はみ、見逃してやらぁ！」

			「そ、そそそそうですね！」

			「け、決して負けたわけじゃないですもんね！　俺たちの慈じ悲ひでですもんね!?」

			「オ、オォオ!?」

			「ま、まあ？　俺たちの作戦はすでに完了してるし？　お前みたいな化物がいるって情報も手に入ったし？　結果的に言えば、俺らの勝ちだと思うんだよね？」

			「そ、そうですよ！」

			「異論はありません！」

			「と、いうわけで――――」

			　俺に口を開かせる暇ひまを与えず、矢継ぎ早に言葉を浴びせてきたベルたちは、トロールを含めて全員、地球にある緑色の非常扉や非常口に描かれた、あの有名なピクトさんと同じ体勢になり――――。

			「「「退散っ！」」」

			「オオッ！」

			　そのまま、呆然とする俺を放置し一目散に逃げ去った。どうでもいいけど、トロール……あの巨体で異常に足速いな。

			　…………。

			「いったい何だったんだ……？」

			　嵐のように去っていったベルたちに、俺はそう呟つぶやくことしかできなかった。

			「あ、薬草……」

			　そして、とうとうベルたちに薬草の場所を聞くことは叶わなかった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「あ、やっと帰って来た！」

			「どこまで行ってやがったんだよ……」

			　結局一本も薬草を見つけることができず、とぼとぼとアルトリアさんたちの場所まで戻ると、サリアは笑顔で、アルトリアさんは呆あきれ気味にそう言った。

			「んで？　散々探しまわっただろ？　何本見つかったよ？」

			　アルトリアさんに悪気はないのだろう。だが、その言葉は今の俺には何よりもキツイッ！

			「…………」

			「え？　まさか……お前……マジか？」

			　俺が無言でいると、アルトリアさんは信じられないものを見るような目でこちらを見てきた。えっと、泣いていい？

			「頑張って探したんですよ？　でも……見つかったのは『魔力茸』や『解毒草』がそれぞれ数十本ほどで……」

			「おかしくねぇか!?　何で薬草より発見困難なアイテムをそんなに採取して来てんだ!?」

			「俺に訊きかないでくださいよぉ……」

			　もう俺は半泣きだった。あらやだ、涙が出ちゃう。

			　そんな情けない姿を晒さらしていると、アルトリアさんはやれやれと言った様子で、腰に巻き付けてあったモノを取り出した。

			「ほら、くれてやる」

			「え？」

			　そう言いながら渡されたのは、５本の薬草だった。

			「お前が探しに行った直後に見つかったんだ。オレの足もとでな」

			「そ、そんな……」

			　俺、念入りに探したはずだよ？　おかしくね？

			「まあ、本当ならこういう手助け的な行為は褒ほめられたもんじゃねぇんだけどな……ま、損するのは手助けした側だけだ、受け取っときな」

			「い、いいんですか？」

			「遠慮してんじゃねぇよ。次から頑張んな」

			「あ、アルトリアさん……！」

			　お姉さまや！　いや、姐ねえさん……姉あね御ごや！

			　感動した様子でアルトリアさんを見ていると、アルトリアさんは恥ずかしそうに顔をそむけた。

			「も、もう終わりだ！　とっとと帰るぞ！」

			　そう言い、先に街へと帰っていくアルトリアさんのあとを、俺とサリアは顔を見合わせて笑い、急いで追いかけるのだった。
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			転移魔法

			　

			「いや～、本当にまいっちゃいますよね！　確かに規則を破って人間界に行ったことは悪いとは思ってますけど、それ以上にしっかりと任務を完かん遂すいさせてきた俺たちって、すごくないですか？　まあ、正式な任務じゃなくて俺たちの独断なんですけど。でもでも、有益な情報を手に入れてきたりもしたわけですから、今回の件は当然おとがめなしですよね？　ハイ、ウソです、ゴメンナサイ。軽いジョークを言ってみただけです。猛もう省せいしているので許していただきたいッ！」

			　魔族軍第三部隊隊長直属の『ヴィクティム』のリーダこと、俺――――ベル・ジゼルは全力で土下座をしていた。

			　そんな俺の目の前には、俺たちを冷ややかに見下ろす女性。

			　妖よう艶えんさを感じさせる長く艶つややかな紫むらさきの髪。アメジストを思わせる瞳ひとみと透き通るような青白い肌はだ。男なら思わず鼻の下を伸ばし、女なら嫉しつ妬とせずにはいられないようなプロポーション。

			　露ろ出しゆつの激しいドレスに身を包んだ状態で足を組んでいるので、いろいろときわどい。

			　こんなにもすさまじい色香を放つ目の前の女性こそ、俺たち『ヴィクティム』を抱える魔族軍第三部隊の隊長――――レイヤ・ファルザー様だ。

			　服装も大胆ですごい美人。そして色気ムンムンのレイヤ様だが、俺たちはそんなレイヤ様のある秘密を知っている。

			「ずいぶんと舌の回る口ねぇ……少し黙だまってなさい」

			「ハハハハ、いったい何をブヘッ！」

			「「べ、ベルさあああああああん！」」

			　突然レイヤ様から放たれた、レイヤ様だけが扱あつかえる『気体魔法』で作られた空気の鞭むちにより、俺は激しく吹っ飛ばされた。すぐに仲間であり、家族のような存在でもあるテリーとボスコが俺に駆け寄る。

			「べ、ベルさん！　マズいですよ！」

			「レイヤ様の機嫌が悪い……！」

			「ということは……ああ……またなのか……！」

			　二人の言葉に思わず俺は天を仰いだ。レイヤ様の機嫌が悪い理由に、思い当たる節があるからだ。二人に起こしてもらいながら、小声で話す。

			「……これで何人目だ？」

			「確か……６６６人目ですよ……」

			「……縁起悪すぎるだろ……」

			「改めて聞くと、すごい人数ですよね……」

			「ある意味勇者じゃないですか？　……俺たち魔族軍なのに……」

			「それは……」

			「「「……笑えないな……」」」

			　コソコソと会話を続ける俺たちをよそに、レイヤ様は憎々しげに独り言を呟つぶやいていた。

			「何なのよ、いったい……！　私の何がダメだっていうのよ!?　今度こそ、絶対に運命の相手だと思ったのに……！」

			　レイヤ様の秘密……それは、見た目とは真逆に、穢けがれなき乙女ということだった。

			　彼氏が今までいなかったわけではない。それこそ、６６６人は付き合っているのだ。さらにいえば、その全員が魔族の中でもイケメンである。

			　レイヤ様は絶世の美女と名高いのだから、それ自体は何ら不思議ではない。それなのに、レイヤ様が秘密を抱えざるを得ないのは――――。

			「また、部屋に連れて行ったのか？」

			「そうみたいですね……」

			「なんで部屋に連れて行くんだ？　あの人は……。毎回部屋に連れて行っては逃げられるの繰り返しじゃねぇか。いい加減、部屋に連れて行くのはやめてほしい……」

			　レイヤ様が彼氏たちと別れる理由。その原因のすべては、レイヤ様の部屋にあった。

			　レイヤ様の部屋には、拷ごう問もん道具しかないのだ。三角木馬などはもちろんのこと、いったい何に使うのか疑問に思うような、血まみれの鉄の棒なども普通に置いてあるのだ。

			　そんな部屋に連行されてみろ。耐えられるか？

			　そして何より面倒くさいのが、レイヤ様は見た目や雰囲気に反して恋愛にいろいろな夢を見ている。そのため、彼氏を部屋に招いて、いい雰囲気になりたいという願望があるのだ。

			　……拷ごう問もん道具がある部屋に、ムードが果たして存在するのかと訊きかれれば、沈黙せざるを得ないのだが。

			「マズいマズいマズいわ……！　このままじゃ……生涯独身!?」

			「だ、大丈夫ですよ！　レイヤ様ほどの色香があれば、どんな男もイチコロですよ！」

			「じゃあ何でフラれるのよ！」

			「気休めでした！」

			　ここで本当のことを言ってしまえば、俺たちは亡き者にされていただろう。世せ知ち辛がらい。

			「ふぅ……少し取り乱したわね……。それで？　一応アンタたちが人間界に行っていた理由を訊きいてあげようかしら？」

			　いったん落ち着いたレイヤ様は、再び凍てつく視線を俺たちに浴びせつつ、そう言った。

			　だが、これはチャンスだ。ここでしっかりと俺たちの作戦を伝えることができれば、レイヤ様からのお仕置きも軽減されるはず……！

			「実はですね……俺たちが人間界に行った理由は、設置型の『転移魔法』をばら撒いてきたからなんですよ」

			「転移魔法……？」

			　転移魔法とは、一度行ったことのある場所まで一気に移動することができる魔法である。

			　その場所までの距離が遠ければ遠いほど、魔力の消費も大きくなる。

			　そんななかでも、俺たちが今回作戦に使用した転移魔法は、その場ですぐに発動させるものとは違い、必要な魔力だけを流し込み地面に設置することで、その転移魔法が発動しない限り維持させることのできるタイプだった。発動条件は、設置した場所の上に乗ること。

			「そんなモノ設置してきて、いったい何がしたいのかしら？」

			「それはですね……人間側の戦力を少しでも多く削るためです！」

			「ふぅん……なるほどね……それで？　いったいどこへ転移させるようにしたのかしら？」

			　詳しい説明をしていないのに、レイヤ様は一瞬で俺たちの考えを見抜いてしまった。この人、本当にすごいよな。彼氏いないけど。

			　とにかく、俺たちが頑張って転移魔法陣をばら撒いた理由は、その上を通過した冒険者や商人たちを強制的にあらかじめ登録しておいた場所まで転移させ、俺たちが直接手を下すことなく殺してしまおうといった作戦だった。

			　そして、その人間たちを葬ほうむり去るために選んだ場所は――――。

			「魔族軍が誇ほこる最強戦力にして、二大龍神の一体、『黒龍神』様のおられる【黒龍神の迷宮】です！」

			「それはまた……」

			　レイヤ様は、俺の言葉を聞いて目を見開き驚く。

			　黒龍神様は、完全に復活していない魔王様を除けば、魔族軍で最強と呼ばれるほどの強者だ。

			　黒龍神様と並ぶ、『白龍神』様も最強の一角であるのだが、今回は圧倒的な強さという点から黒龍神様のダンジョンを選ばせてもらった。

			「知っての通り、黒龍神様は普段ダンジョンという縛しばりがあるため、人間界に直接行くことができません。唯一、その縛しばりから解放できる魔王様も本来の力を取り戻されていない……なら、人間をそこに直接送り込んでしまえばいいんじゃね？　という結論が出ました」

			「最後が軽いわね」

			　いや～……こんな素晴らしい案が浮かぶだなんて、俺って天才！

			「まあいいわ。大方の理由は理解できたし。でも、いくらアンタたちが魔族軍で一番無駄で邪じや魔まな部隊だったとしても、数少ない魔族軍の戦力であることには変わりないのよ？　それを理解しているのかしら？」

			「あれ？　俺たちって必要とされてるんですよね？」

			「…………」

			「まさかの無言!?」

			　酷ひどくね？　無駄で邪じや魔まって言われたんだぜ？　そのくせ貴重な戦力でもあるんだって。できることなら前半の言葉を撤回してもらいたい！

			「はあ……アンタたちのバカさ加減にはうんざりなんだけど……」

			「レイヤ様。俺とテリーはバカじゃありません」

			「そうですよ。ベルさんだけがバカなんです」

			「お前ら酷ひどくね!?」

			　ボスコとテリーのまさかの裏切りに驚く。こいつら、あとでシメる……！

			「とにかく、アンタたちが転移魔法を設置してきたことは分かったわ。それで、いったい何個設置してきたのかしら？」

			「１００個ですね」

			「少なっ」

			「えええええええええ!?　そ、そんな……」

			「す、少ないですか!?」

			「あんなに苦労して魔力を流し込んだのに……」

			　レイヤ様の無む慈じ悲ひな一言により、俺たちはその場に崩れ落ちた。

			「いったいどこの国にまで行って来たの？」

			「えっと……ウィンブルグ王国の首都、テルベールですね」

			「私、その距離からなら【黒龍神の迷宮】までの転移魔法陣を軽く１０００個は設置できるわよ」

			「「「ナンテコッタ……！」」」

			　これが……これが格差社会とでもいうのか!?

			「酷ひどい……酷ひどすぎますよ！　いったい俺たちの何がダメだって言うんですか!?」

			「実力」

			「チクショウ！　世せ知ち辛がらい……！」

			　あまりにも端的に言い表されたので、これ以上俺たちは言い返すことができなかった。

			「まあ、いろいろと言いましたけど、俺たちの作戦は伝わったってことでいいんですよね？」

			「そうね。理解できたわ」

			　俺たちはレイヤ様の言葉に安あん堵どした。

			　よかった……お仕置きだけは勘かん弁べんだったからな！　しかし、そんなふうに思っていると、突然レイヤ様はすごく魅力的でいい笑顔を浮かべた。

			「でも、規律違反なのは間違いないんだから……オシオキね♪」

			「「「のおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!?」」」

			　ダメだった！　せっかくお咎とがめなしで済むと思ったのに！　上げて落とされたよ！

			「じゃあ、最初は軽く鞭むち打ち５００回からいってみようかしら？」

			「全然軽くないですよ!?」

			「黙だまりなさい」

			「理不尽だあああああああああああああああガフッ!?」

			「「べ、ベルさああああああああああん！　ギャッ!?」」

			　その後、俺たちは地じ獄ごくのお仕置きメニューをフルコースでいただきました。大変美お味いしゅうございました。

			　ありとあらゆる拷ごう問もんを受けきり、何とか生きているような状態の俺のことを勇者と呼んでくれ。

			　そして、一つ重大なことを忘れていたことにも気付いてしまった。

			　……誠せい一いちのこと、伝え忘れた……。

		

	
		
			転移

			　

			「んじゃ、今日が最後の試験――――討とう伐ばつ系だな」

			　俺――――柊ひいらぎ誠せい一いちは、街中を歩いている最中にアルトリアさんからそう告げられた。

			　雑用と採取の試験も無事終了したので、今回の討とう伐ばつ系の試験をクリアできれば、俺とサリアは晴れて冒険者になれるのだ。

			「討とう伐ばつって何を倒せばいいの？」

			　サリアが純粋な疑問をアルトリアさんにぶつける。

			「倒す相手はただのスライムだ。門から出ても、普通ならすぐに魔物と遭そう遇ぐうすることはないんだが、今回はオレがいるからな。すぐに済むだろうさ」

			　採取系の試験のときも似たようなことをアルトリアさんは言ってたな……どういう意味だろうか？

			「んで、肝かん心じんの討とう伐ばつするスライムは、特に縛しばりはねぇ。普通のスライムでもいいし、特殊なスライムを倒してもいい。とにかくスライム系統の魔物を10匹倒せれば試験終了だ。分かったか？」

			「「はーい」」

			　そんな返事をしつつ歩いていると、アルトリアさんが不意にサリアに訊たずねた。

			「そういや気になってたんだけどよ……サリア、お前何で戦うつもりだ？　見たところ武器も持ってないようだし……魔法を使うヤツみたいに杖つえも持ってないし」

			「え？」

			　いきなり質問されたサリアは、一瞬呆けた表情を浮かべる。

			　あ、そうか。アルトリアさんはサリアがカイザーコングだってことを知らないんだった。まさか、登録時の使用武器欄に『己の拳こぶし』と書いたとは思ってもいないのだろう。

			　何を訊きかれているか理解したサリアは、無邪気な笑顔を浮かべ、拳こぶしを突き出した。

			「これ！」

			「…………」

			　たっぷり時間をかけて、アルトリアさんはサリアの拳こぶしを凝ぎよう視しした。そして、俺に視線を向ける。

			「なあ、誠せい一いち。オレの目には、拳こぶししか見えないんだけどよ、何か特殊な装備品でもあんのか？」

			「いや、その拳こぶしがサリアの武器ですよ」

			「お前舐めてんの？」

			「ええっ!?　いや、本当ですって！」

			　確かにサリアみたいな美少女が拳こぶしを突き出して、『これが私の武器です！』なんて言われても信じられるわけがないことくらい分かるけども！　でも……ゴリラなんだもん！

			「んじゃあ、サリアは何か武術でも会得してんのか？」

			「いいえ」

			「……シバくぞ？」

			「何で!?」

			「何で？　じゃねぇよ！　武術の心得もないヤツが拳こぶし突き出して『これが武器です』なんて言われて信じられるわけねえだろ!?」

			「そこは慣れてください」

			「慣れでどうこうなる問題じゃねぇだろうがあああああああああ！」

			　そりゃそうだ。でも本当なんだからどうしようもないじゃない。

			「アルトリアさん、万が一サリアに何かあったとしても、全部俺が何とかしますから」

			　まあ、基本的には全部一人で解決しちゃいそうだけどね。なんてったって、サリアのレベルは７００超えてるわけだし。

			「んなこと言ったって……！　……はあ。まあ、戦闘は得手不得手があるしな。今回はオレもいるし大丈夫だが、護身用にナイフくらい買っておけよな」

			　どうやらアルトリアさんは、サリアは戦闘メインの冒険者になるつもりがないと誤解したらしい。

			　そもそもスライム程度であれば、子どもでも十分拳こぶしで倒せるのである。もちろんレベルが低ければの話だが。そうこうしていると、俺たちは門に辿たどり着いた。

			　門では、外に出るための手続きをする必要がある。採取系でも同じように手続きをして外に出た。

			　門番の一人にアルトリアさんが手続きしに行ったあと、見知った顔が俺たちに気付き、やって来た。

			「おお、誠せい一いちじゃねぇか！」

			「ん？　あ、クロード！」

			「あ！　クロードさん、久しぶり！」

			　近づいてきたのは、最初にこの街に入るための手続きをしてくれたクロードだった。

			「元気にしてたか？」

			「まあ、一応な。つか、それほど長い間会ってないわけじゃないだろ？」

			　まだ初めて会った日から、３日くらいしか経過していない。

			「まあそうだけどよ。んで？　今日はどうした？」

			「ギルドの最終試験で、スライムを討とう伐ばつするために手続きに来たんだ」

			「……あいつらの影響受けてねぇだろうな……」

			「失礼な！　あんな筋肉バカとドＳとドＭとロリコンと露ろ出しゆつ狂きようどもと一緒にすんじゃねぇ！」

			「ヤベェ連中のオンパレードだな」

			　……あれ？　本当だ。まともなヤツが一人もいねぇぞ。

			「まあ、んなことは分かりきってることだからよ。今さらなんとも思わねぇが……」

			　うん、早急にギルドに対する印象対策を施ほどこす必要がありますね。

			「それで、お前さんとサリア嬢ちゃんの試験監督は誰だ？」

			「アルトリアさんだよ～！　ほら、あそこで手続きしてる、とっても綺き麗れいな人！」

			　サリアが示した方向にクロードは顔を向けると、驚いた様子で俺たちに向き直る。

			「アイツは……アルトリアじゃねぇか。本当にアイツが試験官なのか？」

			「え？　そうだけど……」

			　俺がそう答えると、クロードは何やら考え込んでしまった。そして、優しげな表情を浮かべ、俺たちに言った。

			「アイツはちょっとワケありなんだけどよ……すごくいいヤツだから、試験が終わってからも構ってやってくれねぇか？」

			　なぜ、クロードがそんなことを言うのか俺には分からなかった。だが、一つだけ確かなことはある。

			「よく意味が分からないけど……アルトリアさんがすごくいい人だってことは、短い間でもよく分かったよ」

			「そうだね！　もう私たちにとって、アルトリアさんは大切な人だよ？」

			　そんな俺たちの答えを聞いて、クロードは満足そうに微笑んだ。

			「そうか。ならいい」

			　クロードが短くそう告げると、手続きをしていたアルトリアさんが戻って来た。

			「待たせたな……ってクロードじゃねぇか」

			　アルトリアさんはクロードに気が付くと、目を見開いた。

			「おう。今、誠せい一いちたちと話をしていたところだ」

			「あ？　お前ら知り合いなのか？」

			「まあ一応な」

			　クロードはそう答えると、少し嬉しそうな表情を浮かべた。

			「何はともあれ……アルトリア、いいヤツらに出会ったな」

			「はあ？」

			　突然そんなことを言われたアルトリアさんが困こん惑わくする。

			「いや、なんでもねぇよ。……お前らも、最後の試験なんだろ？　怪我せず帰って来いよな」

			「ああ」

			「うん！」

			「よし」

			　クロードは満足げに頷うなずくと、その場から離れ、仕事に戻って行った。

			「んだ？　アイツ……」

			　言葉の意味が分からず、アルトリアさんは首をひねるが、その後は特に何かあるわけでもなく、俺たちはそのまま門の外へと出て行った。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「さて……そんじゃあスライムの討とう伐ばつを始めるぞ。……って言ったそばから早速来やがったか」

			　門の外に出て、壁からだいぶ離れた位置でそんなやり取りをしていると、アルトリアさんが言った通り、一匹の半透明な生物、スライムが姿を現した。

			　鑑かん定ていのスキルを使ってみると、レベルは３。初心者向けすぎるようなレベルだった。

			「んじゃ、さっさと終わらせようぜ。もちろん一人10匹ずつがノルマだからな？　最初はどっちからやる？」

			「じゃあ俺から」

			　そういいながら俺はスライムと対たい峙じする。

			　正直、このスライムに俺の武器を使うのは、オーバーキルな気がしてヤバい。

			　俺も素す手でで倒したほうがいいかな？　あ、でも魔法が使えるって書いたし、魔法で倒したほうがいいかも……。

			　あれこれ考えていると、スライムがそんな俺に構わず突進してきた。

			「おい誠せい一いち！　来るぞ！」

			「うぇええええ!?　ちょっ！　待って！」

			「スライムに待ったかけるヤツがいるかっ！」

			「いますよ！　少なくともここに！」

			　どれだけ俺が必死に待ったをかけても、スライムはスピードを緩ゆるめてくれない。当たり前だけども。

			　もう魔法を使うしかねぇ！　もちろんここで最大魔力の魔法をぶっ放すようなバカな真似はしない。魔力消費量の少ない、弱い魔法を放つべきだ。

			　スキル『心眼』の効果で、スライムがゆっくりと近づいてくるのを確認しながら魔法を放とうとした、そのときだった。

			「え？」

			　スライムの動きが遅く感じられるなか、俺は確かに見た。

			　それは、スライムのいた地面の部分が突然輝き、心眼の効果を発揮しているにもかかわらず、何が起こったのか理解できないまま――――スライムが姿を消したことだった。

			「あ？」

			「あれ？」

			　サリアもアルトリアさんも、いきなり消えたスライムに、首を傾かしげる。

			「す、スライムが……消えた？」

			　いったいどういうことだ？　確かに俺に向かってスライムは突進してきていたはずだ。なのに、いったいどこへ……。

			　全員目の前で起こった不思議な出来事に困こん惑わくする。

			　そんななかで、アルトリアさんはすぐに気持ちを切り替え、俺たちに言った。

			「まあ、消えちまったもんはしょうがねぇ。他のヤツ探すぞ」

			　確かにいつまでも消えたスライムを探していても仕方がないので、アルトリアさんの指示に従い、他のスライムを探すことになった。

			　だが、スライムを見つけては戦おうとした俺たちだったが、その後すべてのスライムもなぜか一瞬で消えてしまった。最初のスライムと合わせて99匹ほどが、謎なぞの消失の被害者となっている。

			「いったいどうなってやがる？」

			　アルトリアさんも、この事態に眉を顰しかめる。

			　やはり、地面が突然光ったあの現象が何か関係しているのだろうか。アルトリアさんなら知っているかもしれない。一応伝えておくか。

			「アルトリアさん」

			「ん？　どうした？」

			「最初のスライムが消えたときからなんですけど、共通して、スライムが消える直前に、なぜか地面が輝いているんです」

			「地面が……輝くだと？」

			　俺の言葉を聞いて、アルトリアさんが考え込む。

			「地面が……輝く……消える……まさか……っ！」

			　すると、いきなりアルトリアさんは俺たちのほうに向き直り、告げた。

			「誠せい一いち、サリア。試験は中止だ」

			「え？」

			「どうして？」

			「なぜか分からないが、転移魔法がばら撒かれてやがる」

			「転移魔法？」

			　アルトリアさんの言葉に、俺は首を傾かしげた。なんじゃそりゃ。

			「転移魔法ってのは、あらかじめ設定しておいた場所まで一瞬で移動できる魔法だよ。しかも、誠せい一いちが見たっていう地面が輝く現象から考えると、設置型だろう」

			「えっと……よく分からないんですけど、なんでその転移魔法がばら撒かれてるんですか？」

			「んなことオレが知るか！　とにかく、いったんギルドに戻るぞ。どこに飛ばされるかも分からないからな。調べる必要があるだろう。危険な場所じゃなけりゃいいんだが……」

			　そう告げたアルトリアさんが、その場から一歩踏ふみ出した、そのときだった。

			　アルトリアさんの足元に、あのスライムを消したときの輝きが現れる。

			「な――――」

			「アルトリアさん!?」

			　アルトリアさんは突然の事態に驚き、硬直してしまう。

			　そんななか、俺は気付けば、アルトリアさんに向かって手を伸ばしていた。俺だけでなく、サリアも同じだ。俺とサリアの同時に伸ばした手が――――アルトリアさんに、届いた。

			　そして、その場から俺とサリア、そしてアルトリアさんの姿が消えたのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「……ん？」

			　まばゆい光に包まれたあと、俺が目を開けると、そこはまったく知らない妙な空間だった。

			　薄暗く、洞どう窟くつのようにも思えるが、壁はレンガで作られており、雰囲気としては迷路のようだった。

			「どこだ？　ここ……」

			「んなこと知るか」

			「！」

			　突然背後から知った声がかけられ、振り返る。

			「誠せい一いち！」

			　振り返ると、そこにはアルトリアさんとサリアの姿があった。

			「サリア！　アルトリアさん！　無事だったんですね？」

			「ああ、まあな」

			　俺の言葉に返事をしつつ、アルトリアさんが周囲を見渡す。

			「本当にどこだ？　ここは……」

			「アルトリアさんも知らない場所ですか？」

			「ああ。まったく知らねぇな」

			　俺も、魔物から手に入れた知識にこの場所の情報がないか調べたが、結局何も分からなかった。本当にここはどこだ？

			　そんなことを考えていると、アルトリアさんが眉み間けんにしわを寄せながら俺に言った。

			「おい、誠せい一いち。なんでオレを追ってきた？」

			「え？」

			「サリアもそうだ。不測の事態になんで自分から飛び込んで来やがった？　あのとき、オレに触れてさえいなければ、二人とも無事に帰れたかもしれないんだぞ？」

			　どこか怒っているようにも思えるアルトリアさんの言葉に、俺もサリアも顔を見合わせた。

			「誠せい一いちには前にも言ったよな？　危険を察知する力が冒険者には必要だって……。それなのに、なんでオレを追ってきた。ふざけたこと吐ぬかすと、たたじゃ済まさねぇぞ……」

			　怒ど気きを孕はらませながらそういうアルトリアさんに、俺は素直に答える。

			「えっと……知らないうちに、体が動いてたんですよ」

			「…………は？」

			　俺の言葉に、アルトリアさんが間の抜けた声を出す。サリアも俺の言葉に続くように告げる。

			「私もだよ。なんか、アルトリアさんを助けなきゃ！　って思ったら、体が勝手に動いてたの！」

			　サリアの言う通り、俺の体も勝手に動いただけなんだ。

			　後先考えないで行動したことに間違いはないけれど、それ以上にアルトリアさんを助けないとという気持ちが強かった。

			「軽はずみな行動をしたとは思いますが、それ以上に俺もサリアもアルトリアさんを助けたかったんですよ」

			「……」

			　俺たちの言葉を受けたアルトリアさんは俯うつむき、黙だまってしまう。

			「……お前らみたいなヤツ、初めてだよ……」

			「え？」

			　よく聞こえなかったが、アルトリアさんは小さく何かを呟つぶやき、再び顔を上げたときは、いつも通りの顔だった。

			「まあ、ついて来ちまったもんはしょうがねぇ。んで、このなかの全員が知らない場所に転移されちまったわけだが……ほらよ」

			「おっと……？」

			　突然、俺とサリアはアルトリアさんに何かを投げ渡された。確認してみると、銀色の石だった。

			「そいつは『指針石』っていう名のアイテムだ。パーティーを組む冒険者の必需品で、パーティーメンバーとはぐれたときのために使う道具だ」

			「はぐれたとき？」

			「そうだ。その石には本来の持ち主……つまり、オレの魔力が込めてある。それを持っていれば、はぐれたときも、その石がオレの場所まで導いてくれるのさ。ま、導くって言っても、オレのいる方角を教えてくれるだけなんだが……」

			　なるほど。これがあれば、もしはぐれてしまっても大丈夫そうだな。

			「とにかく、それをしっかり持っておけ。つか、それ以上にはぐれるなよ？」

			「「はーい」」

			「本当に大丈夫かよ……」

			　そんなやり取りを終え、アルトリアさんは早速出発することを告げた。

			「んじゃ、まずはあっちの方角に行ってみるか」

			「はい」

			「うん！」

			　そして、その場から一歩目を踏ふみ出した瞬間だった。

			　カチリ。

			　とても嫌な音が辺りに響き渡る。音の出どこは――――アルトリアさんの足元だった。

			　アルトリアさんはさび付いたブリキの人形のように、俺たちに振り向く。

			「……やべぇ。なんか踏ふんじまった……！」

			「「アルトリアさああああああああん！」」

			　俺とサリアがそう叫んだ瞬間、アルトリアさんと俺たちの間にレンガの壁が出現し、俺たちはアルトリアさんと分断されてしまった。

			　…………。

			「いきなりはぐれちまったよ……！」

			　どうすんの!?　お互いはぐれないようにしようって言ったそばからこのザマよ！

			「そ、そうだ！　こんなときのために、アルトリアさんはさっきのアイテムを渡してくれたんじゃないか！」

			「そうだね！」

			　俺もサリアも先ほど渡された『指針石』を取り出す。すると、指針石は突然浮かび上がり、ゆっくりとある方角へと進んでいく。そして、さっき俺たちとアルトリアさんを分断した壁にぶつかった。

			　…………。

			「いや、そうだけども！」

			　確かに目の前の壁が俺たちを分断したんだから、アルトリアさんはその向こう側にいるんだけども！

			　今俺が知りたいのは、どうやったらアルトリアさんのいる場所まで辿たどり着けるかなんですけど!?

			「チクショウ……！　さっきはすごいと思ったけど、迷路みたいな場所じゃまったく使えねぇじゃねぇか……！」

			　アルトリアさんがいる方角を示されても、行き方が分からなかったら意味ないだろ!?　アルトリアさんにはそう教えられていたけれども！　思わぬ欠点に、俺は頭を抱えた。

			「誠せい一いち、ここで止まってても仕方ないよ。あっちに道があるから、何とかしてアルトリアさんと合流しよう！　こっちはアルトリアさんのいる方角が分かるわけだしね」

			　サリアの言うことがまったくもって正しい。こんな場所でいつまでも嘆なげいてたって、アルトリアさんと合流できるわけもないんだ。

			「よっしゃあ！　こんな洞どう窟くつみたいな場所はゼアノス以来だけどよ……とっととアルトリアさんと合流するために移動しますか！」

			「うん！」

			　今この場所にはアルトリアさんはいないので、思う存分力も使える。

			　急いで合流するべく、俺もサリアもまずは目の前の道を駆け出すのだった。

		

	
		
			迷宮道中

			　

			「クッ！」

			　オレ――――アルトリア・グレムは、包帯でぐるぐる巻きの魔物と戦っていた。冒険者である以上、戦闘は日常茶飯事だが、今回はいつもの魔物とはレベルが違っていた。

			『ミイラ男Lv：２３３』

			　冒険者に必須のスキル、『鑑かん定てい』を発動させた結果、こう表示された。

			　……初めて見たぞ、レベルが２００を超える魔物なんて……。今まで相手にしたことがない。

			　オレのレベルでさえ１００なのだ。Ｓ級の冒険者なら、こんなヤツらとも普段から戦ってるのかもしれないが、オレは戦ったことがなかった。本当なら、こんなに力量差のある相手とは戦わないのだが、今はどうしようもない。

			「早くアイツらと合流しねぇと……！」

			「オオオッ!!」

			　だが、目の前のミイラ男が簡単に先へ通してくれるわけもなく、次々とすさまじい攻撃を放ってくる。その攻撃は、猛然と腕を振るうだけなのだが、そのたびに周囲の壁などが悲鳴を上げていた。

			「ッ――――！」

			「オオオオオオオオオ!!」

			　気味の悪い雄お叫たけびとともに放たれる攻撃を、ギリギリのところで何とか避ける。

			　だが、いつまでも避け続けることはできず、重く鋭い一撃を腹に受け、吹っ飛ばされた。

			「がっ!?」

			　意識を一瞬で持っていかれそうになるほどの激痛が襲う。

			　そのままオレは壁に激突し、壁には亀き裂れつが走る。それでも壁が粉ふん砕さいされないところを見ると、相当頑丈な壁なんだな、とこんな状況下でそんなどうでもいいことをふと思った。

			　壁から離れ、オレはその場に崩れ落ちる。

			　意識が朦もう朧ろうとする。正直、このままぶっ倒れてしまいたい。

			　だが……だがここでオレが意識を失うわけにはいかねぇ……。

			　今までオレに近づいたヤツらは、全員オレの意思とは関係なく不幸になっていった。

			　こんな死神みたいなヤツと、誰もまともに付き合えるはずがない。ずっとそう思って生きてきた。

			　でも違った、あの二人は違った。不幸を不幸とも感じず、ましてや自分の身も顧かえりみず、オレのことを助けようとしてくれた二人……。

			　なんとしてでも、誠せい一いちとサリアに合流してやらなきゃならねぇんだ……！

			　今までの人生のなかで、一度もそんなことはなかった。

			　オレの秘密を二人が知らないというのも理由の一つかもしれないが、それでもこんなオレを助けようとしてくれたことが、素直に嬉しかった。

			　オレは痛む体に鞭むちを打ち、アイテムボックスから回復薬を取り出すと一気に飲み干した。

			　所しよ詮せん、そこらへんの店で買える回復薬なので、効果はたかが知れていたが、それでも動けるまでには回復できた。

			　ぶっ倒れることも、死ぬことも、アイツらを無事に帰すまでは絶対にしねぇ。

			　だから――――。

			「邪じや魔ますんじゃねぇよッ！　そこをどけえええええええええッ!!」

			「オオッ!?」

			　オレは自分の背せ丈たけに迫る大きさの伝説レジエンド級の武器、『大地の戦斧グラウンド・アツクス』を振りかぶる。そして、そのままミイラ男に向けて、スキルを全力で発動した。

			「【パワースラッシュ】ッ！」

			　大きく振りかぶった戦斧が、目の前のミイラ男に叩きつけられる。

			「――――ッらああああああああああああッ！」

			「オオオオオオオオオオッ!!」

			　そのままオレは、勢いに任せてミイラ男をぶった斬った。

			「はぁ……はぁ……」

			　ミイラ男はそのまま光の粒子となり、消えていく。

			　レベル差が激しいだけあり、一撃で倒せるか不安だったが、『大地の戦斧グラウンド・アツクス』の戦闘時のみ身体能力が２倍になる効果と、スキルの【パワースラッシュ】による攻撃力２倍の効果で、なんとか押し切れたようだ。

			　気付けば、オレが激突した壁はいつの間にか亀き裂れつがなくなり、綺き麗れいな状態で再び存在していた。

			　……本当にダンジョンの構造が不思議でならねぇな。どんな素材で作れば自動的に元通りになるんだよ……。

			　そんなどうでもいいことを考えつつ、辺りに散らばったドロップアイテムを手早く回収し、オレは再び走り出した。

			　道中、他にも多くの魔物どもと戦闘を繰り返したが、すべてをオレの出せる全力で葬ほうむり去っていく。

			　自分よりレベルの高い魔物ばかりを相手にしていたせいで、レベルはいつの間にか１２３にまで上がっていた。

			　強力な魔物との戦闘で、オレの戦闘スキルも上がったが、それと同時に傷を負うことも多く、ついには手持ちの回復薬を使い切ってしまった。

			　そして、気が付けばある場所まで辿たどり着いていた。

			「ここは……」

			　オレの目の前には、巨大な門。

			　門自体の色は、黒にも見えるが、灰色や白色にも見えるといった、不思議な色をしていた。

			　そこには、赤色や青色といった様々な宝石が埋め込まれ、ドラゴンの形が彫刻されている。

			　その彫刻は、芸術的であると同時に、オレの本能に危険だと感じさせるほどの威圧感があった。

			「ここ以外に道はないのか？」

			　辺りを見渡してみるが、オレが来た道以外に他の場所へと続いていそうな道はなかった。

			　隠し扉はないかと、壁や床を念入りに触れてみるが、

			「……どこにもなさそうだな……」

			　隠し扉の類は、一切見つからなかった。

			「ということは……」

			　オレは目の前の扉に視線を戻す。

			　道中いろいろなルートを辿たどって来たからこそ、これ以上探す場所があるのかどうかが分からなかった。見落とした場所や、今探したような隠し扉がどこかにあるのかもしれないが、今のオレでは到底見つけきれない。

			　オレの歩いてきた道の上に、隠し扉へと続く仕掛けがなかったことを考えると、誠せい一いちたちが隠し部屋へと辿たどり着いている可能性も低いだろう。

			「やっぱりここしかないか……」

			　危険な雰囲気を漂ただよわせる目の前の扉。

			　誠せい一いちたちがこの扉の中に入っていることも考えられるが、入っていないことも考えられる。

			　普段のオレなら、危険だと一目で分かるような場所に飛び込んだりはしない。

			　だが、今だけは、オレが命を懸けてでも救いたいと思う存在がいる。深呼吸をし、覚悟を決める。

			「……よし」

			　そっと目の前の扉に触れる。すると、扉にちりばめられた宝石が輝き始めた。

			　そして、そのまま目の前の扉は、オレが力を入れて押すまでもなく自動で開いた。

			「！」

			　突然の出来事に驚くが、再び気を引き締め、部屋のなかへと足を踏ふみ入れる。

			「……」

			　部屋に入ってみたが、なかは真っ暗で何も見えない。

			　視界があてにならないこの状況で、オレは警戒心を最大に引き上げた。

			　そんなときだった。

			「なっ!?」

			　入口の扉が閉まった。

			　急いで扉に駆け寄るが、何度押してみても、ビクともしない。どうなってやがる……。

			　緊張と警戒でオレの額に汗が滲む。

			　すると突然、今まで真っ暗だった部屋が明るくなった。

			「っ！」

			　いきなり明るくなった部屋に、オレはつい眉をしかめる。そして、明るさに慣れたころを見計らい、オレは辺りを見渡した。

			「え――――」

			　そして、オレの目に飛び込んできたのは――――。

			『誰が来たのかと思えば……喰われに来たのか？　小娘……』

			　――――巨大な漆しつ黒こくのドラゴンだった。

		

	
		
			おかしな魔物たち

			　

			「……」

			「ねえ、誠せい一いち。あれって人間？」

			「人間なわけねぇだろ。……違うよね？」

			　俺こと柊ひいらぎ誠せい一いちは、サリアとともにアルトリアさんと合流するべく、このよく分からない迷宮を彷徨さまよっていた。

			　そして、そんな俺たちの目の前には、行く手をふさぐかのように一体の魔物が立っていた。

			『サンドマンLv：３５０』

			【果てなき悲愛の森】で戦っていた魔物たち以来のレベルの高さだ。何なの？　無駄にレベル高くね？

			　そんなサンドマンとやらの見た目は、人の形をした砂だった。目もなければ耳も口もない。本当にただの人型の砂だった。

			　……人間ではないと思うんだけど、シルエットだけで見れば、人間とまったく変わりない。

			　まあ、魔物なら倒せばいいだけの話なんだが、なぜかサンドマンは突っ立ったまま、身動き一つしない。

			「生きてるんだよな……？」

			「……」

			　そんな質問とも呟つぶやきとも取れる俺の言葉に、サンドマンはまったく答えない。絵面がすごくシュールなんだけど。

			　どうでもいい感想を抱いていると、サリアが俺のローブを軽く引っ張った。

			「ねぇねぇ」

			「ん？」

			「ここで止まってたらいつまでたっても先に行けないよ？　話しかけて、道を譲ってもらおうよ」

			「話しかけんの!?」

			　俺は想像した。砂人形に話しかける自分の姿を。

			　……。

			　完全に変人じゃねぇか！　……あれ、でも今までの出来事を振り返れば、すでに俺は十分変人だということに気付いた。否、気付いてしまった。ＨＡＨＡＨＡ！　なぜか知らんが涙が出てきたよ！

			　ただ、いつまでもこうして目の前のサンドマンと向かい合っていては、アルトリアさんと合流できないのも事実。俺は素直にサリアの助言に従い、サンドマンに話しかけてみた。

			　無視していけばいいんじゃね？　とも思ったが、それで突然襲い掛かられても困るしな。

			「ハ、ハロー？」

			「ヒョォォォオオオオオオオッ！」

			「あれぇえ!?　今まで動かなかったくせに、突然動き出したんですけどぉ!?」

			　どうやら気に障ったらしい。英語で話しかけたのがいけなかったんだろうか？　世界共通語だと思ったのにね……あ、地球だけの話か。

			　そんなことよりも、サンドマン全然元気じゃね!?　メッチャ綺き麗れいなアスリート走り披露してるんですけど!?

			　そもそも口ないのにどこから声出てるんだ!?

			　とにかく、死んでるのか生きてるのかさえ分からなかったサンドマンは、メチャクチャ元気なようで、俺たちに向かって突進してきた。ダメじゃん。無視しなくても襲い掛かってきたじゃん。

			「なんかとんでもなく理不尽じゃね!?」

			「誠せい一いち！　あの人生きてたよ！　よかったね！」

			「うん、でもその代わりに俺たちを殺しに来てるけどね!?　しかもあれは人じゃねぇ！」

			「それで誠せい一いち、どうするの？」

			「いや、どうするのって訊きかれても……」

			　サリアが素直に思ったことを俺に訊きいてくる。

			　ここで逃げても、今まで辿たどってきた道を逆走するだけだ。そんな時間を無駄にするようなことをするつもりはないし、俺たちも早くアルトリアさんと合流したい。なら、初めからすることは決まっている。

			「ああ、もう！　倒すしかねぇじゃん！」

			　砂と言えば、水に弱いということはゲームや漫画でお馴染みである。とすれば、俺も攻撃手段は水属性魔法になるわけで……。

			「【ウォーターレーザー】！」

			　サンドマンに向けて右手をかざし、水属性魔法の【ウォーターレーザー】を発動させた。

			　砂って液体が相手じゃなければ相当チートな属性だよな。

			　そんなどうでもいいことを思っていると、俺の右掌から、圧縮された水が噴出された。

		

	
		
			[image: p_201.jpg]
		

	
		
			　だが、俺は【ウォーターレーザー】を少し……いや、かなり勘違いしていたようだ。

			　そもそも、俺の頭の中には消費魔力程度の情報しか頭に入っておらず、どういった攻撃なのかは使用してみるまで分からないのだ。

			　てっきり地球で存在していたウォータージェットのようなものだとばかり思っていたのだが、実際に魔法を発動させてみると――――。

			　ピュン……ズドオオオオオオオオン！

			　掌から一いつ閃せん。輝く一筋の光がサンドマンを縦に斬る形で通り過ぎ、少しの間を置いて、すさまじい轟ごう音おんとともにサンドマンは地面ごと真っ二つになった。

			　…………。

			「……ええぇぇぇ……」

			　ウソだろ!?　マジでレーザーじゃねぇか！　しかも、この魔法は消費魔力もそこまで多くないよ？　それなのに、この威力とか……どういうこと!?

			　そもそも、効果音が水から出る音じゃねぇ！　何!?　ズドオオオオンって！　爆発音じゃねぇか！

			　予想外の威力に驚きながらも、サンドマンに視線を向ける。

			「オォ……ォォォ……」

			　真っ二つになったサンドマンは、そのまま光の粒子となり消えていった。

			「誠せい一いち」

			「……」

			「消えちゃったね」

			「…………そだね」

			　特に感情が込められているわけでもなく、純粋に目の前で起きた出来事を述べたサリアの言葉に、俺はなぜだか泣きたくなった。本当に俺って人間なんだろうか。

			　まあ、終わったことをいつまでもウジウジしてるのは時間の無駄なので、手っ取り早くドロップアイテムを回収することにした。

			　スライムを倒したときもそうだったが、今回のサンドマンもステータスが書かれた球体は、確認する前に光の玉となり、俺の中へと入っていた。

			　スキルカードらしきものも一緒に体内に吸い込まれていったが、確認はしていない。全体的な確認は、アルトリアさんと合流してからでよいだろう。

			　ちなみに、レベルは上がらなかったが、また人間から一歩離れた気がする。ははは。

			　そして、サンドマンの今までの経験などが書かれた『サンドマンの生涯』により、一つの事実が明らかになった。

			　それは、アイツの好物がよく肥えた土だということ。驚くほど無駄な情報に、思わずその場で破り捨ててしまった。

			　ただ、経験が書かれた冊子も大事だが、ドロップアイテムも大事なものだろう。

			　しかし、サンドマンのドロップアイテムは、『サンドマンの生涯』より酷ひどかった。

			　レアなドロップアイテムはなく、金とたった一種類のアイテムを落としただけだったのだ。

			　その落としたアイテムは――――。

			　

			『魔断砂』……魔力や魔法を遮しや断だんする効果がある。しかし、砂の状態ではまったく効果を発揮せず、熱してガラスにして初めて大きな効果を生み出す。だが、攻撃魔法を防ぐことはできない

			　

			　扱あつかいづらいわ！　そもそもどんな場面で使うの!?　これ！

			　……まあ、何かしらの意味があるんだろう。そう思うことにしよう。じゃなきゃやってらんねぇよ！

			　無駄にレベルが高い割に、ショボイアイテムでガッカリだ。俺のステータス、運高かったはずなんだけどね……。

			「まあ、しゃあねぇか。進めるようにもなったし、とにかく進んじまおう」

			「そうだね！」

			　気持ちを切り替え、俺とサリアは再び歩き出した。

			　道中、あのサンドマンとの戦闘以外、戦いを一つもせずに進んでいくと、とある部屋に辿たどり着いた。

			　その部屋から先に行く道はなく、完全な行き止まり。

			　そんな部屋の中心には、何やら禍まが々まがしい雰囲気を放つ、黒色の宝箱が一つ置かれてあった。不気味な模様が刻み込まれた宝箱。宝箱なのに、開けたくないと思うのはなぜだろうね。やっぱり見た目って大事だと思うんだ。

			「誠せい一いち、何か置いてあるよ？」

			「そうだな。無視しよう」

			「無視するの!?」

			　だって嫌なんだもん。あの宝箱開けるの。なんか黒いし、よく見ると変な黒い煙けむりがなかから漏れてるし……。つか、何が入ってんの？　怖ぇよ。

			　危険な香りがする宝箱を無視し、今まで来た道を戻って新しい道を探そうとするが……。

			　カタッ……カタカタカタカタカタ。

			「「!?」」

			　突然、目の前の禍まが々まがしい宝箱が動き始めた。ナニコレ、コワイ。

			「なんか動いてるね」

			「そ、そそそそそうだな！」

			　サリアは何で平気そうなの!?　俺スゲー怖いんだけど!?

			　そもそも俺ってホラー系まったくダメなんだよ……。何なの、迷宮で動き出す宝箱って。これで宝箱から声なんか聞こえたら――――。

			「……ぉぉぉぉおおおおおぉぉぉぉ……」

			「ぎゃあああああああ！　しゃべったあああああああああああ!?」

			　怖ぇよバカ！　スライムといい、サンドマンといい……口ないのにどっから声だしてんの!?

			「……気合……」

			「ああ、なるほど、気合ね。…………え？」

			　今、自分が誰の声に対して答えたのかが分からない。

			　確実にサリアの声ではないし、アルトリアさんもこの場にいない。

			　なら、俺は今、誰と会話したんだ……？

			　嫌な汗が止まらない。そんな俺の視線の先には、禍まが々まがしい宝箱が一つあるだけ。

			「…………」

			「誠せい一いちすごいね！　あの箱と会話できてるよ！」

			　やっぱりかあああああああああ！

			　俺、宝箱と会話しちゃったよ!?　違和感すら感じなかったしね!?　……あ、ゴリラの状態で話すサリアみたいなもんか。……違うな。

			　とにかく、俺は目の前の禍まが々まがしい宝箱と会話してしまったらしい。俺、強くなりすぎて、とうとう魔物とコミュニケーションとれるようになったんだろうか？　違うと信じたい！

			　だが、もしそうでないのなら、あの宝箱のなかに、会話できる存在でもいるんだろうか。そんなことを思っていると、再び目の前の宝箱が激しく動きだす。

			　ガタッ！　ガタガタガタガタガタガタガタッ！

			　いや、なかにいるヤツ大丈夫!?　見てるこっちが心配になるくらい揺れてるんですけど!?

			　最初に抱いた恐怖心はいつの間にか消え、思わず目の前の宝箱を心配してしまう。そして宝箱はしばらくの間激しく揺れていたかと思うと、突然動きをピタッと止めた。

			「な、なんだ？」

			「どうしたんだろう？」

			　あまりに急展開すぎて、二人ともただ首をひねることしかできない。

			　すると――――。

			　ニョキ。ニョキニョキニョキ。

			　目の前の宝箱から、人間の手と足が生えた。

			　…………。

			「は？」

			　思わず間抜けな声を出してしまう。

			　………………。

			　イヤイヤイヤイヤイヤ！　おかしいでしょ!?　つかキショっ!?

			　宝箱の横から腕が生え、下からは人間の足の付け根から先全部が生えたぞ!?　わけ分からねぇよ!?

			　混乱極まる俺をよそに、宝箱は普通に立ち上がり、歩き始めた。

			「なんだか可愛いね！」

			「全然可愛くねぇー！」

			　サリアさん、人間の手足が生えた宝箱が可愛いってどういうことですか!?　俺にはホラーなのかコメディなのかよく分からないキャラにしか見えない！　怖いけど、シュールなんだもん！

			　サンドマンといい……シュールなヤツが流行なの!?

			「……ポッ……」

			「いや、お前も照れてんじゃねぇよ!?」

			　宝箱は黒色の箱を赤く染める、サリアの言葉に照れていた。

			　あんまりにも不思議すぎる生き物……なのか？　とにかく、よく分からない存在なので、スキル『上級鑑かん定てい』を発動させてみた。

			『宝箱Lv：９００』

			「メッチャつえぇええええええええええ！」

			　レベル９００!?　ゼアノス以来の衝撃だよ!?　しかも宝箱だしね!?

			　見た目といい、レベルといい、ぶっ飛びまくった目の前の宝箱は、最初に会話したときのように、口もないのに言葉を紡いだ。

			「……死ね……」

			「何で!?」

			　酷ひどくね!?　まだ出会ったばっかだよねぇ!?　第一、俺は宝箱に触れてすらいないのに、なんで死ねって言われなきゃいけないの!?

			「……おれ、宝箱……。……開けて、ほしかった……」

			「ゴメンナサイ！」

			　そりゃそうだ！　宝箱なのに、スルーされるのは辛いよね！

			「……だから、殺す……」

			「だからって極端すぎやしませんか!?」

			「……」

			「宝箱に無視されたあああああああ！」

			　俺の言葉などガン無視状態の宝箱は、そのままお構いなしにこちらに突っ込んでくる。

			　それは、サンドマンのように綺き麗れいなアスリート走りだった。うん、この迷宮は陸上選手でも育成しているんだろうか？

			「と、とにかく！　無視したのは悪かった！　言葉が通じるんだし、話し合おうじゃないか！」

			「……問答、無用……」

			「聞く耳もたねええええええええええ！」

			「……耳、初めからない……」

			「じゃあ何で口がないのにしゃべれんの!?　そもそも、俺の言葉も聞こえてんじゃん！」

			「……」

			「都合の悪いときは無視かよ!?」

			「……死ね……」

			「言葉のキャッチボールしようぜ!?」

			　あまりにも一方的な宝箱。宝箱なんて大っ嫌いだ。こうしたやり取りをしている今も、宝箱は突進をやめない。

			「……せっかく会話ができるんだ、いったん落ち着いてもらおう！」

			　サンドマンは会話というものができなかったが、この宝箱は人語を理解し、会話をすることができるのだ。

			　なら、むやみに倒したりせず、平和的に解決できるならそれが一番だろう。

			　そう思った俺は、サンドマンと同じ過ちを繰り返さないために、水属性魔法の中でも、魔力の消費が一番低い魔法を唱えることにした。

			「止まれ！　【アクア・バレット】！」

			　宝箱に向けて、右掌をかざす。すると、サンドマンに向けて放った、【ウォーターレーザー】のように、掌の中心部分に圧縮された小さな水の玉が出現し、宝箱に向かって飛んでいった。

			　ピュン。

			　一瞬だった。

			　俺の放った【アクア・バレット】は、宝箱の体？　らしき部分をすさまじいスピードでいとも容易たやすく貫いた。

			　…………。

			「……無……念……」

			　そのまま、光の粒子となり消える宝箱。

			　静寂が辺り一帯を支配する。そんななか、一連のやり取りをずっと見ていたサリアが少しの間を置いて、口を開いた。

			「誠せい一いち」

			「……」

			「消えちゃったね」

			「チクショオオオオオオオオオオオオオオオ！」

			　俺は思わず叫んでしまった。

			　そして――――。

			『レベルがアップしました』

			　なんとも空気の読めない無機質な声が、俺の頭に響いたのだった。

		

	
		
			災さい厄やくの抵抗

			　

			「かはっ……！」

			　オレ、アルトリア・グレムは大きく吹っ飛ばされ、壁に叩き付けられた。

			　そのまま力なく壁からずり落ちるオレを、巨大な漆しつ黒こくのドラゴンが見下ろす。

			『フン。人間にしてはなかなか頑張った……と、褒ほめるべきか？』

			「はぁ……はぁ……くっ……！」

			　ドラゴンの言葉に言い返す余裕すらない。体は悲鳴を上げ、意識を保つのもやっとの状態。今にもぶっ倒れそうだ。

			　それでも……死ぬわけにはいかねぇんだ……。

			　血だらけになった体を、それでも無理やり動かすオレを見て、ドラゴンが目を見開く。

			『ふむ、思った以上にしぶといな。いいだろう、ただ殺すのではなく、我の糧かてとしてくれよう』

			「あ？」

			　糧かて？　いったい何を――――。

			　意識が朦もう朧ろうとするなか、ドラゴンの言っている意味がまったく理解できなかった。

			『ではさっそく……』

			　すると、漆しつ黒こくのドラゴンは鋭い牙きばと炎が覗く口をオレに近づけてきた。

			　糧かてって……ああ、なるほど。どうやら、オレを喰うつもりらしい。でもよ……死ぬわけにはいかないって言ってるだろうが……！

			　オレは朦もう朧ろうとする意識を気合で覚かく醒せいさせる。

			『む』

			　死にかけていたオレの瞳ひとみに、再び闘志が宿ったのを見て、ドラゴンが驚く。

			「この技……好きじゃねぇんだけどな……！」

			　得物である『大地の戦斧グラウンド・アツクス』を力強く握ると、オレは技を発動させた。

			「――――ぉぉぉぉおおおおおおおおおお！」

			『！』

			　オレの体に、膨ぼう大だいな闘とう気きが宿っていく。それと同時に、オレの中の理性が、反比例するようにどんどん消えていった。

			　オレの『災さい厄やく』という二つ名は、もちろん不幸を呼ぶ体質的な部分が大きく関係している。だが、今発動させたこの技こそ、真の意味でオレを『災さい厄やく』たらしめている所以だった。

			　自身の呼び寄せた『災さい厄やく』に対抗するために編み出した技だったが、一時的とはいえ理性が消失し、周囲へ多大な被害を与える。結果、呼び寄せた『災さい厄やく』以上に、オレ自身が『災さい厄やく』と化すこの技。我ながら、本末転倒な技を作ったなと思う。

			　まあ、おかげで今までの災さい厄やくは乗り越えられてきたわけでもあるんだが。

			　それに、今は周りにドラゴン以外誰もいない。だからこそ、思い切り暴れられる……。

			「『災厄狂乱体カラミテイ・ベルセルク』……！」

			　理性が完全に消えたのを最後に、オレの体から膨ぼう大だいな闘とう気きが噴出された。

			『これは……』

			　何も目に入らない。

			　何も耳に入らない。

			　何も考えられない。

			「があああああああああああああああああああっ！」

			『!?』

			　オレは、暴れ狂う。

			　ただ、それだけだ。

		

	
		
			大進撃

			　

			　宝箱を瞬しゆん殺さつしてしまったことから立ち直り、ドロップしたアイテムを回収する。

			「うーん……今回はステータスが書かれた球体もスキルカードらしきものも残ってるなぁ」

			　サンドマンのときは、スキルカードはすぐに俺の体内へと吸い込まれていった。

			　だが今回はステータスが表示される球体も、スキルカードもすぐに俺の体内へと吸い込まれることはなく、その場に残っていた。すぐ吸収されるものとされないものって、何か差があるんだろうか？

			　考えても答えは出ないので、すぐ作業に戻る。

			「まずはスキルカードから……」

			　

			『スキルカード《全言語理解》』……スキル『全言語理解』を習得できる

			『マジックカード：空間魔法・極きわみ』……空間魔法を使えるようになる

			　

			「いろいろすごそうだなぁ」

			　ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！　もうこの手のチートには慣れちまったぜ！　しかしなぜだ。なぜこんなにも虚むなしいんだッ……！

			　スキルの確認は後でまとめて行うとして、今は取り込むだけに留める。

			　てか意外だな。もうちょっとスキルとか手に入ると思ったんだけど……。そんなことを思いつつ、今度はステータスの表示された球体を手に取った。

			『魔力：５００００』

			『攻撃力：０』

			『防御力：０』

			『俊しゆん敏びん力：５００００』

			『魔攻撃：５００００』

			『魔防御：０』

			『運：０』

			『魅力：５００００』

			「宝箱に負けたああああああああ！」

			　魅力が……魅力がッ……！

			　俺の魅力って宝箱にすら劣ってるんでしょうか!?　つか、魅力値５万って！　高すぎだろ!?

			　それより、全体的なステータス！　魔法特化だな！　魔法も物理も防御力は皆無だけども！

			　しかし……さすがアスリート走りをしてくるヤツは一味違うな。速さも異常だぜ。

			　非常にどうでもいいことを思いつつ、ステータスの球体を体内に取り込む。

			「さて……お次は『宝箱の生涯』か」

			　地面に落ちていた冊子を手に取り、表紙を見る。

			『宝箱物語』

			「お前もか！」

			　ゼアノスに続いて二度目だよ！　ということは、また表紙の下のほうに……。

			『ノンフィクションです』

			「だからそれは物語じゃねぇ！」

			　この冊子を出現させてるヤツ、フィクションとノンフィクションの意味を分かってんの!?

			　誰か知らんけども！

			　連続してツッコミどころ満載のアイテムに騒いでいると、サリアが俺に訊たずねてきた。

			「あ、森でも読んでたね。同じやつ？」

			「え？　あ、いや。今回は内容が違ってると思うぞ？」

			「そうなの？　じゃあ読んでみて！　私、聞きたい！」

			　無邪気な笑顔でサリアがそう言うので、そのまま『宝箱物語』を朗ろう読どくし始めた。

			『宝箱とは、ある出来事によって、魔物化したユニークモンスターである』

			　……ん？　ユニークモンスターって何だ？　直訳すると、唯一の魔物みたいな意味になるけど……まあいいか。

			『初めはただ荷物を入れ、運ぶための箱としてとあるパーティーで活用されており、そのころは自我もなく、本当にただの道具として存在していた。しかし、ある有名な冒険者が、高難易度のダンジョンから持ち帰った道具……《アイテムボックス》により、その存在意義は一変した』

			　へぇ、アイテムボックスって、道具として存在したんだ。どんな見た目か想像もつかないけど。だから、アルトリアさんも普通にアイテムボックスを使ってたのかな？

			『アイテムボックスの能力は、容量を気にすることなく、無限に道具を収納できるといったものであり、収納した物の重さを気にする必要もなかった。それに比べ、宝箱は収納できる量も限られ、その上重く、かさばるといった不便な点が数多く存在した。それでも、宝箱を所有していたパーティーは、宝箱を使い続けた。アイテムボックスは、難易度の高いダンジョンに潜り、手に入れるしか方法がないからである。しかし、そんな点も、有名な魔術師によって解決してしまう。アイテムボックスを量産する術が発見されたのだ。この技術により、アイテムボックスは瞬く間に人々の間で使われ、いつしか宝箱の存在意義はなくなっていった』

			　なるほど……アイテムボックスって、今では簡単に手に入る代物なんだ。そのうち、サリアにも買って渡せば、いろいろと便利かもしれないな。しかしそう考えると、アイテムボックスがあれば、宝箱は必要なくなるよな……。

			「宝箱さん……」

			　サリアの方向に視線を向けると、サリアは悲しい表情を浮かべていた。

			　何というか、純粋なんだな。野生で生きてきただけあって、感受性も俺たちより強いのだろう。素直に自分の気持ちを表現できるって、すごく素敵なことだよな。

			　そんなことを思いつつ、朗ろう読どくを続ける。

			『そして、とうとう宝箱を使い続けていたパーティーも、アイテムボックスを活用するようになった。価値のなくなった宝箱は不要とされ、捨てられた。自分はまだ頑張れる。まだ、働ける。そう声に出したいと思った瞬間、初めて宝箱に自我が生まれた。だが、すでにパーティーはその場から去り、宝箱は一人ぼっちになった。自分に気付いてもらうため、声を出す努力もした。すると、いつの間にか宝箱は声が出せるようになっていた。それでも、誰も気付かない。寂しい夜を過ごし、切ない朝日を眺め、宝箱は人に必要とされるときを待ち続けた』

			　宝箱おおおおおおおおおおおお！

			　お前ってヤツは……！　なんて健気けなげなんだ！

			　そして、宝箱のお前に、そんな過去があったのか……！　スルーしようとしてゴメンね!?

			『長い年月待ち続けたが、人間に必要とされるときはこなかった。その事実に宝箱は悲しくなった。時代の流れに飲まれ、不要とされる存在となった自分に、世の理不尽さに、打ちひしがれ、絶望しているときだった。宝箱は、ふと思いつく。誰もが不要だと切り捨てるのなら、自分がどれだけ使えるかをアピールすればいい、と』

			　宝箱が思いつくようなことじゃねぇ！

			『そこで、宝箱はまず、自分になく、アイテムボックスにある利点を考えた。アイテムボックスには、容量を気にすることなく収納できるという点。そして、重さがまったく感じられないという点がある。これらに視点をあてた宝箱は、空間魔法を極めた。結果、宝箱にどれだけモノを収納しても、重さを感じることなく、無限に収納できるようになった』

			　宝箱スゲー！　もう宝箱の領域を完全に超えてやがる！

			『最後にかさばる点を改善しようとした。しかし、どう頑張ってもアイテムボックスに、宝箱は太刀打ちできるわけがない。そんなハンデを覆くつがえすため、宝箱はまず手足を生やすことにした』

			　なぜに!?　なぜ手足を生やそうと思ったの!?　そもそも生やそうと思って生やせるモノなの!?

			『手足の生えた宝箱は、自分で動ける上に、魔法を行使することもできる、ハイテクな宝箱へと進化したのだ』

			　そういうことかっ……！　確かにスゴイ！　スゴイけど……努力の方向性がおかしくね!?

			『動けるようにも、しゃべれるようにもなった宝箱は、人間たちに自分を売り込みに行くことにした。だが、出会う人間すべてに魔物扱あつかいされ、攻撃され、宝箱は受け入れてもらうどころか、完全に拒絶される存在へと進化してしまった』

			　自業自得と言い切れないところが辛い……！

			『希望を失った宝箱は、それでも人間に必要とされることを求め、あらゆる場所を彷徨さまよい続けた。いつか、宝箱を使っていたパーティーと過ごした日々のように、人の温もりを感じ、笑いあえる日を求めて……』

			　ここで、『宝箱物語』は終了し、『宝箱の生涯』のページとなっていた。

			　………………。

			「濃い過去だったな……」

			　遠い目をしながらそう呟つぶやく。虐められていたとはいえ、俺が地球にいたころでもここまで中身の濃い人生を送っていたとは思わないぞ。

			「宝箱さんも、大変だったんだね」

			　サリアもしんみりとした様子で呟つぶやく。

			　捨てられるモノの気持ちなんて考えたこともなかったけど、世の中にある切り捨てられたモノのいくつかは、まだ人の役に立てるようなものがあるのかもしれないな。

			　要らなくなっても、工夫ひとつで大変身することだってあるわけだし。

			　一人結論を出したあと、アイテムが入っているだろう宝箱に目を向ける。宝箱から宝箱って、なんかマトリョーシカみたいだな。宝箱を開けてみると、金が入った袋と、指輪が一つ出てきた。

			「金はこのままアイテムボックスに入れるとして……指輪か」

			　摘み上げた指輪には、綺き麗れいな紫むらさき色の宝石が埋め込まれていた。

			　取りあえず、効果を確認するために鑑かん定ていのスキルを発動させる。

			　

			『不幸の指輪』……伝説レジエンド級装備品。宝箱の無念が込められた指輪。装備者の運にマイナス２倍の補正

			　

			「どこがレジェンド!?」

			　全然いい効果じゃねぇじゃん!?　運にマイナスの補正って！　俺が装備したら、超不幸になっちまうよ!?

			　なぜ、この装備品を伝説レジエンド級にしたのか、俺にはまったく分からない。

			　ただ、宝箱の悲しい過去を知ってしまったせいで、捨てるに捨てられない。

			　……装備しなければいいんだから、アイテムボックスに放り込むか。

			　一生使うことのない指輪を仕舞い、一息つく。

			「ふぅ……取りあえず、全部回収し終わったな」

			　辺りを見渡しても、取り残しはなさそうだ。

			「……って、休憩してる場合じゃねぇ！　アルトリアさんと合流しねぇと」

			「でも誠せい一いち、一度きた道を戻らないと、この先は行き止まりだよ？」

			　サリアの言う通り、宝箱と遭そう遇ぐうした部屋にそれ以上進めそうな道はなく、いったん引き返す必要がありそうだった。

			「そうだ、一応アルトリアさんのいる方角だけでも知っておくか」

			　そうすれば、分かれ道のときとか、その方角に進めばいいわけだし。

			　俺は、アルトリアさんから渡された、『指針石』をアイテムボックスから取り出した。

			　だが――。

			「……なあ、サリア。指針石って赤色だったっけ？」

			「え？　銀色だったと思うけど……」

			「だよな……」

			　取り出した指針石は、渡されたときの銀色ではなく、なぜか赤く光り、点滅していた。

			　サリアも俺が取り出した指針石の様子がおかしいことに気付き、サリア自身が渡された指針石を取り出した。

			「あ、私のも……」

			　サリアに渡された指針石も、俺の渡された指針石と同じように、赤色の光が点滅を繰り返している。

			「これは……どういうことだ？」

			　最初は確かに銀色だったはず。それが、今は何かを警告しているかのように赤い光を点滅させ続けていた。

			　サリアとともに、どれだけ考えても理由が分からない。そんなとき、俺はふと思いついた。

			「そうだ！　この指針石を鑑かん定ていしてみれば、何か分かるかもしれない」

			　もともと、指針石の効果は、アルトリアさんから簡単に説明されただけなのだ。だから、知らない効果があってもおかしくはない。早速鑑かん定ていのスキルを発動させ、原因を調べる。

			　

			『指針石』……所有者の魔力を流し込み他者に渡すことによって、所有者のいる方角が分かる。所有者の身に危険が迫っていると、赤く輝き、その危険を他者に知らせる

			　

			「「アルトリアさあああああああん!?」」

			　ヤバいじゃん!?　アルトリアさんがピンチってこと!?　のんびりしてる暇ひまねぇよ！

			「ちょっ……アルトリアさんどこ!?　どの方向に進めばいいの!?」

			「わ、分からない！」

			　突然知らされたアルトリアさんのピンチに、俺もサリアも焦あせる。

			「そ、そうだ！　こういうときの指針石じゃないか！」

			　すぐにアルトリアさんの場所へ行くために、指針石を使う。すると、指針石は浮かび上がり、近くの壁にぶつかった。

			　…………。

			「そうだったああああああああああ！」

			　指針石ってアルトリアさんの場所まで導いてくれるんじゃなくて、方角を示してくれるだけじゃないか！

			　最初に同じミスをし、たった今もその効果を確認したばかりだというのに、またこんなミスをしてしまうとは、それだけ俺も焦あせっているということか。

			「チクショウッ！　この壁が……この壁があああああああああ！」

			　俺は、指針石のぶつかった壁を全力で殴った。

			　ズドォォォォォォオオオオオオオオオン!!!!

			「「…………」」

			　俺とサリアは、たった今起こった出来事に呆然とする。だって、壁を全力で殴ったら、その壁が消えたのだから。

			「…………はい？」

			　壁殴ったら、簡単に壊れたんですけど……。いや、壊れたっていうか……消し飛んだ？

			「ええぇ……俺、どんだけ化け物なんだよ……」

			　あまりの威力に、驚きを通り越して呆あきれてしまう。目の前の壁を貫通し、その先にある壁までもが俺の拳けん圧あつで吹っ飛んでいた。

			　こんなに簡単に壁が壊せたんなら、最初からアルトリアさんとはぐれることなかったんじゃね？　まあ、分断されたときに今みたいに殴ってたら、アルトリアさんに被害が行くんだろうけど……。

			　頬ほほを引きつらせ、軽い自己嫌悪に陥っていると、サリアが俺の背中を叩く。

			「やったね、誠せい一いち！　これでアルトリアさんのところに行けるよ！」

			「え？　……あ」

			　そうだよ！　サヨナラ人類の威力に泣きたくなったけど、今はその力のおかげでアルトリアさんの場所まで行けるじゃないか！　チート万歳！

			「サリア！　全力で突っ走るから、ちょっと抱きかかえるぞ！」

			「うん！」

			　サリアと俺のステータスじゃ、圧倒的に俺の俊しゆん敏びん力のほうが高い。

			　なので、俺がサリアを抱え、そのままスキル『刹せつ那な』を発動させ、アルトリアさんの場所まで移動することにした。抱きかかえる方法はいくらでもあるが、手っ取り早くお姫様抱っこの形でサリアを抱きかかえる。

			　……お姫様抱っこなんて、そうそうする機会はないと思ったんだけどな……。人生何が起こるか分からないもんだ。まあ普通に生きてても、お姫様抱っこなんて滅多にしないと思うけど。

			「んじゃ、しっかり掴つかまれよ……。俺も、全力で走るのなんて初めてだから、どんな速度が出るか分からねぇ」

			「分かった！」

			　サリアの返事を聞き、俺はスキル『刹せつ那な』を発動した。

		

	
		
			王子は美少女を抱えてやって来る

			　

			「ぅ……」

			　今オレは、血塗れのまま、力なく地面に倒れていた。

			『……恐ろしい小娘だったな……』

			　そんなオレを、ドラゴンが見下ろす。

			　ダメ……だった……。

			　オレの全力は、目の前のドラゴンに通じなかった。それを証明するかのように、ドラゴンには傷一つない。

			『人の世にも、我をここまで驚かせる者がまだ存在したとは……』

			　ドラゴンが何かを呟つぶやくが、耳に入ってこない。もう、意識を保つのがやっとの状態だった。

			　骨は折れ、血を吐はき出していることを考えると、内臓も潰れているだろう。

			　全力で暴れまわり、何としてでも誠せい一いちたちを無事に帰すつもりだったが……。

			「……はぁ……はぁ……かはっ……」

			　ぼやける視界と、自分の荒い息遣いを耳にしながら、気づけばオレは涙を流していた。

			　生まれてからずっと不幸続きのオレは、自分の体質に周りを巻き込まないよう、努力してきた。

			　呼び寄せる災さい厄やくに対応するために、力を手に入れたつもりだった。だけど、やっぱりオレの力は足りなかった……。

			　思い返してみれば、誠せい一いちたちと過ごした短い時間で、オレは何度笑っただろうか。

			　長い間、人を不幸にし続けたオレが、忘れていた笑顔……。

			　二人の試験監督を引き受けて、本当によかった。忘れていた感情を、思い出すことができたんだから。

			　だからこそ、自分の力不足で二人を帰すことができないことが、悔しくてたまらない。オレは他人を巻き込んで、それを救うことさえできないのか。

			　結局オレは、『災さい厄やく』なんだ――――。

			『とにかく、やっと大人しくなったな。これで、遠慮なく喰える』

			　ドラゴンの巨大な顎あごが、ゆっくり、ゆっくりとオレに近づく。

			　もう、体が動かねぇ。

			　誠せい一いち……サリア……悪ぃな。お前らだけは、無事に帰してやりたかったんだけど――――。

			「お前らを……オレの不幸に巻き込んじまって――――ゴメンな」

			　思わず口から出たその言葉。すべてを諦あきらめ、涙を流す瞳ひとみを閉じたときだった。

			　――――――――ォォン………………。

			　――――――ォォォン…………。

			　――――ォォォォン……。

			　――ォォォォォン！

			『……ん？　何だ……？』

			　突然、地響きにも似た音が、徐々に音を大きくし、部屋一面に響き渡る。気が付けば、部屋が大きく振動し始め、天井から小石が何個も落ちてきた。

			『な、何なんだ!?　何が起こっている!?』

			　ドラゴンも予測不能の事態らしく、大きく動揺している。

			　そんなドラゴンの声を聴きつつ、霞む視界のなか、オレは確かに見た。

			　…………ォォオオオオオオン!!

			　……ォォォォオオオオオオオン!!!!

			　オレが入るために使った扉が――――。

			　ズドォォォォォォオオオオオオオオオン!!!!

			　――――消し飛ぶ光景を。

			『と、扉が吹っ飛んだだとぉぉおお!?　いったい何が――――へぶっ!?』

			　ドラゴンの言葉は続かなかった。

			　なぜなら、消し飛んだ扉の方角から、一いつ閃せん。何かが思いっきりドラゴンにぶつかったからだ。

			　ドラゴンの巨体は、信じられないことに大きく吹っ飛び、壁へと激突した。

			　そして、ドラゴンにぶつかった正体は――――。

			「あちゃー、スピード出しすぎて止まれなかった……。でも、何かにぶつかったおかげで止まることができたぞ！」

			「ねぇ誠せい一いち。そのぶつかったのって、生き物だったんじゃない？　声が聞こえたよ？」

			「え、マジ!?　だ、誰か知らんが……スミマセン！　……よし。謝ったし、大丈夫だろ。うん」

			　その何かは、サリアをお姫様抱っこする誠せい一いちだった。

		

	
		
			合流

			　

			　俺、柊ひいらぎ誠せい一いちは内心焦あせっていた。

			　いや……まさかあそこまでスピードが出るとは思わなかった。

			　だって、気が付けば俺のまったく知らない場所にいるんだもの。Oh、ミステリー！

			　いや、でも冗談抜きでマジでビビった。俺のスピード、一回計測してみたいね。

			　それに、サリアが言うには、自分で制御不能の俺を止めたのは、何らかの生物だったらしい。

			　……すごいスピードでぶつかったけど、生きてるよね？　……いや、現実逃避だって分かってるけども。

			　そんなことを思っていると、何かに気付いたサリアが、驚きの声を上げる。

			「ああっ！」

			「どうした？」

			「あれって……アルトリアさん!?」

			「!?」

			　サリアの指さした方向に視線を向けると、そこには血だらけで横たわるアルトリアさんの姿があった。

			「っ！　アルトリアさんっ！」

			　急いで駆け寄る。すると、アルトリアさんは、弱々しい声で言った。

			「ハハ……悪ぃな。誠せい一いち、サリア……。無事に……帰してやるつもりだったんだけどよ……」

			　力なくそう告げるアルトリアさんに、俺もサリアも絶句する。

			　この人は、自分の状態なんて気にもせず、俺たちの心配しかしていなかったのか……！

			「誠せい一いち！　まずアルトリアさんの傷を！」

			「ああ！」

			　俺はアルトリアさんを抱きかかえると、アイテムボックスから最上級回復薬を取り出した。

			　しかし、それを飲ませようとした、そのとき――。

			「っ！　誠せい一いち、後ろ！」

			「え？」

			　サリアの叫び声に反応し、すぐに後ろを振り向くと、目の前に灼しやく熱ねつの炎が迫っていた。

			　突然のことに、固有スキルである『心眼』が発動しているにもかかわらず、どう対処すればいいのか頭が回らなかった。

			　サリアは、俺も避けると思っていたのか、すでに炎の及ばない位置にいた。

			　サリアの悲痛な声が響くが、俺は反射的にアルトリアさんを護るため、自分の背中を炎に向け、彼女をかばう形で抱き寄せた。

			　俺の背中に、業ごう火かが襲いかかる。すさまじい熱気が、俺とアルトリアさんを包み込む。

			　尋じん常じようじゃない熱を背中に感じながら、俺はアルトリアさんの負担を少しでも和らげるため、回復薬を飲ませる。

			「バカ……野郎っ。何で……避けないんだ……！」

			　避けなかったんじゃない、避けられなかったのだ。

			　スキル『心眼』も発動しているのに、頭が真っ白になったからだ。

			　頭が真っ白になった一番の理由は、突然の攻撃に対処できるだけの場数を俺が踏ふんでいないということだろう。つまり、俺が未熟だからだ。

			　それでも、アルトリアさんは守らなきゃって反射的に体が動いたんだよな……。

			　アルトリアさんの言葉に、俺はフードの下で苦笑いするしかなかった。

			　でも、いつまでも攻撃を受けておくつもりはない。

			　咄とつ嗟さの判断はまだできないが、その後の行動は、いくらでもとれる。

			　傷は回復したとはいえ、気力は回復していないアルトリアさん。

			　そんなアルトリアさんを抱きかかえたまま、俺はサリアのいる位置まで一足で移動する。

			「誠せい一いちっ！」

			　サリアが叫びながら駆け寄ってくる。サリアにアルトリアさんを渡すと、離れた位置にアルトリアさんを寝かせた。

			「誠せい一いち、大丈夫!?　燃えてるよ!?」

			「イケてるだろ？」

			「ううん、熱そう！」

			「……」

			　まあ、そうだろうね。

			　それより、あれだけの業ごう火かの中にいたにもかかわらず、ローブだけが燃えて、俺に影響がないことを考えると、羊さんの用意したローブは、俺の知らない何かしらの効果が付与されていたのだろうか。何の効果も付与されていないって言ってたのに。

			　どうせ、何の効果もないローブだと思わせて、俺の反応を見て楽しんでいたに違いない。

			　だが、そのローブもどうやらダメになったようだ。

			　ローブの端々が、徐々に燃え広がり、灰になっていく。スキル『吸収』を発動させ、ローブの炎を吸い込もうとしたが、なぜか吸収することはできなかった。

			　水属性の魔法を自分に使い火を消そうにも、威力の調整ができない今、とてもじゃないが自分には使えない。それで自滅とかシャレにならん。

			　幸い、ローブが燃えているだけなので、ローブを脱ぎ捨てて炎からやっと解放された。

			「……誠せい一いち……？」

			　背後で、アルトリアさんの呆然とする声が聞こえる。

			　たぶん、ローブを脱ぎ捨てたことによって露わになった俺の黒髪を見て、驚いたのだろう。

			　視線を背後に向けると、アルトリアさんは今の一言を呟つぶやいて気絶した。

			「サリア、アルトリアさんの介抱を頼む」

			「分かった！　誠せい一いちも頑張ってね！」

			「おう」

			　サリアの声援を受け、俺は炎を放った相手に向き直る。そこには、漆しつ黒こくの鱗うろこに身を包んだ、巨大なドラゴンがいた。赤い目でこちらを睨にらみ、口から灼しやく熱ねつの炎を噴出させている。

			『人間め……またしても我の邪じや魔まをするか……！』

			　どうやら俺たちにご立腹らしい。なぜだ。俺、何かした？　しかも、『また』って……なに？　邪じや魔まされるの二度目なの？　ドンマイ。

			　そんなことより、アルトリアさんを痛めつけたのは、お前なんだろ？　言葉は通じるが、話し合いは無意味そうだ。

			『許さん……絶対に許さんぞッ！　生きて帰れると思うなよ、人間……！』

			　ほらね？　内心ため息を吐つきながら、俺は【憎悪渦巻く細剣ブラツク】と【慈愛溢れる細剣ホワイト】を抜き放った。

			「そうかい……なら、アンタを倒してみんなで帰るさ……！」

			　そして、そう宣言すると同時に俺はその場から駆け出した。

			　アルトリアさんが俺たちのために戦ったように、今度は俺が、アルトリアさんのために戦う番だ。

			　みんなで帰るために――――。

		

	
		
			激闘と成長？

			　

			「はああああああああっ！」

			『ぬぅぅうッ！』

			　俺はドラゴンに突撃すると、『憎悪渦巻く細剣ブラツク』と『慈愛溢れる細剣ホワイト』を全力で振った。

			　だが、ドラゴンはそれらの攻撃を自身の爪ではじき、逸らす。爪硬いな！

			『人間め……！　どこまでも忌いま々いましい種族よ……！』

			　憎々しげにドラゴンがそう言うと、巨大な尻尾しつぽを振るい、俺を薙なぎ払おうとする。

			　つか、このドラゴン……メチャクチャ強くね？

			　自分で言うと悲しくなるが、俺の攻撃力って１００万超えてるんだぞ？　それを防いで無事とか……。

			　今さらだが、俺はドラゴンの尻尾しつぽによる薙なぎ払いを避けつつ、スキル『上級鑑かん定てい』を発動させた。

			『黒龍神Lv：５０００』

			「レベル高っ！」

			　ゼアノスの倍以上じゃねぇか！

			　つか、レベルの最高値っていくつだよ！　どんどんインフレしていってね!?　いや、そんなことよりも……神？　え、マジもんの神様？

			　目の前のドラゴン――――黒龍神のレベルや名前に驚いていると、黒龍神はその鋭い爪を振り下ろしてきた。

			『食らえっ！』

			「うおっ!?　危なっ！」

			『くっ……避けるな！』

			「何で!?」

			『攻撃が当てられんだろう！』

			「だから避けてんだよ!?」

			　何でわざわざ相手の攻撃を受けなきゃいけないのさ。俺は黒龍神の攻撃を回避し続ける。黒龍神から放たれる攻撃の余波で、部屋のあちこちが抉えぐれていく。

			『ぬぅう！　なら……これでどうだ!?』

			　黒龍神はそう叫ぶと、真っ赤な鋭い眼光を俺に向けてきた。

			　何をされたか理解できなかった俺だが、次の瞬間、やっと理解する。

			「っ！　か、体が……!?」

			　黒龍神に睨にらまれた俺は、すさまじい圧力にさらされ、体がまったく動かなくなった。

			　阻そ害がい耐性がついているにもかかわらず、体が動かない。なぜだ？

			　動かなくなった体のまま、その理由を考察していると、黒龍神がその隙を逃さず攻撃してきた。

			『ぬんっ！』

			　風を切り裂きながら近づく尻尾しつぽを見て、俺はちょっと油断した。

			　人類をおさらばした俺のステータスなら、黒龍神の攻撃を食らっても大丈夫なのでは？　と。

			　さらに、俺にはスキル『吸収』がある。この尻尾しつぽによるダメージも、吸い込めばいいだろう。

			　だが、そんな油断が俺を危機に陥おとしいれた。

			「がッ!?」

			　メキメキメキ！

			　動けない俺の体に、尻尾しつぽが叩き込まれる。横っ腹に攻撃を受けた俺は、そのまま壁まで吹き飛ばされた。

			「がはっ！　ごほっ！」

			　口から大量の血が吐はき出される。

			　な、何が起こった？

			　自分で言うのもなんだが、俺の防御力は攻撃力と同じで１００万を超えている。

			　ゼアノスよりレベルが格段に高いとはいえ、黒龍神の攻撃力が１００万を超えているとは到底思えない。

			　しかも、俺は攻撃を受ける瞬間、『吸収』のスキルも発動させたのだ。

			　しかし、俺はこうして大ダメージを受けている。

			　それはつまり、黒龍神の攻撃を吸収できなかったことを意味していた。こんなに吹っ飛ばされたのは、森でサリアに吹っ飛ばされて以来だな……。

			「誠せい一いち!?」

			　その本人であるサリアが、吹き飛ばされた俺を見て、悲鳴を上げる。

			「はぁ……はぁ……」

			　口から流れる血を手で拭い、最上級回復薬はもうないので、特薬草を口に含んだ。だが、特薬草そのものは苦い上に、完全に傷を回復することもできなかった。

			『ふん。まるで、自分が吹き飛ばされるとは思っていなかった、といった表情だな』

			「……」

			　図星だった。そんな俺を見て、黒龍神が続ける。

			『我と打ち合えるだけの力を持っているようだが、所しよ詮せん小僧……己の力を過信していたようだな』

			「…………」

			　悔しいが、何も言い返せない。

			　結局、無意識のうちに俺は自分の力を信じ切っていたのだ。

			　化物みたいなステータスを手に入れ、嘆なげくと同時に安心もしていたんだ。まず、負けることはないと……。

			　だが、今こうして俺は黒龍神に吹き飛ばされた。なぜダメージが通ったのか、スキル『吸収』の効果が発揮しなかったのか……。いろいろ疑問に思うことはある。

			　でも、一つだけ分かったのは、どんな化け物じみたステータスでも、こうしてダメージを与えられる方法は存在するということだ。

			　原因は分からない。分からないが……それでも今は戦うしかない。みんなで帰るために。

			　もう油断はしない。ダメージを受けるなら、全力で避け続けるまでだ。

			　顔つきが変わった俺を見て、黒龍神が目を細める。

			『……驕おごりが消えたか』

			　小さく何かを呟つぶやくと、黒龍神は口から覗く炎を激しくさせる。

			『いいだろう。なら、我が最強の魔法を以て、消し飛ばしてくれよう……！』

			　そう言うと周りを炎で囲い、大きく口を開き、上を向いた。

			　大きく開いた口に少しずつ炎が収束し、やがて、視線だけを俺に向ける。

			『我が最強の魔法……【ヘル・インフェルノ】！　この魔法は、魔法を打ち消す効果すら飲み込む……！　地じ獄ごくの業ごう火かで、貴様らを燃やし尽くしてくれるわ！』

			「！」

			　つまり、黒龍神の魔法が完成すると同時に、俺たちは一瞬で燃え尽きるってことか。

			　ローブに燃え移った炎をスキルの『吸収』で消せなかったことを考えると、この魔法も吸収できないのだろう。

			　それに、魔法を打ち消すことすらできないということは、闇属性魔法の『マジック・ホール』も意味をなさない。

			　いったいどうしろっていうんだよ……！

			　焦あせる俺の目の前で、どんどん炎は収束していく。

			　直接攻撃をして、止めさせようにも、周囲の炎が行く手を阻はばみ、近づくことができない。

			　水属性の魔法も、あれほど大きな火球を消せるだけのものがあるのかさえ分からない。すべての魔法の威力や効果を、俺は知らないのだ。

			　試しにスキル『斬ざん脚きやく』を放ってみたが、行く手を阻はばむ炎にかき消された。

			　このままじゃ……。

			　一か八か、適当に消費魔力の多い水属性魔法を放とうかと考えたときだった。

			「誠せい一いち！」

			「！」

			　後ろで、アルトリアさんの介抱をするサリアが叫んだ。

			「私と戦ったときの魔法を使って！」

			　サリアと……戦ったときに使った魔法？　ふと、俺はサリアと初めて出会い、戦闘したときのことを思い出す。

			　…………。

			「！」

			　そして、俺はそのときの魔法を思い出す。いや、思い出したくなかったんだが、思い出してしまった。

			　それは、俺が初めて使用した魔法。さらに言えば、その魔法は失敗した。

			　……もう、同じ過ちは繰り返さない。

			　軽いトラウマだが、それでも俺はその魔法を使用することにした。前の俺とは、違うんだ。

			『む？』

			　目を閉じ、右腕を静かに天に掲げる。

			「ふぅー……」

			　深く、息を吐はき出す。失敗した魔法なだけあり、緊張する。

			『今さら足あ掻がいても無駄だ。もう、我の魔法は止められん……！』

			　黒龍神の言うように、すでに炎の塊は黒龍神の巨体に迫る大きさとなっていた。

			　でも、関係ない。やるって決めたんだから、やり通すだけだ。

			　そして、目を開くと、その呪文を叫んだ。

			「『フォールディザスター』！」

			　それは、サリアと初めて戦ったときに使用した魔法。

			　それと同時に、自滅しかけた苦い思い出の魔法だ。

			　だが、今回は俺の頭上には発動しなかった。

			　その代わり、今回発動した場所は――――。

			『フフフフ……ハハハハハハハ！　何をするかと思えば……何も起こらないではないか！　残念だったな、人間！　己の無力さを噛みしめ、朽ち果てるが――――』

			　…………ドドドドドドドドドドドドドドドドドドッ！

			　徐々に近づく、災さい厄やくの音。

			『む？　……なっ!?　な、何だ!?　何が起こっている!?　……水？　水が降ってきているのか!?』

			　頭上に響く災さい厄やくの音に気付いた黒龍神は、上を見上げると同時に目を見開き驚く。

			『ちょっ！　ここに降ってきてないか!?　あ、当たる！　我の魔法に当たるぅぅぅうううう！』

			　黒龍神の叫びも虚むなしく、水の災さい厄やくは頭上から無む慈じ悲ひに投下された。

			『がああああああああ！　我の魔法が……我の魔法があああああ！　がばばばばばばばばば！』

			「……」

			　俺も……あんな調子だったんだな。

			　黒龍神の様子を見ながら、遠い目をする。

			　巨大な炎の塊は、それを圧倒する水量によって難なく消火された。

			　激しい水しぶきが、俺にまで飛び散ってくる。

			　……これ、このまま水止まらずに俺たち溺れるなんてことないだろうな……。

			　ふと不安になった俺は、黒龍神の足元に『マジック・ホール』を発動させ、俺の放った魔法をすべて吸収させた。これで、部屋に水がたまる心配はないだろう。

			　つか、サリアと戦ったときより、威力が格段に跳ね上がってるな。これも、俺がレベルアップやらステータスやらを吸収して魔攻撃を高めたおかげだろう。

			『い、息が……！　でき……あばばばばばばばばばば！』

			「…………」

			　その気持ち、よく分かるよ。

			　憐あわれみの視線を黒龍神に向ける。しかも、黒龍神が受けている水量は、俺のときとは比べ物にならないのだ。

			『と、止めろ！　この水を止めろおおおおおおおおおお！　ごぼぼぼぼぼぼぼぼ！』

			「……」

			　どんどん水を飲みこんでいく黒龍神。

			　どうやら黒龍神は勘違いしているようなので、一つ言っておこう。

			　――――俺、その魔法を止める方法、知らないんだ。

			　心の中でそう告げると、俺は実に爽さわやかな笑顔を黒龍神に向けた。

			『おい、その笑顔は何だ!?　頼む！　お願いだから止めてええええええええええ！』

			　そんな叫びも虚むなしく、俺の放った水の猛攻から解放されたのは、約５分後のことだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			『ぜぇ……ぜぇ……』

			「…………」

			　水から解放された黒龍神は、息も絶え絶えだった。

			　俺のときより長い時間水に攻められてたな……。改めて、水って怖いなと思った。どうでもいいけど。

			『おのれぇ……人間めぇ……！　許しを請こうても絶対に許さんッ！』

			　なんかスゲー怒らせたっぽいぞ。……理由は明白だけど。

			『八つ裂きにしてやるッ！』

			　黒龍神はそう言うと、猛然と襲い掛かってきた。

			『【覇爪】！』

			　振るわれた腕の爪から、巨大な斬ざん撃げきが３本放たれる。

			　……俺の持つスキル『剛ごう爪そう』と似てるな。

			　そんなことを思いながら、スキル『心眼』の効果でじっくり見極め、かわす。

			　しかし、黒龍神の放った斬ざん撃げきは、避けたにもかかわらず俺を追尾し始めた。

			『我のスキル【覇爪】は、貴様を切り裂くまで追い続けるぞ！』

			「ちっ！」

			『剛ごう爪そう』より強力だな……威力も高そうだし。

			　なんとか斬ざん撃げきを振り切ろうと頑張るが、斬ざん撃げきは威力を落とすどころか近づくにつれ、強力になる。非常に厄やつ介かいなスキルだな。仕方ないので、俺は避け続けることを諦あきらめ、斬ざん撃げきを迎え撃つ。

			　その際、俺はゼアノスから手に入れた、『ゼフォード流守護剣術』の技を発動させた。

			「【スキルブレイク】！」

			　その名の通り、スキルを破壊するための技である。ただ、この技はスキル以外には効果を発揮しないらしく、人に向けて放ってもダメージは与えられないそうだ。どういう原理だよ。

			　疑問を抱きながらも、俺へと迫った斬ざん撃げきをすべて、ブラックとホワイトで切り刻んだ。

			　そして、そのままスキル『刹せつ那な』を発動させ、黒龍神に急接近する。

			　また、制御できなかったらいけないので、少し力を抜いての発動だ。

			　ただ、それでもスピードは相手の認識速度を遥かに上回るので、突然目の前に現れた俺を見て、黒龍神は目を見開いて驚いた。

			『なっ!?』

			「【ストーム・スラッシュ】！」

			　そんな黒龍神の反応を見つつ、俺はブラックとホワイトを俺自身の体を捻ることで回転を加えながら、斬りつける。

			『我は……我は二度と人間に負けぬと誓ったのだ……！　絶対負けんッ！』

			　だが、俺の攻撃を見ても、黒龍神はまったく怯ひるむ気配がない。その言葉には、俺には分からない何か執念のようなものを感じた。

			　その後も、黒龍神は吸収できない炎を吐はいたり、尻尾しつぽや爪ですさまじい攻撃を次々と繰り出してきた。

			　しかし、それらの攻撃を避けつつ、カウンターを何度も成功させ、結局黒龍神の体は血だらけとなっていた。

			『はぁ……はぁ……！』

			「……」

			　傷だらけで今にも倒れそうな黒龍神だが、その瞳ひとみは死んでいない。

			　荒い息遣いとともに吐はき出される炎は、いつしか黒煙へと変化していた。

			　鋭い眼光を向け、覇は気きを荒々しくまき散らす黒龍神。

			　その姿はまさに絶対的強者、ドラゴンの風格を感じさせた。

			『我は……我は負けんぞおおおおおおおおおおお！』

			　黒龍神は激げつ昂こうすると、口から巨大な火球を放ってきた。

			　そのスピードは、今までの攻撃のなかでも段違いに速い。

			　スキルの心眼が発動していても、脅きよう威いに感じられるほどの速度を誇ほこっていた。

			　迫りくる火球をスキル『刹せつ那な』で避けると、その勢いのまま、ゼアノスに止めを刺した奥義、『疾風はやて』を発動させた。

			　尋じん常じようではない速度で、俺のブラックとホワイトが黒龍神に迫る。

			『ガアアアアアアアアアアアッ!!』

			　その瞬間、咆ほう哮こうを上げ、認識できない速度で動いていたはずの俺を、黒龍神は鋭い目で睨にらみつけた。

			　すると、最初に黒龍神の攻撃を食らったときのように、奥義『疾風はやて』が強制解除され、その場から動けなくなった。

			「くっ！　また……！」

			『ああああああああああああああああああああああああ！』

			　部屋全体を激しく振動させ、壁に亀き裂れつを走らせるほどの雄お叫たけびを上げた黒龍神は、鋭い爪で、直接俺の体を切り裂きにきた。

			　この攻撃が当たれば、防御力があてにならない今、あっけなく死んでしまうだろう。

			　それは、絶対にお断りだ。

			「――――ぉぉぉぉおおおおおッ！」

			　俺は、動かない体を無理やり動かすため、全力で体に命令する。

			　動け、動け、動け……！　ここで動かなかったら、俺は死ぬんだぞ！

			　そんな、驚くほど単純なことに、一気に生存本能が覚かく醒せいし、体が動くようになった。

			　迫りくる死の恐怖に、俺の体は再び進化したのだ。

			　いや、体だけじゃないだろう。精神的にも、この黒龍神との戦いは成長するキッカケになった。俺は、まだまだ成長する必要がある。現状に満足してたら、俺はいつまでたっても化物のままだろう。

			　いつかは、強大すぎるこの力を、巧うまく制御して使いこなせるようになりたい。

			　そんな強い想いが爆発した直後、俺の体は完全に謎なぞの縛しばりから解放された。

			　直後、俺の頭に無機質な声が響く。

			『威圧耐性を習得しました』

			　夢中で動いていた俺には、そんな言葉の意味を考える余裕もなかった。

			『なっ!?　くっ……！』

			　解放された俺の姿を見ても、黒龍神は攻撃を止めない。

			　俺はそれを、迎え撃つ。

			『おおおおおおおおお！　【龍神爪】ッ！』

			　光り輝く巨大な爪が俺に迫る。

			　ゼアノスの流派の技、【スキルブレイク】でも破壊はできないだろう。そう思えるほど、迫りくる斬ざん撃げきは強大で、圧倒的で……美しかった。

			　だが、それに対して俺は、ひたすら剣を振るった。

			　迫りくる、巨大な斬ざん撃げきを切り刻むため。この美しい斬ざん撃げきを、超えるため……！

			　何も見ず。

			　何も聞かず。

			　何も語らず。

			　何も考えず。

			　ただ、夢中で剣を振るった。

			　ゼアノスから手に入れた流派も、習得したスキルや奥義を使うという考えすら出ないほどに。

			　その瞬間、聞きなれた声が頭のなかに響いた。

			『奥義《剣けん華か繚りよう乱らん》を習得しました。奥義《剣身一体》を習得しました』

			　その声が聞こえたと同時に、俺の剣撃と黒龍神の斬ざん撃げきは激突し――――。

			「――――！」

			　――――俺の刃は斬ざん撃げきを一瞬で切り刻み、そのまま黒龍神へと到達した。

			『っ……』

			　そして、黒龍神に反撃の隙を与えることなく、俺はブラックとホワイトを振り続けた。

			『がああああああああああああああ！』

			　黒龍神は、魔物を倒したときに起こるエフェクトを体から発しながら、地面へと倒れる。

			『我は……また負けるのか……！　また、あのお方を人間からお守りすることができないのか……！』

			　倒れ伏した黒龍神の目からは、涙が流れていた。

			『我はただ、あのお方の下で笑っていたかっただけなのに――――』

			　涙を流し、無念を口にする黒龍神。

			『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

			　最後に哀しみの咆ほう哮こうを上げると、黒龍神は完全に消えていった。

			　後に残ったのは、ドロップアイテムだけ。だが、それ以上に俺の心には、黒龍神の言葉が強く残った。

			「……結局、黒龍神は人間の何がそんなに憎かったんだろう……」

			　珍しく、しんみりとした空気になってしまう。

			『レベルがアップしました。レベルがアップしました。レベルがアップしました。レベルがアップしました』

			　レベルアップを告げる声が、何度か響く。今まで一つずつしかレベルは上がらなかったのに、急激にレベルが上がったな。それだけ黒龍神が強かったってことか。

			　しかし、今はあまり騒がしい気分になれなかった。そんな俺に、サリアが駆け寄ってくる。

			「誠せい一いち！　大丈夫？」

			「え？　あ、ああ。ケガはしてないよ」

			　そう答えた俺だったが、サリアは心配そうな表情を変えない。

			「でも……誠せい一いち、なんだか悲しそうだよ？」

			「え？」

			　俺、そんな悲痛な表情を浮かべていただろうか？

			　よく分からないが、いったん思考を切り替えるため、頭を振った。そして、横たわるアルトリアさんに駆け寄った。

			「……まだ、気絶したままか」

			「うん。たぶん、そのうち起きると思うよ」

			　サリアの言葉を聞いて、俺は安あん堵どした。

			　とにかく、俺たちは無事、帰れるんだ。

			　そう、あの変態だらけのギルドに……。

			　…………。

			　……あれ？

			　ギルドが変態の巣そう窟くつっていうことも大問題だけど、それ以上にとんでもないことを見落としている気が……。

			　…………。

			　そこまで考えて、俺は気付いてしまった。気付いてから思う。全力で現実逃避したいと。

			「――――どうやって帰んの？」

			「……え？」

			　俺の一言に、サリアはきょとんとした表情を浮かべる。

			　そして、互いに顔を見合わせると――――。

			「「あああああああああああああ!?」」

			　帰り道が分からねええええええ！　そもそもここドコ!?　すごく今さらだけども！

			「やべぇ！　帰る方法考えてなかった！　そうだよ、いきなり飛ばされたのに帰り方もクソもねぇよな!?」

			「ど、どうしよう、誠せい一いち！」

			「落ち着けっ！　こういうときこそ…………こういうとき!?」

			　こんないきなり飛ばされて帰れなくなったときなんてねぇよバカ！

			　突然の事態に俺もサリアも焦あせる。俺に至っては、シリアスな雰囲気が台無しだよ！

			　アルトリアさんもいまだに気絶したままなので、どうすればいいか相談することもできない。

			「ふぅ……冷静になろう。まず、手持ちの道具でこの迷宮から脱出できるモノがないかを確認だ」

			「はい！　私、何も持ってません！」

			「そうだったね！　なら引き続きアルトリアさんの介抱を頼む！」

			「らじゃー！」

			　サリアはアイテムボックスを持っていないので、必然的に道具は持ち運んでいなかった。

			　そのままサリアはアルトリアさんの下へ戻る。

			　一応、俺は手持ちのアイテムを確認したが、この洞どう窟くつから脱出できそうな道具はなかった。

			「そうだ！　黒龍神のドロップアイテムのなかに、なにかあるかもしれない！」

			　最悪の場合、俺がこの迷宮を全部ぶっ壊してみようとは思ってるが、閉鎖空間なので、これ以上周囲を破壊し、二次被害が出ても困る。ぶっ壊すのは、最終手段だろう。

			　最悪の事態を想定しつつ、俺は黒龍神のドロップアイテムに近づく。

			　まず、鱗うろこやら牙きばやらが落ちているので、それを回収する。

			　

			『黒龍神の鱗うろこ』……黒龍神の巨体を覆う堅けん牢ろうな鱗うろこ。並の武器では傷すらつかない。耐熱性に優れているため、加工するには圧倒的火力が必要。寒さなどには弱い

			『黒龍神の逆鱗』……黒龍神の無数の鱗うろこの中でも、希少な部位。鱗うろこより硬く、しなやかさを兼ね備えている。魔法に耐性があり、受ける魔法の威力を軽減させる。その他の効果は、主に鱗うろこと同じ

			『黒龍神の爪』……黒龍神の強きよう靭じんな爪。非常に鋭く、分厚い鉄板さえも簡単に切り裂く。非常に硬い。オリハルコンなどの、特殊な鉱物でのみ加工することができる

			『黒龍神の牙きば』……黒龍神の強力な顎あごに備え付けられていた凶悪な牙きば。たいていの物は、容易たやすく貫く。一度貫かれると、抜けなくなるようできている

			『黒龍神の骨』……非常に硬く、太い骨。加工次第では、オリハルコンに迫る強度を誇ほこり、伝説レジエンド級武器を凌りよう駕がする性能を発揮する

			『黒龍神の宝玉』……黒龍神の体内に存在していた宝玉。圧倒的魔力を蓄えており、武器に装着させれば、通常攻撃で幽体の魔物すら簡単に倒すことが可能になる。さらに、食べれば魔力が全身を駆け巡めぐり、身体能力が向上する。その上、全魔法の威力が上がる

			　

			「さすがゴッド！」

			　性能がハンパねぇ！　スゲー素材！

			　つか、黒龍神の宝玉！　食えんの!?　宝石だよ!?

			　俺は、いくつも散らばった黒色の鱗うろこや牙きばをアイテムボックスに放り込むと、黒龍神の宝玉、黒色の綺き麗れいな玉を拾った。

			「これ……食えんの？　マジ？」

			　ええ……どうすりゃいいの、これ。好奇心を刺激されてはいるけど……。

			　…………。

			「何事も挑戦だよな」

			　結局、俺は好奇心に負け、口に宝玉を放り込んだ。

			　口に含んでみると……あらビックリ、コーラ味。

			　…………。スゲー無駄っ！

			　そんなことを思っていると、いつの間にか宝玉は、あめ玉のように口のなかで溶けて消えてしまった。

			「いや、美味かったけども……」

			　身体能力が強化されたらしいのだが、イマイチ実感がわかない。ま、そのうち分かるだろう。

			　楽観的に思考を切り上げ、次のアイテムへと移る。

			「お次は……ステータスの書かれた球体だな」

			　俺に大ダメージを与えたくらいだ。相当なステータスを誇ほこっているんだろう。

			　勝手な推測をしながら、すべてを確認した。

			『魔力：１０００００』

			『攻撃力：２０００００』

			『防御力：２０００００』

			『俊しゆん敏びん力：１００００』

			『魔攻撃：２０００００』

			『魔防御：２０００００』

			『運：３』

			『魅力：１０００００』

			「またか！」

			　また魅力で負けたよ！

			　ま、まあ？　相手はドラゴンだし、確かにカッコイイけども……！

			　それ以上に運低っ！　ゼアノスどころの話じゃねぇよ!?　他が10万以上なのに！

			　そこまでツッコんで、ふと気付く。

			「……しかし、20万の攻撃力で、俺の防御力を超えるダメージって与えられるモノなのか？」

			　考えてみたが、有り得ないだろう。

			　だとすると、俺にダメージを与えた方法は、ステータスではなく、スキルにあるかもしれない。

			　ステータスの球体を体内に取り込むと、そのままスキルの確認に移行する。

			　

			『スキルカード《透過》』……スキル『透過』を習得できる

			『スキルカード《威圧》』……スキル『威圧』を習得できる

			『スキルカード《覇爪》』……スキル『覇爪』を習得できる

			『スキルカード《龍神爪》』……スキル『龍神爪』を習得できる

			『マジックカード：火属性・極きわみ』……火属性の魔法が使えるようになる

			『マジックカード：固有属性《煉れん獄ごく》』……固有属性《煉れん獄ごく》の魔法が使えるようになる

			　

			「ちょっと待て！　なんかいろいろヤバそうな雰囲気のしかねぇぞ!?」

			　どれも強力そうな雰囲気に、俺はたじろいだ。

			　そのままスキルカードなどは、すべて俺の体内へと吸い込まれていく。

			　すべてのスキルを習得し終えると、今までの確認も込めて、一度ステータスを表示してみた。

			　

			《柊ひいらぎ誠せい一いち》種族：人間（人間）　性別：男（男）　職業：謎なぞ（魔法剣士）　年齢：17（17）

			レベル：15（15）　魔力：１６９８３００（１００【固定】）　攻撃力：１６４４０００（１００【固定】）　防御力：１６６７０００（１００【固定】）　俊しゆん敏びん力：１６９００００（１００【固定】）　魔攻撃：１６７４０００（１００【固定】）　魔防御：１６３２０００（１００【固定】）　運：１６１００００（１００【固定】）　魅力：表示するのがバカらしくなりました（１００【固定】）

			《装備》上質なシャツ。上質なズボン。上質な肌着。上質なパンツ。賢けん猿えんの鎖くさり。水すい霊れい玉ぎよくの短剣。夜の腕うで輪わ。黒王石のチョーカー。果てなき愛の首飾り。憎悪渦巻く細剣ブラツク。慈愛溢れる細剣ホワイト。蒼の靴

			《固有スキル》瞬間記憶。完全記憶。瞬間習得。瞬間回復。完全解体。心眼。進化。業盗り。アレンジ

			《スキル》【攻撃】斬ざん脚きやく。双そう牙が撃げき。剛ごう爪そう。覇爪。龍神爪。【耐性】麻ま痺ひ耐性。睡すい眠みん耐性。混乱耐性。魅了耐性。石せき化か耐性。阻そ害がい耐性。毒耐性。疲労耐性。威圧耐性。【移動】刹せつ那な。【特殊】上級鑑かん定てい。超調合。道具製作：超一流。索さく敵てき。実力偽ぎ装そう。同化。千せん里り眼がん。吸収。圧縮。全言語理解。透過。威圧

			《魔法》生活魔法。水属性魔法：極きわみ。闇属性魔法：極きわみ。土属性魔法：極きわみ。空間魔法：極きわみ。火属性魔法：極きわみ。固有魔法：煉れん獄ごく

			《奥義》疾風はやて。一いつ閃せん。雲うん霧む。剣けん華か繚りよう乱らん。剣身一体

			《武術》ゼフォード流守護剣術：開かい祖そ。

			《称号》臭い奏そう者しや。ゴリラの嫁を持つ男。総ての頂点。自重知らず。雄おすの王。滅龍士。神斬り

			《所持金》２５００３０４０６０Ｇ

			　

			「もう手におえねぇ！」

			　ステータスが劇的に変わりすぎてる！　匠たくみもビックリだよ！

			　職業が怪物から謎なぞに変わってるし！　つか、謎なぞって何!?　俺のほうが謎なぞだよ!?

			　それ以上に魅力は酷ひどくね!?　他に比べて扱あつかいが雑すぎるッ！　何とかならなかったの!?

			　しかも、知らない間に固有スキルの欄に新しいスキルが追加されてるし！

			　仕方なく、固有スキルから確認していく。

			　

			『進化』……《人間》の種族で一定レベルまで達したことにより、解放されたスキル。必要に応じて、体が常に適応する。常時発動

			『業盗り』……《人間》の種族で一定レベルまで達したことにより、解放されたスキル。相手の使用したスキルを自分のモノとして習得できる。ただし、相手が魔物の場合、習得できるスキルは、人間でも発動可能なものに限る。常時発動

			『アレンジ』……《人間》の種族で一定レベルまで達したことにより、解放されたスキル。業盗りで習得したスキルを、自分に最も適した形にすることができる。常時発動

			　

			「人間やべぇ！」

			　固有スキルがチートすぎる！

			　それより、進化!?　進化の実はもう食ってないけど、俺ってまだ進化するの!?

			　というか、このスキルが解放された条件を当てはめると、これから先も、スキルが解放されるかもしれないのか？

			　……人間ってなんだっけ？　こんなにチートな存在なの？　神様の間違いじゃね？

			　思わず種族に疑念を抱いてしまった俺だが、次に普通のスキルの確認に移る。

			　

			『全言語理解』……人類が使用するありとあらゆる言語を理解することができるスキル。魔物の言葉も理解できるようになるが、絶対ではない。常時発動

			『透過』……相手の防御力を無視し、直接攻撃を叩き込むことができるスキル。スキルによって、このスキルを防ぐことは不可能。ただし、霊体には効果がない

			『威圧』……自分よりレベルの低い存在に使用することで、一時的に動きを封じることができるスキル。相手の精神にプレッシャーをかけて動きを止めるため、阻そ害がい耐性では効果がない。ただし、自身よりレベルの高い相手には効果を発揮しない

			『威圧耐性』……威圧を無効化する

			『覇爪』……３本の斬ざん撃げきを放つことができるスキル。武器からも放つことができ、相手に接触するまで追い続ける。相手が避ければ避けるほど、威力が上がっていく。

			『龍神爪』……すさまじい威力の斬ざん撃げきを放つことができるスキル。光属性を含んでおり、アンデット系の魔物に有効。ただし、一直線にしか進まない

			　

			「かはっ!?」

			　俺はあまりのすごさに吐と血けつした。

			　な、なんというチートスキルの数……！　神は格が違うな！

			　いや、宝箱のスキル『全言語理解』も混じってて、すごく活用の幅が広がるスキルなんだが、こうしてぶっ飛んだスキルと並べられると、どうも霞んでしまう。まあ、これらのスキルのなかで、一番実用性の高いスキルなんだけども。

			　それよりも、俺にダメージを与えることができたのは、スキル『透過』のおかげだったということか……。

			　阻そ害がい耐性があるにもかかわらず、体が動かなかったのは、威圧のせいか。こうして手に入れたけど、レベルが低い俺には、使いどころがあんまりないかもな。威圧耐性は使えるけど。

			　どれも非常に強力で、その分扱あつかいが難しそうだったが、何とか使いこなしてみようと思った。

			「次は魔法か」

			　そういうと、魔法の欄を閲えつ覧らんする。

			　

			『土属性魔法：極きわみ』……土属性を極めた。土属性の魔法がすべて扱あつかえるようになる

			『空間魔法：極きわみ』……空間魔法を極めた。空間魔法がすべて扱あつかえるようになる

			『火属性魔法：極きわみ』……火属性を極めた。火属性の魔法がすべて扱あつかえるようになる

			『固有魔法：煉れん獄ごく』……火属性の魔法に、強制的に付与される魔法。火属性同士の魔法でぶつかり合った場合、強制的に煉れん獄ごくの属性を持つ発動者の火属性魔法が、相手の火属性魔法を飲み込む。スキルでの消火は不可能。圧倒的水量で消すか、発動者本人の意思でのみ消すことが可能

			　

			「ははは、チートがいっぱいだぁ」

			　もうダメだ。全然使いこなせる自信がねぇよ。一度に増えすぎだろ……。

			　しっかし……黒龍神の炎が吸収できなかったのは、煉れん獄ごくの効果があったからか。スゲー厄やつ介かいな属性だな。

			　サンドマンの魔法といいアクロウルフといい、レベルが３００超えたあたりから、何かしら魔法を極めてるのね。

			　宝箱も自分で習得した空間魔法があるし……。

			　…………。

			「空間魔法……？　っ!?」

			　俺の体に衝撃が走った。

			　そうだよ……そうだよ！

			「空間魔法があるじゃないか！」

			　俺はたった今頭の中にインプットされた、空間魔法の名前をすべて頭に浮かべた。

			「あった！」

			　すると、名前の中に、『テレポート』や『転移魔法』という名前の魔法が確かに存在した。

			「サリア！　俺たち、帰れるぞ！」

			「ホント!?　やったあ！」

			　アルトリアさんの近くで喜ぶサリアを見ながら、心の中で宝箱に感謝する。

			　宝箱よ……お前の努力は無駄じゃなかったんだ……！　俺たちの危機を、こうして救ってくれたすごいヤツなんだよ……！

			　俺は、静かに散って逝いった宝箱に敬礼した。……殺したの俺だけど。

			「これで安心してステータスの確認もできるな」

			　そう呟つぶやき、今度は奥義の欄を確認する。

			　

			『剣けん華か繚りよう乱らん』……無数の斬ざん撃げきを放ち、相手を切り刻む奥義。スキルや魔法も斬ることができる

			『剣身一体』……剣と同化し、集中力を極限まで高める奥義。この奥義を使用後、発動する刀剣類のスキルや奥義は、威力が倍になる

			　

			「おお、奥義っぽい」

			　今までで一番感心したかも。俺が自力で手に入れた奥義でもあるわけだし。

			　特にツッコみどころもなく、最後の称号の欄に移った。

			　

			『滅龍士』……最上位のドラゴン系統を単独で撃破した者に与えられる称号。対ドラゴン戦で、ステータスに最大の補正あり

			『神斬り』……神を切り伏せた者に与えられる称号。神との戦闘において、ステータスに最大の補正あり

			　

			「とうとうヤっちゃったかぁ……」

			　俺は酷ひどく遠い目をする。

			　いやぁ……今さらだけど、俺たちをこの世界に送った神自身が言ってたのに、神様存在してんじゃん。

			　ま、その神様から言わせたら、黒龍神なんて神様の一人でもないのかもしれないけれど。

			　とにかく、俺は神殺しをしちゃったらしい。うわっはー！　もうどうにでもなれ！

			　神殺しをしたということで、罰が当たらないだろうな？　とかどうでもいいことを思ってしまうあたり、俺もだいぶ壊れたらしい。いやあ、参っちゃうね！

			「さて……スキルの確認は済んだし、帰る方法も見つかった。んで……」

			　そこまで言うと、俺は言葉を区切って、地面に落ちている冊子や大きめの宝箱に目を向ける。

			「どうせ宝箱の中身はチート装備が入ってるんだろうけど、それ以上に黒龍神の過去が気になるな……」

			　あれだけ人間に執着してたんだ。何かしら、過去にあったんだろう。

			　激闘を繰り広げ、黒龍神を下した俺は、それを知りたくなった。

			　気が付くと、俺は自然と冊子の方向に足を向けていた。

			　そして、俺はこのあと、いろいろ考えさせられることになるのだった。

		

	
		
			人間

			　

			　俺は、すぐに黒龍神の一生が書かれているであろう冊子を手に取った。

			　ふん、俺はもう学習したぞ。どうせ、『黒龍神物語』って書いてあり、下には『ノンフィクションです』って書いてあるんだろう？

			　残念だったな！　俺はそこまでバカではないのだ！　もう騙だまされないぞ！

			『黒龍神の伝記』

			「伝記!?」

			　俺は予想外の題名に、驚きの声を上げる。

			　いや……伝記!?　物語じゃなくて!?

			　まあ、確かに今までの題名がおかしかったんだけども！　ここまでくれば、普通「物語」で統一するんじゃねぇの!?

			　伝記って、確かに個人の一生涯を綴ったモノなんだから、間違ってないんだけど……。

			　どこか釈然としないまま、広げて読み始める。

			『黒龍神とは、その昔、とある村で人間に信仰されていた神である』

			　し、信仰されてたのか……？　あ、神なんだから、当たり前か……。

			『黒龍神は、村人たちに危機が訪れれば、身を挺して守り続けた。そんな黒龍神を、村人たちは心から崇あがめていた』

			　想像もつかねぇ……。あんだけ人間を憎んでいるようなヤツが、人間を助けていたとか……。

			『だが、ときが経つにつれ、村人たちの信仰心は薄れていく。しかし、村人たちが黒龍神への感謝を忘れようとも、黒龍神は様々な災害や、魔物から守り続けてきた』

			　……。

			『そんな黒龍神を待ち受けていたのは、残酷な現実だった。村人たちは、あろうことか黒龍神を討とう伐ばつし、その素材で武器を作り、他の村々を攻め滅ぼそうと企み始めたのだ。当然、黒龍神は村人たちに激怒した。信仰心や感謝の気持ちが欲しかったわけではないが、この仕打ちはあんまりだと』

			　そりゃあ……そうだろうな。守り続けてきた人間に裏切られ、襲われるんだし。

			『黒龍神は神の名を持つだけあり、すさまじい戦闘力を誇ほこっていた。だが、そんな黒龍神を討とう伐ばつするために、村人たちは《龍殺し》の異名を持つ者たちを集め、討とう伐ばつにあたった。ドラゴンスレイヤーとも呼ばれる彼らは、いとも容易たやすく黒龍神の動きを封じ込め、大ダメージを与えた』

			　ドラゴンスレイヤーか……あの黒龍神が簡単にやられるなんて、想像もつかないな。

			『そんな龍殺したちから命からがら逃げだした黒龍神だったが、やがて逃げる力もなくなり、すぐにでも果ててしまいそうになる。意識が朦もう朧ろうとするなか、死にかけの黒龍神の下に、偶然通りかかった一人の男が手を差し伸べた。その男こそ、後に魔王と呼ばれることになる魔族だった』

			「どうぇいっ!?」

			　いきなりの事実に思わず変な声を上げてしまった。

			　つか、魔王!?　ここで魔王が登場ですか!?

			『魔王は、傷ついた黒龍神の傷を癒いやし、ともに旅に出ることを提案した。初めは、魔族とはいえ、同じ人型である魔王を警戒していた黒龍神。だが、半ば強制のような形で一緒に旅に出ることになり、長いあいだ旅を続けていくなかで、気付けば魔王を心から慕うようになっていた』

			　なるほど……黒龍神は、魔王に救われたのか。

			『そんな魔王は、人々に虐しいたげられる魔族を救い出してはともに旅をし、同じように困っている者がいれば、たとえそれが人間であろうとも平等に手を差し伸べた。もともと困っている者たちを放っておけない性格であり、そんな魔王だからこそ、黒龍神は慕っていたのだ』

			　……あ、あれ？　俺のイメージする魔王像と違うんだが……。

			『長い間、こうして旅を続けてきた魔王の下には、気付けば多くの魔族が集まり、やがて一つの国を建国するにまで至った。最初の魔王の友であった黒龍神も、建国した国で静かに平和に暮らしていた。国にはいつも、笑顔があふれていた』

			　……。

			『だが、そんな魔族の国を気に入らないと思う種族が現れた。それが、人間である。人間は、自分たちが奴ど隷れいとしていた魔族が人間と同様に国を建て、平和に暮らし始めたことに不満を抱く。それは、奴ど隷れいとなる存在がいなくなったが故の不満と、優越感を見出すための我わが儘ままだった』

			　……。

			『魔王の国を滅ぼそうにも、黒龍神や屈強な魔族たちが多く存在し、その頂点の魔王自身も圧倒的な戦闘力を誇ほこっていたため、手出しができずにいた。そんななか、ある国が勇者召しよう喚かんと呼ばれる儀式を編み出すことに成功した』

			　ここで勇者の登場か。勇者召しよう喚かんに、こんな背景があったなんてな……。

			『勇者召しよう喚かんは、主に二つに分類され、一つは異世界から勇者を召しよう喚かんする方法と、もう一つは勇者の適性がある者に力を与え、勇者にする方法があった。そして、力を付与する方法が選ばれた。勇者は、すぐに魔王の国へと進撃を開始し、多くの魔族を虐ぎやく殺さつした。勇者の進撃を食い止めようと黒龍神や、魔王自身までもが立ち上がったが、黒龍神は勇者の力の前には無力であり、結局、黒龍神は魔王を今一歩という場面で救い出すことができなかった。目の前で倒された魔王を見て、黒龍神はこの世のすべてを否定するかのごとく、暴れまわった。すべてを壊し尽くすかのように……。結果として、黒龍神は勇者を倒すことができず、自身は迷宮へと封印されてしまった。もう二度と、大切なものを失いたくない。その一心で、黒龍神は迷宮で多くのモノを糧かてとし、力を蓄え続けた。魔王の下で、再びあの平和な日々を過ごせることを願って……』

			　うわああああああああああああ！

			　ごめんなさいっ！　黒龍神の事情を一切考えてませんでした！

			　確かに、アルトリアさんを傷つけたことは許せない。

			　でも、この話を読んだ後だと、どれだけ俺が短気だったことか……！

			　宝箱のときもそうだけど、話し合えば、分かり合えたかもしれないのに……！

			　つーか、この話が本当なら、人間側がクズじゃねぇか。救いようがねぇぞ。

			　俺もそうだけど、人間って本当に欲望まみれの生物だよな。……そのなかでも、特に自分の欲望に正直な人間の集まるギルドに所属してるわけですけどね。

			　まあいい。こうして、黒龍神の過去の話のおかげで、勇者と魔王の因いん縁ねんが分かったわけだ。

			　俺は人間だから、基本勇者側に感情を移入して考えるけど、立場が変わるだけでここまで事情が違ってくるなんてな。

			　よく子どものころに親から相手の立場になって考えろって言われたけど、先入観や凝り固まった常識って、こうも簡単にそんな単純なことをできなくさせてしまうんだな。

			　相手にも、何かしらの事情はある。

			　犯罪ならば、それでも許されないことは多々あるだろう。でも、もしお互いに歩み寄れる余地があるんなら……。改めて、コミュニケーションって大事だなと思ったよ。

			　しみじみとそう感じ、改めて意思疎通ができることの大切さを知った俺は、その後の黒龍神の生涯と書かれた部分を読み、冊子を体に吸収させた。

			　黒龍神の経験で一番多かったのは、やはりというか、人間との戦闘経験だった。おかげで、いろいろと戦い方のようなものが分かった気がする。

			　ここまで確認した俺は、残りの宝箱に目を向けた。

			「さて……金と、何が入ってるんだ？」

			　純粋な好奇心に従い、宝箱を開ける。

			　すると袋と、一着のフード付きロングコートらしきものが入っていた。

			　取りあえず中身を確認してみると、白金貨や金貨がすごい数入っていた。……何というか、金がとんでもないインフレを起こしてるぞ……。

			　あまりの金額に軽く眩暈めまいを起こしながら、アイテムボックスに収納する。

			　そして、最後のロングコートを取り出し、広げてみた。

			　全体の色は真黒で、背中に金色の刺し繍しゆうが施ほどこされており、ゴージャス感が醸かもし出されている。

			　……スゲー中二病な雰囲気が……。

			　ただ、せっかく羊から貰ったローブを燃やしてしまい、黒髪を隠す方法が欲しかった俺としては、このロングコートは願ったりかなったりであった。ちょっと中二病な雰囲気があるけど、純粋にカッコいいしね。

			　そんなことを思いながらも、俺はロングコートに鑑かん定ていのスキルを発動させた。

			　

			『黒覇者のロングコート』……夢幻フアンタジー級装備品。力の象徴である黒龍の神であったことを示すロングコート。耐熱、耐寒性があり、コート内は常に装備者に対して快適な温度となる。衝撃耐性や防刃性にも優れ、並大抵の武器では傷一つ付けることさえできない。全魔法の威力を高める。汚れに強い。装備者の獲得経験値が通常より激減する

			　

			「なんかいろいろスゲー」

			　よく分からんけど、とにかくすごいことは分かった。

			　つか、最後の一文。これ装備すると、今以上に俺のレベルが上がりにくくなるってことか？

			　まあ、それが霞むレベルの性能を誇ほこってるわけだから、全然気にならないんだけど……。

			　とにかく、今の俺にとって、このロングコートはいろいろと助かる要素が多かった。レベルが上がりにくくなるにしても、魔法の威力が高くなったり、防御力もあるわけだから、着ない手はないだろう。

			　レベルが上がってどんどん強くなる前に、今の俺の力を制御できるようになるっていう意味でもありがたいものだな。

			　早速ロングコートを着てみたが、ビックリするほど俺の体に合っていた。

			　なんか、最近俺にとって都合のいいモノばかり手に入ってるけど、これも俺の運のおかげか？

			　そんなことを思いつつ、すべてを回収し終えた俺は、アルトリアさんを介抱するサリアの下へ向かった。

			「あ、誠せい一いち！　もう終わったの？」

			「まあ一応な」

			「そっかぁ……そういえば、羊さん来なかったね」

			「え？」

			　俺は、サリアに言われて思い出した。そうだよ。一応迷宮はクリアしたから、羊が来てもおかしくはないんだよな。

			　でも、羊が現れるときって、真の意味で迷宮がクリアされたときって言ってたし、このダンジョンの場合は、黒龍神を魔王の下で平和に暮らさせることが条件になるのかな？

			　……どんだけ難易度高いんだよ。

			　今いるダンジョンを真の意味で踏とう破はするための難易度に、頬ほほが引きつっているときだった。

			　ポンッ！

			　突然、何もない空間が小さな爆発を起こした。

			「何だ！」

			「さあ？」

			　俺が身構えるなか、サリアはのんびりとしていた。なんだか、一人で警戒する俺がバカみたいだ。

			　小さな爆発が起こった空間を見つめていると、一枚の紙らしきものがその空間から落ちてきた。

			「な、何だ？」

			　警戒をしたまま、落ちた紙を拾う。

			　その紙には、何やら文字が書いてあった。

			「誠せい一いち、その紙は？」

			「さ、さあ？　なんか書いてあるけど……」

			　しかし、なぜだろう。少し前にも似たようなことがあった気が……。

			　俺は、紙に書いてある文字を、口に出して読んでみた。

			『どうも、羊さんです』

			「やっぱりか！」

			　なんとなくそんな気はしてたよ！　フルフェイスヘルメットのときもそうだったもんな!?

			　思わず紙に書かれた文字にツッコんでいると、サリアが笑顔で訊きいてくる。

			「え!?　羊さんからの手紙!?」

			「え？　あ、ああ。まあ、そんなところだろ」

			「読んで読んで！」

			　目をキラキラと輝かせながら、サリアがそう言ってくるので、俺は再び口に出して読むことにした。

			『取りあえず、ダンジョン踏とう破は、おめでとうございます。順調に人間をやめていらっしゃるようで何よりです』

			　うるせぇよ！

			『さて、もう察していることと思いますが、今回は真の意味で踏とう破はされたわけではないので、私と出会うことはできません。……もう、そんな悲しい顔をしないでくださいよ。私に会いたくて仕方がないのは分かってますから』

			　どうしよう。今すぐ羊を殴りたくなってきた。

			『まったく……物騒な考えは変わりませんね。でも安心してください。そんなツンツンしていらっしゃる誠せい一いち様のお心は、ちゃんと分かってますから。……照れ隠しですよね？』

			　うっぜぇえええええええ！

			　つか、前も思ったけど、なんで俺の心の声と会話が成立してるんだ!?

			『羊ですから』

			　わけ分かんねぇよ！

			『まあとにかく、私が言いたかったことは、ダンジョンを踏とう破はしたことに対する祝福ですので。これからも、頑張ってダンジョンを踏とう破はしていってください。最終的には、人間どころか生物すらやめた誠せい一いち様と再会できることを楽しみにしております。では、サリアお嬢様もお元気でBy　みんなのアイドル羊より』

			　……。

			「最初から最後まで、羊のペースだった……」

			「羊さん、元気そうだね！」

			　うん、元気なことはいいと思うよ？　でも、羊は一度、痛い目にあったほうがいいと思うんだ。そんなことを思っていると、紙の下のほうに続きがあった。

			『追伸。私、しばらくの間バカンスに行くので、真の踏とう破ははご遠慮ください』

			「仕事しろおおおおおおおおおお！」

			　なぜか、羊が南国の島で、アロハシャツを着たままサーフィンをしている姿が頭に浮かんだ。ついでにグラサンとサムズアップのセットで。
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			「羊さん、バカンス楽しめるといいね」

			「いやいやいや！」

			　サリアさん。羊は仕事もせずに遊びに行くと言ってるんですよ？　いいわけないでしょ！

			　散々ツッコんだ俺は、荒れた息を整える。

			「はぁ、はぁ……まあいいや。とにかく、今回羊は来ないってことだな」

			「残念だね」

			　一生来なくていい。あ、でもそれだと殴れないな……。

			「よし、回収するものも回収したし……あとは帰るだけだな」

			「うん！　早く帰ろ！」

			　サリアの返事を受け、転移魔法の準備をする。

			「サリア。転移魔法を発動させるから、俺に掴つかまってくれ」

			「はーい！」

			　元気よくサリアが返事をすると、早速装備した俺のローブを掴つかんだ。

			「よし。んじゃ、アルトリアさんだけど……」

			　転移魔法を初めて使う俺は、どうなるのか分からないので、この迷宮に来たときと同じように、魔法を発動させる俺の体に、二人を触れさせようと思っていた。

			　俺の意思とは関係なかったとはいえ、それでここまで来れたんだ。帰りも同じで大丈夫だろう。ちなみに、王都から少し離れた位置に転移するつもりでいた。

			　俺たちがいきなり街中に現れたら、さぞかしビックリするだろうからな。

			　なので、歩くことも考えた結果、必然的に俺はアルトリアさんを抱きかかえることになった。もちろん、お姫様抱っこだ。

			「……まさか、連続でお姫様抱っこをする日が来ると思わなかったよ」

			　後ろはサリアが掴つかまっているので背負うこともできないし、普通に抱っこするとなると、いろいろマズいからな。主に俺の精神衛生上の問題で。……察しろバカ！

			「それじゃあ、帰りますか！」

			「うん！」

			　そのまま俺は、空間魔法の一つ、『転移』を発動させ、王都付近まで戻るのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「ん……お、おお……」

			　転移魔法を発動させた俺は、思わず瞑つむっていた目を開き、感動の声を漏らす。

			「着いたの？」

			　後ろではサリアの声が聞こえ、俺の腕の中にはしっかりアルトリアさんもいた。

			　目の前には王都テルベールの城じよう壁へきが見える。

			「無事……帰れたな」

			　思わずそう呟つぶやく。

			　転移魔法は上手く使えたけど、正直ちょっと怖くて目を瞑つむってしまったのだ。だから、どんなふうにここまで転移したのかは分からない。今さらだけど残念なことをしたかも。

			「さて……本当なら当初の目的であるスライムを討とう伐ばつしなきゃいけないんだろうけど、アルトリアさんも気絶してるし、今日は帰ろう」

			「そうだね。それにしても……なんだか、久しぶりな気がする」

			「え？　何が？」

			「う～ん……ずっと迷宮にいたせいかな？　ギルドに戻ることが、久しぶりに感じるな～って」

			「ああ、言われてみれば……」

			　確かに、一日も経っていないんだろうけど、ずいぶんと久しぶりな気はする。

			　それだけ、あの迷宮のなかでの出来事が濃かったってことなのかな？

			「まあいいや。とにかく行こう」

			「うん」

			　こうして、俺たちはテルベールに向かって歩き出した。

			　道中、再び転移させられることがないか、慎重に移動したが、そんな警戒は杞き憂ゆうに終わりそうだった。

			　そして、サリアと少し雑談しながら歩いていたときだった。

			「……ん。……ん？」

			「あ、アルトリアさん！」

			「よかったぁ。気が付いたんだね！」

			　今まで俺の腕のなかで気を失っていたアルトリアさんが、目を覚ました。

			　アルトリアさんは、状況がよく分かっていないらしく、ボンヤリとした表情を浮かべている。

			「ここは……？」

			「王都テルベールですよ。無事、戻ってこれました」

			　フードの下でにこやかに告げると、アルトリアさんは小さく「そうか」と呟つぶやき、しばらくの沈黙のあと、すごい勢いで俺を見上げた。

			「って……は!?　帰ってこれただと!?」

			「ええ。ほら、前見てくださいよ」

			　アルトリアさんに、遠くに見えるテルベールの城じよう壁へきを見せると、驚いた表情を浮かべた。

			「ま、マジで帰ってきたのかよ……」

			　驚きの表情のままそう呟つぶやくと、アルトリアさんはある違和感に気付いた。

			「ん？　……おい、なんでオレがこんなに近くでお前を見上げてんだ？」

			「え？　そりゃあ……俺がアルトリアさんを抱えてるからですよ」

			「……」

			　初めは意味が分からないと言った様子で首を傾かしげていたが、徐々に言葉の意味を理解していき――――。

			「お、おろせ！」

			「うわっ！　ちょっ！　暴れないでくださいよ！」

			「いいからおろせ！　重たいだろ!?」

			「えぇっ？　全然軽いし、気にすることないですよ？」

			「～～～～っ！　お前がじゃなくて、オレが気にするんだよ！」

			　顔を真っ赤にしたアルトリアさんは、俺の腕のなかで大暴れした。

			　いや、実際軽いし……。確かに異性に抱きかかえられるのって恥ずかしいかもしれないけど、アルトリアさんは、気を失ってた上に黒龍神との戦闘で体力を消しよう耗もうしているはずだ。

			　だからお姫様抱っこをしていたわけだけど……。

			「と、とととにかくおろせっ！　じゃねぇとぶん殴るぞ！」

			「殴りながら言わんでください！」

			　あまりにもアルトリアさんが大暴れするので、思わず俺はアルトリアさんを地面におろしてしまった。殴られたりしたけど、別に痛くはなかった。うん、さすが化物ステータス！

			「はぁ……はぁ……！」

			　肩で息をするアルトリアさん。

			　何度か深呼吸を繰り返し、アルトリアさんは自分で歩き出そうとしたが……。

			「あ……」

			「おっと」

			　やはりまだ体全体に力が入らないのか、すぐに倒れそうになったので、アルトリアさんの肩を支えた。そんな様子を見て、サリアがアルトリアさんに言う。

			「ダメだよ？　アルトリアさん。アルトリアさんは傷が治ってても、体力は回復してないんだから。誠せい一いちに運んでもらって！」

			「はあ!?　そ、そんな恥ずかしいことできるか！」

			「でもさっきまでそうやって運んでもらってたんだよ？」

			「うがああああああ！　そ、それはオレが気を失ってたからで……！」

			「と・に・か・く！　アルトリアさんは誠せい一いちに運んでもらって！」

			「だから――――」

			「却下！」

			　頑なに俺に運んでもらうことを拒否するアルトリアさんだったが、サリアの珍しく真剣な様子に気け圧おされ、最終的には深く大きなため息を吐ついた。

			「う、うぅ……はぁぁぁ……。分かったよ、分かりましたよ！　大人しく運ばれればいいんだろ!?」

			「うん！」

			　アルトリアさんの回答に満足したサリアは、笑顔で頷うなずいた。

			「じゃあ誠せい一いち。さっきみたいに運んで！」

			「おお、それはいいけど……」

			　ふと視線をアルトリアさんに向けると、頬ほほを赤く染めながら、上目づかいで睨にらんできていた。

			「し、仕方なくだからなっ！　誠せい一いちもそこを間違えんなよ!?」

			「え？　は、はあ……」

			　よく分からんが、運ばせてもらえるなら、気が変わらないうちに抱きかかえてしまおう。

			　そう思った俺は、最初と同じように軽々とアルトリアさんをお姫様抱っこした。

			「うぅ……」

			　そんなアルトリアさんは、俺の腕のなかで顔を真っ赤にしている。この人、見た目すごい美人だけど、こういうところが可愛いよな。口に出したら殴られそうなので言わんけども。

			　地味に情けないことを思いつつ、再びテルベールに向けて足を動かし始める。そしてしばらくの間、沈黙が続いた。

			　別に、気まずいわけでもないんだけど、アルトリアさんがずっと俺の腕のなかで顔を俯うつむかせているので、声をかけていいのか迷っていたら、結局無言が続いてしまったのだ。……これを気まずいというのかもしれないけど。

			　唯一元気なサリアは、俺とアルトリアさんの様子を見てはニコニコしたり、時折見かける蝶ちようなどを追いかけてはしゃいでいた。

			　そんなわけで、無言が続くなか、その沈黙を破るようにアルトリアさんが唐とう突とつに口を開いた。

			「……悪かったな」

			「え？」

			　いきなり謝られた俺は、間抜けな声しか出すことができなかった。

			　つか、なんで俺謝られたんだ？

			　そんなことを思っていると、アルトリアさんが小さく言った。

			「……その……オレの不幸に巻き込んじまって……」

			「え？　あ、ああ。そんなこと――――」

			「――――そんなことじゃすまねぇんだよッ！」

			　いきなり声を荒らげたアルトリアさんに、俺は思わず体を強こわ張ばらせた。

			　サリアは一人で勝手にあちこちを走り回っており、アルトリアさんの声が届いていない。

			「オレは……！　下手すりゃ死んでしまうような状況にお前たちを巻き込んだんだぞ!?　それなのに……そんなことですむわけねぇだろ!?」

			「……」

			　これは……うん。軽い気持ちで答えた俺が悪いな。

			　アルトリアさんの気持ちはよく分からないけど、彼女にとって、今言ったことは譲れない部分なんだろう。黙だまってアルトリアさんの言葉に耳を傾けていたが、突然小さく何かを呟つぶやき、何もない空中に出現した半透明な板を俺に見せてきた。

			「……これがオレのステータスだ。見てみろ」

			「え、でも……」

			「いいから。……まあ、薄々気付いてるかもしれねぇけどよ」

			　押し付けられたステータスを、アルトリアさんを抱きかかえたまま確認する。するとそこには、とんでもないステータスが書かれていた。

			　

			《アルトリア・グレム》種族：人間　性別：女　職業：戦士　年齢：19　レベル：１２３

			魔力：１００　攻撃力：５０００　防御力：３８２４　俊しゆん敏びん力：４２００　魔攻撃：３４５

			魔防御：２２２１　運：－２００００００【災さい厄やくを背負う者】　魅力：測定不能

			　

			「!?」

			　あまりのステータスの内容に、俺は絶句した。

			　魅力が測定不能なのは、普通に理解できる。アルトリアさん、スゲー美人だし。

			　レベルが１２３もあって、俺のステータスからかけ離れているという点についても、ショックではあるが、まだ許容範囲内だ。

			　でも……この運の数値は何だ？　マイナス２００万？

			　その数値の隣には、よく分からない称号のようなものまで表示されてるし……。

			　頭の中でいろいろ考えていると、アルトリアさんが寂しそうに説明し始めた。

			「運の数値……とんでもないだろ？　それ、その横に書いてある【災さい厄やくを背負う者】ってやつの効果なんだよ」

			「災さい厄やくを背負う者？」

			「そうだ。生まれたときから、その呪いにかかってたんだ。効果は単純。運の数値にマイナスが付く……ただそれだけだ」

			　それはつまり、アルトリアさんの運がマイナスになってしまうということか……。

			　もし、この呪いがなかったら、アルトリアさんは俺以上の運を持っていることになる。

			　でも、どうしてこんな呪いが……。

			　そう思っていると、アルトリアさんはそんな俺の心情を察してか、教えてくれた。

			「ま、オレも何でこんな呪いがかかってんのかは分からねぇんだよな。この呪いのおかげで何度死にかけたことか……。それに、オレが死にかけるならまだいい。耐えられないのは、オレの周りにいるヤツらにまで、オレの呪いで被害が出てしまうことなんだよ」

			「……」

			「テルベールは、そんなオレの事情を知ってる、とあるヤツのおかげで町全体に特殊な結界が張ってある。おかげで付近にいる人間に迷惑をかけることはあっても、町全体を不幸にすることはなかった。だから、オレは基本、テルベールから離れることはねえんだ。他の街に行けば、それだけで周りを不幸にしちまうからな……」

			　アルトリアさんにとっての呪いというものは、自分に対する不幸なんかじゃなくて、周りが不幸になることなんだ……。

			　そう気付いたとき、俺はあまりの理不尽さに怒りが込み上げてきた。なぜ、こんなに優しい人が、辛い思いをしないといけないのか……。

			「だからよ。みんなオレを避けるんだ。確かに悲しいけどよ、それ以上にオレのせいで周りを不幸にしちまうことのほうが……もっと悲しいんだよ」

			「……」

			「オレの呪いを解く方法はねえ。結界を張ったヤツも、オレのためにいろいろ探してくれたんだけどな。結局、見つからなかった。だから、これから先も、オレは周りを不幸にし続ける。オレは、この世界にとって、不要な人間なのさ。そして、そんなオレの不幸に、お前たちを巻き込んじまって……本当に……悪い……」

			　アルトリアさんはそこまで言うと、顔を俯うつむかせた。

			　本当に俺はバカだった。ここまで深刻に悩んでいたってのに、まったく気付くことすらできず、挙句の果てにはアルトリアさんを傷つけてしまった。そんなことって軽い気持ちで答えた俺を、殴り飛ばしてやりたい。

			　ただ、不謹慎だと思うが、結果的にアルトリアさんのことを知れて、嬉しかった。

			　出会った最初はどこか近寄りがたい雰囲気を出していたし、その理由を知ることさえできなかった。

			　でも、こうして今は、アルトリアさんが抱える悩みを知ることができた。

			　そして、そんな事情を打ち明けてくれたアルトリアさんに、俺は一つ伝えたい。

			　それが、どこまでアルトリアさんの心を助けることになるのかは分からない。もしかしたら、助けるどころか、また傷つけてしまうかもしれない。

			　それでも、どうしても伝えておきたいのだ。

			「アルトリアさん。俺は、アナタと出会えたことが決して不幸だなんて思いません」

			「……え？」

			「もちろん、俺だけじゃなく、サリアも同じ気持ちのはずです」

			「……」

			「確かに、今回のように、一つ間違えば死んでしまうような出来事に巻き込まれました。でも……生きてます。俺もサリアも……まだ、生きています」

			「！」

			「もちろん、大変でしたよ？　でも、それ以上に、アルトリアさんが俺たちの試験監督になって過ごした時間は、そんな大変なことを帳消しにして有り余るくらい、素敵な時間だった。楽しい時間だったんですよ」

			「……」

			「アルトリアさん。アナタは俺たちが不幸になってしまうと言いましたよね？」

			「……」

			　俺がそう問いかけると、アルトリアさんは顔を俯うつむかせたまま、小さく頷うなずいた。

			「不幸か幸福かなんて、結局その人次第なんですよ。その人が不幸だと思えば、それは不幸になるし、逆に周りからどれだけ哀れに見えても、本人が幸せに感じているのなら、それは幸福なんです。そして、俺とサリアにとって、アルトリアさんと過ごしたことは――――決して不幸なんかじゃなかった。これは、アルトリアさん自身が何と言おうとも、絶対に譲りません」

			「……っ」

			「アルトリアさん。アナタは決して要らない人間なんかじゃない。だから……もう、自分を貶めるようなことは、言わないでください」

			「……」

			　そこまで言い終えたあとも、アルトリアさんはずっと俯うつむいたままだった。

			　怒らせてしまっただろうか？　傷つけてしまっただろうか？

			　でも、今言ったことは、俺の本心なんだ。だから、絶対に伝えたかった。

			　俺とアルトリアさんの間を、再び沈黙が支配した。すると、今まではしゃいでいたサリアが駆け寄ってきた。そして、アルトリアさんに近づく。

			「アルトリアさん！　ぎゅーっ！」

			「！」

			　サリアは、俺の腕からアルトリアさんを抱きかかえ、そのままギュッと抱きしめた。

			「アルトリアさんが、不幸に思うなら、私がその分幸せにしてあげる！　だって、こんなに優しい人が不幸だなんて、間違ってるもん！」

			「……はは」

			　俺はサリアの言葉に、思わず笑みがこぼれた。

			　さっきまではしゃいでいたのに、なんでサリアはアルトリアさんの抱えているモノをこうも簡単に見抜いてしまえるんだろうか。

			　やっぱり、人間とは違って、野生動物ならではの鋭い洞察力があるんだろうか。

			　なんにせよ、サリアはどこまでも人を癒いやすことが得意だよな。自覚なしでやってるところがすごい。抱きしめられたアルトリアさんは、その間もずっと無言で、顔を俯うつむかせていた。

			　そのあとは、特に会話をすることはなかった。

			　でも、その沈黙は、最初の沈黙とは違い、どこかゆったりとした沈黙だった。

			　黙々と歩き続けていると、王都テルベールの門にまで辿たどり着いた。

			「……ん？」

			　辿たどり着いたのはいいが、何やら門の周辺が騒がしい。

			「何かあったのかな？」

			　サリアも騒がしいことに気付き、そう訊きいてくる。

			　俺も分からないので、一緒に首を捻っていると、見知った顔が俺たちに気が付き、そして驚きの表情を浮かべ、駆け寄ってきた。

			「おい、誠せい一いち！　それに、サリア嬢ちゃんとアルトリアも！」

			「あ、クロード」

			　駆け寄ってきたのは、テルベールの兵士でもあるクロードだった。クロードは、何やら必死の表情で駆け寄ってきたかと思うと、一気に詰めよってくる。

			「お前ら、今までどこ行ってやがった!?　心配したんだぞ!?」

			「へ？」

			　あまりの剣幕と質問の内容に、思わず間抜けな声を出してしまう。

			「スライムを倒しに行ってから、３日も帰ってこないしよ……本当に何してやがった！」

			「ち、ちょっと待ってくれ！」

			　俺は一度クロードを制止して、頭を働かせる。

			　今、クロードはなんて言った？　３日も帰ってこなかったって言わなかったか？

			「な、なあ、クロード。俺たち、スライムを倒しに行ってから、１日も経ってないよな？」

			　信じられないと思いつつ、思わずそう訊きいてしまう。だが、そんな質問に、クロードは眉を寄せて答えた。

			「何言ってやがる。３日経ってるって言っただろうが」

			「「「……」」」

			　クロードの言葉に、俺もサリアもアルトリアさんも、言葉が出なかった。

			　つまり、あの迷宮で過ごしている間に、外では３日も経っていやがったのか……。

			　呆然とする俺たちの様子を見て、クロードも何かを察したのか、最初の勢いが消え、今度は安心した表情を浮かべた。

			「よく分からねぇが……とにかく、お前らが無事でよかったよ。今から、お前らの捜そう索さくに行こうかと思ってたところだ」

			「え？」

			　そ、捜そう索さくだと？

			「クロード。もしかしてだが、俺たち３人がいなくなったから、あの門の周辺にいる人間集めて捜そうとしてくれてたのか？」

			　有り得ないと思いつつもそう訊きくと、クロードはなんてことない様子で言ってのけた。

			「当たり前だろ？　知り合いがいなくなったら、誰だって心配するし、捜すだろ」

			「「「……」」」

			　再び俺たち３人は呆然とさせられた。

			　クロードたちは、俺たちを捜すために集まってくれていたのだ。言葉を失う俺たちの前で、クロードは集まっていた人間に大きな声で告げた。

			「おーい！　３人が帰ってきたぞぉ！　お前ら、集まってくれてありがとうな！」

			　クロードの言葉を聞いた人たちは、みな安心した様子で、俺たちに向かって次々と言葉をかけてきた。

			「おお！　それは良かった！」

			「心配したんだよ？」

			「今度からはいきなりいなくなったりするんじゃねぇぞ」

			　みんな、笑顔で俺たちにそういうと、そのまま門のなかへと帰って行った。

			「さて、お前らが無事に帰ってきたことだし、俺も仕事しますかねぇ」

			　クロードも、背を伸ばしながらそう言った。そして、何か思い出した様子を見せると、俺たちに告げる。

			「あ、そうそう。お前らのこと、ギルドの連中も心配してたぞ？　早く帰って顔見せてやれよな」

			　それだけ言うと、クロードも門のほうへと歩いて行った。

			　今さらだけど、誰も俺がアルトリアさんをお姫様抱っこしていることにツッコミを入れてこなかったな。

			　唖あ然ぜんとしながらも、俺たち３人は手続きを済ませ、門のなかへと入った。

			　顔を見せようとギルドに向かう道中、街の人々がアルトリアさんを見ては、安心した表情を浮かべ、何人かは俺がアルトリアさんを抱きかかえていることに疑問を抱いているかのような表情を浮かべていた。

			　そんな周りの人たちの表情を見ながら歩いていると、いつの間にかギルドに到着していた。

			　妙なことに、いつもの叫び声などは聞こえないが、どこか慌ただしい雰囲気が感じられた。

			　首を傾かしげながらもギルドに足を踏ふみ入れると、いつもの様子との違いに、俺たちは再び唖あ然ぜんとなる。

			「おい、情報はあったか！」

			「いや、相変わらずだ」

			「新情報だ！　何でも３日前、アルトリアたちが戦ってたスライムが突然消える現象を目の当たりにしたヤツがいるらしい」

			「私も、多くの幼女と触れ合い、情報を集めたが……おススメのお菓子屋しか分からなかったよ」

			「「「普通に情報集めろ！」」」

			「……すみません」

			　いや、何人かはいつも通りだが、それでもみんなの表情は真剣で、あちこちで書類のようなものを見たりしていた。

			　普段との差に、驚きを隠せないでいると、今まで真剣な表情で紙と睨にらめっこしていたガッスルが、俺たちに気付いた。

			「ん？　お、おおお！　アルトリア君！　誠せい一いち君！　サリア君！」

			　ガッスルの声に、ギルドにいた全員が一斉に俺たちのほうへと視線を向けた。

			「心配したんだぞ！　どこに行ってた！」

			　俺たちの下へ駆けよったガッスルは、真剣な表情でそう訊たずねてきた。

			「いや……俺たちもよく分からないんだ。なんか……転移魔法がばら撒かれてたみたいで、それを踏ふんだら変な迷宮のような場所に転移して、帰るためにいろいろと頑張って……そして、こうして帰ってきたってわけだ」

			　かなり大おお雑ざつ把ぱに説明したが、ガッスルはそれほど内容を気にした様子を見せず、心底安心した様子を見せた。

			「そうか……とにかく、無事でよかった。どうやらアルトリア君は無茶をしたようだが……」

			「……」

			　俺に抱きかかえられたアルトリアさんを見て、ガッスルが呟つぶやく。そして、今度は俺が、疑問に思ったことを訊きく。

			「それで、さっきから気になってたんだが……みんな何してんだ？」

			「ん？　ああ、彼らはみんな、君たちを捜すためにいろいろと情報を集めてくれていたんだよ」

			「え？　ど、どうして？」

			　思わずといった様子でそう訊きくと、ガッスルは逆に首を傾かしげた。

			「どうしてって……消えた仲間を捜すために決まってるだろう？」

			　何当たり前のことを訊きいてるんだと言わんばかりに、ガッスルは呆あきれた様子でそう言った。

			　さっきから呆然としっぱなしの俺たちの下に、他の場所で情報を集めていたらしいエリスさんがやって来た。

			「ガッスルさん。こっちは……って、アルトリアさん!?」

			　俺たちに気が付くと、すごいスピードで駆け寄ってきて、ガッスルを思いっきり跳ね除けた。

			「大丈夫ですの!?　誠せい一いちさんに運んでもらっているようですけれど……」

			「あ、ああ。無事だ」

			　今まで無言だったアルトリアさんがそう返すと、エリスさんは安心した様子を見せた。

			「よ、よかったですわ。本当に無事で……」

			　目尻に涙をためながらそう言うエリスさん。本当に、俺たちはみんなに心配されていたようだ。俺たちの安否を確認したガッスルは、ギルド内にいる全員に言い放った。

			「みんな！　アルトリア君たちが帰ってきたぞ！　ははははは！　私の筋肉も歓喜しているッ……！」

			　ガッスルの一言をきっかけに、ギルド内に大きな歓声が上がった。

			「よかったなぁ！　これで心置きなく盗撮できるぜ！」

			「うむ、無事で何より！　今日は特別に、張り切って王城の前で裸になってくるとするかな！」

			「私は幼女たちとこの喜びを分かち合うとしましょう！」

			「おい、お前ら！　アルトリアたちが帰ってきた祝いに、このギルド壊そうぜ！」

			「「「おいバカやめろッ！」」」

			　一瞬にして、己の欲望をぶちまけ始め、さっきまでとはまた違うカオスな空間がギルド内を支配する。

			　エリスさんはむさ苦しいオッサンを鞭むちで叩き、ガッスルは机の上でマッスルポーズを決めていた。

			　そんな混こん沌とんとしたギルドを唖あ然ぜんと見るしかない俺たちだが、一つ、分かったことがある。

			　黒龍神の過去を見ても思ったが、人間はやっぱり欲望に塗れた生き物なんだろう。逆に、欲望がないと、人間じゃないとも言えるかもしれない。

			　特に、今俺たちがいるギルドは、その欲望に正直なヤツらが多い。

			　人間は、汚くて、醜みにくくて、どうしようもない生き物かもしれない。

			　でも、それ以上に……優しくて、温かい生き物なんだろう。

			　この人の温もりを、地球にいたころの俺は拒絶してきた。

			　賢治や翔太たちが、俺のことを気にかけてくれていたのに、それを拒絶したんだ。

			　それは、とても寂しいことだったんだな。

			　人間は、決して一人で生きられないわけじゃないけど、それはどんなに寂しいことか。

			　人の温もりを拒絶して、辛い思いをした俺は、アルトリアさんには同じ思いをしてほしくない。腕のなかでいまだ呆然とするアルトリアさんに、俺は言った。

			「アルトリアさん。アナタが不幸にしてしまったと嘆なげいた人たちは……みんな幸せそうですよ」

			「……」

			「アナタは、アナタが思っている以上に大切な人間なんだ。こんなにも、温かい人たちに囲まれてるんですよ。ちょっと、欲望に正直すぎな気もしますけど……」

			「…………」

			「もっと周りを信じてください。頼ってください。自分一人で抱え込まないでください。周りを見てください。……アナタの帰りを、喜んでくれる人がいるんです」

			「………………」

			「アナタは不幸なんかじゃない。言葉にするのは恥ずかしいですけど……アナタは愛されているんですよ」

			「っ」

			「もう一度言います。アナタは不幸なんかじゃない――――《災さい厄やく》なんかじゃないんだ」

			「！」

			「優しくて、世話焼きで、姉あね御ご肌で、ちょっとしたトラブル体質なだけです。俺も、サリアも……おそらく、このギルドにいる全員が、アナタの体質なんて気にしていません。みんな、全部ひっくるめて、『アルトリア・グレム』が大好きなんです」

			「……」

			「アナタが不幸にしたと思ってる人たちは、アナタのおかげで、巻き込まれた不幸以上に――――幸せなんですよ」

			「――――」

			　何とか、言葉にして伝えようとしたが、本当に難しい。

			　相手に気持ちを伝えることが、こんなにも難しいだなんてな……。

			　うまく言葉にすることができず、アルトリアさんに気持ちが伝わったかどうか考えていると、突然アルトリアさんは俺の腕から抜け出し、ギルドの外へと走り出ていった。

			　…………。

			　え？

			「ちょっ！　なんで!?　に、逃げたのか!?」

			　あまりにも突然だったので、俺の反応はビックリするほど遅れた。

			　つか、なんで!?　俺、気に障るようなこと言ったかな!?

			　その場で思わずオロオロしていると、サリアが俺に向かって言う。

			「誠せい一いち！　アルトリアさんを追いかけて！」

			「ええっ？　で、でも……」

			「大丈夫！　誠せい一いちの気持ちは伝わってるから。ねっ？」

			　どうして女性って強いんだろう。本当に、男の俺が情けなくなるよ。

			　でも、サリアのおかげで、ごちゃごちゃ考えていた頭がすっきりした。

			　何も考える必要なんてない。アルトリアさんを追いかける。ただ、それだけじゃねぇか。

			「分かった！　ちょっと行ってくる！」

			「うん！　いってらっしゃい！」

			　サリアに見送られ、俺はアルトリアさんを捜すべく、ギルドの外へと駆け出したのだった。

		

	
		
			《災厄》は幸福へ

			　

			「アルトリアさん、どこ行った？」

			　俺は、アルトリアさんを捜すため外に出たが、アルトリアさんの姿はない。

			「……人が多すぎて近くにいても分からねぇかもな……」

			　この王都テルベールは、人が驚くほど多い。だから、一度はぐれると、なかなか会えないのだ。

			「……あ、そうだ！　『索さく敵てき』のスキルがあるじゃねぇか！」

			　俺が習得しているスキル『索さく敵てき』は、半径５００メートル以内にいる生物を察知できる効果がある。そうと分かれば、早速使ってみるに限るだろう。

			　俺は、すぐに『索さく敵てき』のスキルを発動させた。

			　そして――――項うな垂だれた。

			　俺……何で気付かなかったんだろう。

			　索さく敵てきのスキルは、確かに生物の存在を察知することができる。

			　でも……。

			「個人の特定なんてできねぇよ、バカ……！」

			　索さく敵てきスキルを発動させた結果、俺の半径５００メートル以内の全生物が反応してしまい、そのあまりの多さに眩暈めまいがした。

			「これじゃあ、どこに行ったのか分からねぇぞ」

			　まあ、人に訊きけば分かるだろう。

			　黒龍神や宝箱の過去を見て思ったんだ。……コミュニケーション、大事だね！

			　俺は、たまたま近くを通りかかった女性に話しかけた。

			「すみません！　少しよろしいですか？　人を捜してて……」

			「ええ、別にいいわよ。……って、あら？　誠せい一いちさんじゃない」

			「え？　……あ、アドリアーナさん!?」

			　何という偶然だろう。俺が話しかけた相手は、狼を犬と称して飼っている、伯はく爵しやく夫人のアドリアーナさんだった。世間って狭いね。

			「どうしたの？　人を捜してるって……」

			「ええっと……アルトリアさんを捜してるんですけど……見てないですか？」

			「え？　アルトリアちゃん？　うーん……見てないわ」

			「そうですか……」

			「ごめんなさいね？　力になれなくて……」

			「あ、いいえ！　えっと……ありがとうございました」

			「どういたしまして」

			　アドリアーナさんに礼を言い、別れようとしたときだった。

			　アドリアーナさんは、ふと思い出した様子を見せ、俺に言う。

			「あ、そうそう。誠せい一いちさん」

			「はい？」

			「アルトリアちゃんの体質……知ってるかしら？」

			「ええ、まあ……」

			「なら、一つお願いしていいかしら？」

			「え？」

			　お願いという言葉に、俺が間抜けな声を出すと、アドリアーナさんは微笑んで言う。

			「アルトリアちゃんと、これからも仲良くしてあげてくれないかしら？　アルトリアちゃん、ああ見えてすごく繊せん細さいで、優しい子なのよ」

			「それはもう……よく分かります」

			「だから、少しでいいの。アルトリアちゃんに、寄り添ってあげてほしいのよ」

			「寄り添う？」

			　アドリアーナさんの言葉の意味が分からず、首を傾かしげる。すると、アドリアーナさんはクスリと上品に笑った。

			「分からないなら、それでもいいわ。ただ、今みたいに誠せい一いちさんがアルトリアちゃんを捜しているように、少しでいいから、これからもアルトリアちゃんを気にかけてほしいのよ」

			「……よく分からないですけど、アルトリアさんは、俺にとっても大切な人です。だから……」

			　俺がそこまで言うと、アドリアーナさんは笑みを深めて、俺の続きを遮さえぎった。

			「なら、大丈夫ね。さ、アルトリアちゃんを捜してあげてね？　王子さま♪」

			「王子さまって……」

			　俺は、思わずアドリアーナさんの言葉に苦笑いする。そしてすぐ、アドリアーナさんと別れ、再びアルトリアさんを捜し始める。

			「もう一度、誰かに訊きこうか……」

			　そう思い始めたときだった。俺は、今の状況にとても都合のいいアイテムを持ってたことを思いだす。

			「そうだよ……あるじゃねぇか、この状況を打開するアイテム……『指針石』が！」

			　アイテムボックスから取り出したのは、銀色の指針石。

			　方向さえ分かれば、屋根の上でも辿たどって行ける。

			　指針石を浮かべ、アルトリアさんのいる方角を調べる。

			　すると、すぐに指針石は一つの方向を指し示した。

			「なるほど……この方向にいるんだな」

			　指針石をアイテムボックスに仕舞いながら、その方角を眺める。

			「……あれ？　この方向って……」

			　そんなことを思いながらも、その方角へと走り始めた。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「やっぱり……」

			　指針石を辿たどり、着いた場所には、見覚えがあった。

			「ここ……俺が最初の依頼を受けた場所じゃないか」

			　そう、俺の辿たどり着いた場所は、ギルドの試験で最初に受けた依頼……『廃はい墟きよの解体』で行った場所だった。スキルを使わずに俺が感じられるなかで、周囲に人の気配はない。

			　ただ、俺が何も考えずに壊した、廃はい墟きよの瓦が礫れきがあるだけだった。

			「……」

			　俺は、無言で索さく敵てきのスキルを発動させた。

			　すると、周囲に人がいないだけあり、すぐにアルトリアさんの反応が見つかった。

			　その場所まで、俺は歩みを進める。そして――――見つけた。

			「アルトリアさん」

			「……」

			　アルトリアさんは、瓦が礫れきの陰かげに隠れて、膝ひざを抱えて座っていた。

			　俺が声をかけると、肩をピクリと動かしたが、無言のまま振り向こうともしなかった。

			　そんなアルトリアさんの近くに、俺も腰を下ろす。アルトリアさんは、俺に背を向けているため、表情が分からない。

			　無言の時間がしばらく続く。だが、俺からは何も言わない。

			　なんて言葉をかければいいのか分からないのもある。……だって、いきなり飛び出した理由が分からないからな。

			　でもそれ以上に、今はアルトリアさんから切り出してくれるのを待ちたかった。そんな俺の思いが通じたのか、アルトリアさんは小さな声だったが、口を開いた。

			「なあ……誠せい一いち」

			「……何ですか？」

			「オレは……本当に要らない人間じゃ……ないのか？」

			「……はい」

			「オレみたいなヤツ……いても迷惑なだけだろ？」

			「そんなことありません。絶対に」

			「……ウソじゃないのか？　……本当に、イヤじゃないのか……？」

			「……はい。みんな、アルトリアさんが大好きですよ。サリアも、ガッスルも、エリスさんも……全員、アナタが大切なんですよ。俺だって、アルトリアさんが大好きです」

			　その静かな問いかけに、俺は全部真剣に答えた。

			　どれもウソなんかじゃない。俺の本心である。

			　アルトリアさんは、決して要らない人間なんかじゃないんだ。

			　大好きって伝えるのはメチャクチャ恥ずかしい。でも、本心なんだから仕方がない。

			　だって、口にしなきゃ伝わらないから。俺たちには、気持ちを伝えられる言葉があるんだ。

			　俺の言葉を聞いて、アルトリアさんは俯うつむき、肩を震わせた。

			「そう……か」

			「……」

			「……オレが、周りのみんなを大切に思うように……オレも……みんなにとって、大切な存在だったんだな……」

			「……」

			「……うぅ……グッ……」

			　アルトリアさんは、抱えていた膝ひざに顔をうずめ、声を必死に押し殺しながら泣き始めた。

			　こんなとき、俺はいったいどうすればいいんだ？

			　賢治や翔太なら、こういった場面にも慣れてるんだろうけど、あいにく俺は、地球では非モテ街道を爆走していたんだ。女性を慰なぐさめる術なんて知らない。

			　目の前で泣くアルトリアさんに、俺はどうすることもできないのか？

			　力を手に入れても、心を救うことはできない。

			　純粋な力とは違う、大切なモノに対する無力さを思い知らされた。

			　そんなとき、ふとアルトリアさんを捜していたときのアドリアーナさんの言葉が頭に浮かんだ。

			『アルトリアちゃんに、寄り添ってあげてほしいのよ』

			　……寄り添う？

			　寄り添うって……どうやって？　体に？　それとも心に？

			　体は分かるが、心に寄り添うって？　ヤバい、混乱してきた。

			　そんなとき、俺はサリアがアルトリアさんにしてあげていたことを不意に思いだした。

			『アルトリアさん！　ぎゅーっ！』

			「――――」

			　サリアの行動を思い出した瞬間、俺の体はすでに動いていた。まるで、サリアに促うながされたかのように……。

			「え……？」

			　俺は、アルトリアさんを後ろから抱きしめた。

		

	
		
			[image: p_315.jpg]
		

	
		
			　サリアがアルトリアさんを抱きしめたとき、純粋にアルトリアさんの不安を見抜いたサリアの洞察力に感かん嘆たんしていたけど、そうじゃないんだ。

			　アルトリアさんは、不安から解放されて嬉しいと同時に戸と惑まどっているのだろう。

			　今まで災さい厄やくの種でしかなかった自分を、みんな好きだというんだ。逆に、これからみんなとどう接すればいいのか……そんな不安が今は渦巻いているのだと思う。

			　俺は、子どもが不安になったとき、どれだけ親の存在が大事なのか分かった気がする。

			　親は、子どもが不安に思っていても、優しくそれを包み込めるだけの力があるんだ。

			　そして、サリアは孤児院のときもそうだが、天然で母性があるらしい。

			　あのアルトリアさんをサリアが抱きしめたとき、サリアは不安な気持ちを見抜いただけじゃなく、安心できるように包み込んだんだ。

			　今、アルトリアさんの拠り所になれる人間は――――俺しかいない。

			　全然頼りない心の拠り所だけど、少しでいい。アルトリアさんに寄り添えれば……。

			「大丈夫ですよ。不安に思うなら、俺がアルトリアさんのそばにいます。いつまでも、アナタが安心できるまで。アナタが、心から笑顔になれる、その日まで……俺は、アナタのそばにずっといます」

			「なっ!?　あ……あぅ……うぅ……」

			　…………。

			　……あれ？

			　少しでもアルトリアさんの不安が解消されればいいと思って、サリアのマネして抱きしめてみたんだけど……。

			　……なんか、いつの間にか泣き止んでるようだし、顔は見えないけど、綺き麗れいな銀髪から覗く耳が、目に見えて真っ赤になっている。

			　……いや、ちょっと待て。よくよく考えれば、俺……メチャクチャ大胆なことしてね？

			　俺の頭がそう理解した瞬間、俺は顔が熱くなるのを感じた。ああ……今、俺の顔絶対に真っ赤だよ……！

			　いや、落ち着け！　いくらなんでも不謹慎だぞ！　アルトリアさんの心が少しでも安らげばと思ってやってるんだ！

			　ああ、でも……アルトリアさん、いい匂いだな。

			　……じゃねぇよ!?　何で俺が安らいじゃってんの!?

			　あ、ちょっと待て！　俺、臭くないよね!?　大丈夫だよね!?

			　称号の『臭い奏そう者しや』で一応完全カットはしてるんだけど……。あ、俺のほうが不安になってきた。誰か優しく俺を抱きしめてっ！

			　なんとも締まりのない俺だが、俺に後ろから抱きしめられた状態のアルトリアさんが、俺の腕を軽く叩いた。

			「もう……大丈夫だからよ」

			「え？　あ、ハイ！」

			　あまりの恥ずかしさに勢いよく離れる。ふとアルトリアさんを見ると、顔を真っ赤にして、モジモジしていた。

			「そ、その……なんだ。えっと……恥ずかしかったけどよ……」

			「……」

			　俺も恥ずかしかったです！　……と叫びたかった。でも自重。

			「だ、抱きしめてくれて……ありがとう……な……」

			「……」

			　頬ほほを赤く染め、恥ずかしそうに上目づかいでアルトリアさんはそう言った。

			　……サリアで多少なりとも美少女耐性はついていたと思うんだ。

			　でも……ダメだった。破壊力がヤベェ。全然耐性ついてないじゃねぇか。

			　結果として俺は、アルトリアさんの仕草に、惚ほうけるしかなかった。

			　また、何とも言えない微妙な空気が、俺とアルトリアさんの間を流れる。

			　……それよりも、アルトリアさんが今まで避け続けてきた人間と向き合うキッカケができてよかったと思う。

			　だが、とはいえアルトリアさんの抱える呪いが解けるわけではない。

			　アルトリアさんの知り合いも、呪いを解く方法を探しているらしいが……。

			　しかし、運のステータスがマイナス２００万か……。改めて考えると、すさまじい数値だよな。

			　あのアルトリアさんの《災さい厄やくを背負う者》の呪いがある限り、アルトリアさんは一生辛い思いをしないといけないんだろう。

			　なんとかできないのか？　何か、今の俺にできることが……。

			　……チクショウ。まったく見当もつかねぇ……。

			　アルトリアさんの運の数値が、マイナスじゃなかったらいいのに……。

			　…………。

			　……マイナスじゃ……なかったら……？

			「!?」

			　俺は閃ひらめいた。

			　この、アルトリアさんの呪いを解く方法を……！

			「アルトリアさん！　手！　手を出してください！」

			「はあ？」

			「お願いします！」

			　俺がそう頼むと、アルトリアさんは訝いぶかしげな表情を浮かべながらも、左手を差し出した。

			　俺はすぐにアイテムボックスからある装備品を取り出す。

			「お、おい。いったい何のつもりだ？」

			　アルトリアさんが戸と惑まどいの声をあげる。

			　だが、今の俺にそんな声はまったく耳に入ってこなかった。

			　そして、俺が取り出した装備品は――――宝箱からドロップした、『不幸の指輪』だった。

			　取り出した不幸の指輪を、アルトリアさんの指に嵌はめようとして気付く。

			　……どの指に嵌はめればいいんだ？

			　そういえば、この不幸の指輪……自動で装備者に合わせて大きさを変えてくれるといった説明がなかったな……。

			　もしかしたら、アルトリアさんのどの指にもピッタリ嵌はまる場所がないかもしれない。

			　……ええい！　アルトリアさんの運が俺の運を打ち消してる今、残りのマイナス分はこの指輪に打ち消してもらうぞ！

			　というわけで、ほとんど運任せで俺は、アルトリアさんの指を一つ一つ確認していった。

			「せ、誠せい一いち？」

			　ふと視線を上げれば、顔を真っ赤にして、目を潤ませるアルトリアさんの姿が！

			　……このままでは、あまりの可愛さに見み惚ほれてしまいそうなので、意識を再び彼女の左手に移した。

			「えっと……」

			「……親指……ダメか。人差し指は……ダメだな。なら中指……クッ！」

			　残るは薬指と小指か……。

			　小指は、明らかにぶかぶかすぎる。

			　なら、薬指しかねぇな。

			　そう結論付けた俺は、そのままアルトリアさんの薬指に指輪を嵌はめ込んだ。

			「なあッ!?」

			　おお！　ピッタリ！

			　運よくアルトリアさんの指にピッタリ嵌はまり、思わずフードの下で笑顔になったときだった。

			　突然、アルトリアさんの指に嵌はめた不幸の指輪が、神々しい輝きを放ち始めた！

			「な、何だ!?」

			「っ！」

			　驚く俺と、呆然とするアルトリアさん。

			　不幸の指輪は、俺の目の前で輝き始めたにもかかわらず、目にダメージはない。むしろ、俺とアルトリアさんを包み込むような、柔らかな光を発していた。

			　やがて柔らかな光が収まると、アルトリアさんの指に嵌はめた不幸の指輪は、紫むらさき色の小さな光を仄ほのかに放ち続けた。見た目は小さな光が灯っていること以外に変わりない。

			　だが、なんとなく俺には、目の前の指輪が、不幸の指輪と同じものに見えなかった。

			　思わず、鑑かん定ていのスキルを発動させる。

			　

			『幸福の指輪』……夢幻級装備品。想いあう二人に祝福を――――By宝箱。装備者の呪いを打消し、装備者の運の数値を２倍にする

			　

			　宝箱おおおおおおおお！

			　お前ってヤツは……！　どこまで俺を助けてくれるんだ！

			　想いあう二人に、ってところの意味はよく分からないが、とにかくお前のおかげでアルトリアさんを救えたんだ！

			　俺は、アルトリアさんに呪いが解けたことを告げる。

			「アルトリアさん！　アナタの呪いは解けたんです！」

			「……は？」

			「ああもう！　細かい説明はあと！　取りあえず今は、ステータスを確認してみてください！」

			　興奮気味にそう伝えると、アルトリアさんは少し気け圧おされながらもステータスを確認した。

			「――――」

			　アルトリアさんは、自分のステータスを前に、目を見開いた。

			「う、ウソ……だろ？」

			「本当です」

			「そ、そんなはずねぇ……ウソだ、ウソに決まってる！　こ、こんなに嬉しいことが続くもんか！　みんながオレを受け入れてくれたのも……全部……全部夢なんだ……！」

			　アルトリアさんは、突然の事態に混乱して取り乱した。

			　そんなアルトリアさんに、しっかり言い聞かせるため、俺はアルトリアさんの手を取り、もう一度告げた。

			「ウソでも夢でもありません！　アナタは、《災さい厄やく》なんかじゃなくなったんだ！」

			「……」

			「この指輪を見てください！　これが、アナタの呪いを解いたんですよ！」

			　俺は、アルトリアさんの指に嵌はめた不幸の指輪――――否、幸福の指輪を見せつけた。

			　それでもなお、呆然とするアルトリアさんに俺は言った。

			「だからもう……不安に思う必要なんてないんです。今まで不幸だった分、これから幸せになりましょう。俺が――――全力で支えますから」

			　そこまで言い切ると、アルトリアさんは何度も俺の顔と指輪を見ては徐々に顔を赤くしていき――――。

			「～～～～ッ！」

			　――――走り去っていった。

			　…………。

			　…………え？

			「ちょおっ!?　また!?」

			　俺は再び逃げたアルトリアさんに驚くと同時に、首を捻る。

			「何で!?　俺の何がイケなかったの!?」

			　状況を整理しよう。

			　まず、アルトリアさんを慰なぐさめた。

			　宝箱から手に入れた指輪の存在を思い出し、左手の薬指にはめた。

			　呪いが解け、取り乱すアルトリアさんに、これから俺が全力で支えると伝えた。

			　…………。

			「プロポーズじゃねぇか!?」

			　おいコラ俺、何してくれちゃってんの!?　とんでもねぇ過ちだよ!?

			　つか、左手の薬指って……結婚指輪を嵌はめる場所じゃねぇか！　……あれ？　でも……結婚指輪を左手に嵌はめるのは地球での話であって、この世界では違うんじゃね？

			　そう考えると、そもそもプロポーズをするにしても、指輪が結婚の証じゃないのかも……。

			「でもそれじゃあ、あのアルトリアさんの反応は……だああああああっ！　わけ分からん！」

			　どこか無意味な現実逃避をしている気がしながらも、アルトリアさんを追いかける。

			　チクショウッ！　この騒動が終わったら、勇者の情報を集めつつ、この世界のこと徹底的に調べてやる！

			　……まあでも……。

			「アルトリアさんが元気になったのなら……今はそれで十分か」

			　そう呟つぶやき、俺はアルトリアさんに追いつくべく、瓦が礫れきの山を後にする。

			　澄み渡る青空には、宝箱がサムズアップしている姿が浮かんでいる気がした。

		

	
		
			エピローグ

			　

			「１……２……３……あ、なんか人助けしてお金がもらえるみたいです」

			「はあ？　いくらだ？」

			「１万Ｇ」

			「高くね!?」

			「次、俺ですね……あ。俺も３でした」

			「んじゃ、コマ動かせ」

			「はい。えっと……あ、次のサイコロを振る人から、出産祝いで５万Ｇもらえるそうです」

			「だから高くね!?　って次の人って俺じゃねぇか！」

			　俺――――ベル・ジゼルは、デブのテリー・ヘムトと、ガリのボスコ・ダンの三人で、とある遊びをしていた。

			「いやぁ、それにしても……人間はずいぶんと面白いものを考えますよね」

			「だよなぁ。これ、なんて名前の遊びだっけ？」

			「確か……『人生ゲ○ム』って名前だったと思いますよ」

			　そう、俺たちの前には、たくさんの細かいマスに指示が書かれている道が描かれたボードと、そのボードの上で動かすコマ。そして、何マス進むか決めるサイコロとやらが転がっていた。

			「でもこれ、人間は人間でも、異世界の勇者が持ち込んだ遊びらしいですよ？」

			「ほぉ。異世界かぁ……どんなとこなんだろうか」

			　ボスコの言った異世界という言葉に、俺は興味があった。

			　今は人間と戦っているが、俺は戦争が好きじゃない。そもそも、魔族の連中は、自分の身を守るために戦っているに過ぎないのだ。

			「戦争がない世界だといいよな」

			　思わずそう口にする。

			　どこかしんみりとした雰囲気になってしまうと、テリーがわざとらしく話題を変えた。

			「あ、今度は『トランプ』ってやつで遊びませんか？」

			「トランプ？　何だ、それ」

			「えっと……ハート、ダイヤ、スペード、クローバーの４種類のカードがあって、一種類ごとに１から13までの数字が書かれたカードがあるんです」

			「ほお。それで、どんなゲームができるんだ？」

			　俺はふと興味を惹かれ、そう訊きいてみると、今度はボスコが俺の問いに答えた。

			「俺が友だちから聞いた話では……『ポーカー』とか『ババ抜き』とか……あ、あと『ダウト』とか。とにかく、このトランプでたくさんの遊びができるらしいですよ」

			「ぽーかー？　つか、ババ抜きって……婆さんはしちゃいけないってことか？　そりゃあんまりだろ」

			「あ、別に実際にお婆さんがしちゃいけないわけじゃないんですけど……」

			「なんかよく分からねぇな。んで？　何するんだ？」

			　意味不明な単語が多く飛び出したが、とにかく遊んでみないことには楽しさが分からない。

			　しっかし……人間もすごいよな。一つのものでたくさん遊べる方法を思いついちまうんだから。

			「そうですね……俺がルールを覚えてるのは、『ダウト』くらいですし……」

			「んじゃ、それでいいや。やろうぜ」

			　簡単なルールの説明をテリーにしてもらう。

			　ようするに、配られたカードを相手に見えないように持って、数字の１から順にカードを伏せて場に出していく遊びだということが分かった。

			　まあ、自分の番になれば、出さなくちゃいけないカードが手持ちになくても、相手にバレないように違う数字のカードを出さないといけないらしい。

			　もし、相手がウソのカードを出してると思ったら、『ダウト』って声を出して、本当にウソならウソのカードを出した本人が場のカードをすべて引き取り、逆に本当なら、ダウトと言った本人がカードをすべて引き取る……。

			　なんつー、エグイ遊びを思いつくんだ、人間……！

			　これじゃあ怖くて『ダウト』って言えないだろ!?　リスクがデカすぎる！　……ハッ!?　そういう遊びなのか!?　そのスリルを楽しむのか!?　……レイヤ様が好きそうだな。

			　まあとにかく、実際にやってみようということで、俺たちはダウトを始めた。

			　フッ……要するに、ウソさえ吐つかなければいいわけだ。こんな遊び、余裕だぜ！

			「７です」

			「８ですね」

			「んじゃ、９――――」

			「「ダウト」」

			「ノオオオオオオオオオン!?」

			　結果――――惨敗した。

			　後から知ったことだが、この遊びはどうやら、最低でも４人でするらしい。……チクショウめ！

			　こんな感じで俺たち三人がのほほんと日常を満喫していると、突然部屋の扉が強く開けられた。扉を開けたのは、レイヤ様である。

			「……」

			「れ、レイヤ様？」

			　部屋に入ってきたレイヤ様の表情は、俺たちが驚くほど真剣だった。

			　俺たちの呼びかけに応じず、レイヤ様はまっすぐ俺たちの方向に歩いてきた。

			　トランプで遊んでいたときの体勢の俺たちの前で立ち止まったレイヤ様を見上げる。

			　すると、レイヤ様は今まで閉じていた口をゆっくりと開いた。

			「……黒龍神様が……倒されたわ」

			「「「…………は？」」」

			　俺たちは揃って間抜けな声を上げる。

			　黒龍神様が……倒された？

			　いや、有り得ないだろう。あの方は、魔王様を除けば間違いなく魔族軍の最強戦力なのだ。

			　俺と同じ思いだったのだろう。テリーとボスコも呆然とする。

			　そんな俺たちを見下ろしながら、レイヤ様はもう一度、ハッキリと口にした。

			「黒龍神様が、倒されたのよ」

			「「「…………」」」

			　あまりにも真剣なレイヤ様の表情に、俺たちはその言葉が真実なんだと悟る。

			　俺たちは、誰もが黒龍神様が倒されると思っていなかった。だからこそ、驚き、そして呆然としているのだ。現に俺は、今こそ『ダウト』と叫びたかった。

			「私は今から、黒龍神様の力を取り戻すために、【黒龍神の迷宮】に行くわ」

			「な、なら俺たちも……！」

			「アンタたちは、私の留守の間、ここを守ってなさい」

			　真剣な表情でそう頼まれれば、俺たちは黙だまるしかない。

			　それに、俺たちがレイヤ様について行っても、足手まといなのは確実だろう。

			　だが、そもそも俺たちが、黒龍神様に人間を始末してもらおうだなんて考えなければ、こんなことにはならなかったんだ。そのせいで、黒龍神様やレイヤ様に迷惑が……。

			　思わず自分のしたことを後悔していると、レイヤ様は一つ息を吐はいた。

			「アンタたちが何を思ってるのかはなんとなく想像つくけど……。でも、私も黒龍神様が倒されるだなんて思ってもいなかったのよ？　だから、アンタたちが気にする必要はないわ。それに、まだまだ考えが甘いとはいえ、発想はよかったわよ。幸い、黒龍神様は迷宮内で倒されたおかげで、復活するはず……。とはいえ、力は万全じゃないでしょうから、私が完全復活させるために行くのよ」

			　俺たちは、レイヤ様の言葉と行動力に感動した。

			　この人ってホントすごいよな。……彼氏いないけど。

			　それに、確かにレイヤ様なら、黒龍神様の力を取り戻すことができるだろう。

			　目を輝かせてレイヤ様を見ていると、レイヤ様は少し自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいた。

			「まあ……魔王様の力だけは、取り戻すことはできないんだけどね」

			「それは……」

			「……とにかく！　アンタたちは、私がいない間、この城をしっかりと護っておきなさいよ」

			「「「了解っ！」」」

			　俺たちの返事を聞いてレイヤ様は満足そうに頷うなずくと、転移魔法陣を展開させ、その場から消えた。

			　レイヤ様が消えたのを確認すると、俺はテリーとボスコに声をかける。

			「なあ、お前ら……」

			「どうかしましたか？」

			「なんか、深刻そうな表情をしてますが……」

			　二人とも、俺のことを心配してくれているらしい。俺は何ていい部下を持ったんだ！

			　そんなことを思いながら、たった今、俺の悩んでいることを打ち明けた。

			「留守任されたけど……何すればいいんだ？」

			「「……ベルさん……」」

			　二人の冷たい視線が辛かった。

			　

			　

			〈『進化の実～知らないうちに勝ち組人生～』③へ続く〉

		

	
		
			美紅（みく）

			趣味、読書とカラオケ。今年、大学生になります。稚拙な文章ではありますが、読んでいただけたら幸いです。（二〇一五年二月現在）

			　

			イラストレーション

			Ｕ３５（ウミコ）

			11月17日生まれ、島根県出身。じゃがいも料理と夏の空が好きです。（二〇一五年二月現在）

		

	
		
			進しん化かの実み～知しらないうちに勝かち組ぐみ人じん生せい～②

			発行日：２０１５年２月27日

			著　者：美み紅く

			発行人：赤坂了生

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Miku 2015

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『進化の実～知らないうちに勝ち組人生～②』（２０１５年２月２日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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